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ワガママ令嬢は遊び人の貴公子から溺愛される




～私たち、偽装恋人のはずですよね？～
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「アリエラ様って、噂通りのお方ですのね」

　夜風に乗って聞こえてきた自分の名に、アリエラ・クロムウェルは扇子を使う手をぴたりと止めた。

　今夜は王宮主催の大規模な夜会であり、豪奢なシャンデリアが照らす大ホールは名だたる貴族たちで賑わっている。伯爵家令嬢であるアリエラもひととおり宴を楽しんだ後、静かなバルコニーでひと息ついていたところだった――のだが。

「大勢の方が参加なさっている夜会で勝手気ままな振る舞い……よほど甘やかされてお育ちなのね」

「……」

　どうやらバルコニーの下で話しているらしい。若い令嬢らしき高い声は無駄によく響いていたが、応じる側は低くぼそぼそとしていてよく聞き取れなかった。

「あんな方が婚約者だなんて……ザカリー様が本当にお可哀想」

（ふん、いつものことね）

　この手の陰口は慣れている。なんとなれば――アリエラの婚約者であるザカリーが令嬢たちの間で絶大な人気を誇っているからだ。

　ザカリー・ミラーは現在二十五歳。男爵家の四男という平民に近い出自ながら、王家直属の精鋭部隊である近衛騎士団で若くして団長補佐に抜擢され、将来を嘱望されている。騎士らしくがっしりと鍛え上げられた身体と整った精悍な顔を持ち、常に穏やかな微笑みを浮かべて万事にそつなく振る舞う姿は『騎士の中の騎士』として多くの令嬢たちの憧れの的だった。騎士団の練習場には常に若い令嬢たちが押しかけ、休みの日にはデートやお茶会の誘いがひっきりなしに届き、アリエラをエスコートして夜会に出席するとあちこちから熱い視線を注がれるのが常だった。中には隣のアリエラが見えないもののようにザカリーをダンスに誘ったり、腕をとってあからさまなアプローチを仕掛けたりする者まで出る始末である。

　そんな時、アリエラはおとなしく黙って見ている――ことは全然なかった。

「彼に触れないでくださる？　ザカリーと踊れるのは婚約者のわたくしだけですの」

　長身のアリエラが、朝陽を掬い取ったような鮮やかなバーミリオンの髪を揺らしながら燃えるルビーの瞳でにらみを利かせると、大抵の令嬢はたじたじとなって退散してしまう。

「アリエラ、君が前に出なくともいいのに。俺がダンスの相手を務めたらすむことだよ」

「あら、ザカリーったら。わたくしがそんなことを許すとお思い？」

　気づかわしげな顔をするザカリーに、アリエラは不敵な笑みで首を振ったものだ。

「わたくし、ほんの少しでもあなたを他の誰かに譲るつもりはないの。だってあなたはわたくしが選んだ婚約者なのだから」

　アリエラとザカリーの婚約は今から十年前、ザカリーが十五歳でアリエラが八歳の時に結ばれた。八歳の誕生日に欲しいものを聞かれたアリエラが、家同士の付き合いがあった関係で幼いころから遊び相手だったザカリーとの婚約を熱望して成立した縁である。

「俺はしがない男爵家の四男だ。君の希望がなければ、上位貴族である伯爵家と婚約なんてありえなかっただろう」

「そんなこと関係ないわ。あなたはいずれクロムウェル家に婿入りするのだもの」

　ふん、と鼻を鳴らしたアリエラはふと不快げに眉をしかめる。

「それにしても、払っても払っても付きまとう羽虫の多いこと。一匹ずつ撃退していては埒が明かないわね」

「アリエラ……ご令嬢方を羽虫に例えるのは失礼だよ」

「そうね、羽虫に悪かったわ。虫に罪はないのにね」

　ふむ、と考え込んだアリエラはややあってパッと顔を輝かせた。

「いい考えがあるわ、ザカリー。わたくしのお願い、聞いてくれるわね？」

「あ……ああ、もちろん」

　それからというもの、アリエラは騎士団の休みの日にはザカリーを自分の屋敷に呼びつけ、朝から晩まで拘束してお茶会やデートの誘いを全てシャットアウトしてしまった。更に夜会では「喉が渇いたわ」「リボンを結び直して」「馬車に忘れ物をしたみたい。とってきてちょうだい」など、思いつくままザカリーに頼みごとをして他の令嬢が話しかける隙を徹底的に潰した。

　ザカリーが穏やかな笑顔を崩すことなく全ての要望に応えたため、結果的に令嬢たちが憧れの騎士様に近づく機会は劇的に減った。が、代わりに『騎士の中の騎士』様を気まぐれに顎で使う様を見せつけるアリエラには妬みや怒りが集中し、あちこちで『ワガママ令嬢』と陰口を叩かれるようになっていき――今やアリエラ・クロムウェルとザカリー・ミラーといえば『ワガママ令嬢にひたすら尽くす献身的な騎士』として社交界でも有名なカップルとなったのである。

　そのような経緯があったため、アリエラにとってはバルコニーの下からぼそぼそ聞こえてくる程度の陰口などほとんど意味のない雑音だった。

「いくらザカリー様がお優しいとはいえ……胸が痛くて見ていられません」

（飽きもせず負け惜しみが続くこと。どこの誰なのか、見てやろうかしら）

　軽い気持ちでバルコニーの端から覗き込んだアリエラは、そのままぴしりと固まった。

　バルコニーの真下、庭園樹でそれとなく隠されるように置かれたベンチで男女が身を寄せ合っている。片方はピンクブロンドの髪をふわふわと靡なびかせる若い令嬢で、しなだれかかられているのは――騎士団の制服に身を包んだザカリー・ミラーであった。

「なっ……」

　目にしたものが信じられず、何度も瞬く。思いきり身を乗り出して目を凝らしても、ピンクブロンドに寄り添う黒い短髪は見違えようもなくザカリーのものだ。

（どうしてこんなところに？　騎士団の方々へ挨拶に向かったはずじゃ……？）

　バルコニーの手すりに半ば乗り上げるという淑女にあるまじき格好のまま混乱していると、先ほどまでは聞こえなかったザカリーの声がアリエラの耳に飛び込んできた。

「――そろそろ戻られた方が良いのではないですか」

「お気になさらないで。お父様からも、存分にザカリー様をいたわって差し上げなさいと申しつかっておりますの」

「団長殿が……」

　その言葉にピンときて、アリエラは揺れるピンクブロンドを睨みつけた。

（聞き覚えのある声音だと思ったら、騎士団長の娘じゃない！）

　小柄で大きな瞳が特徴的な令嬢だ。夜会でも、よくザカリーに熱のこもった視線を送っている。おそらく今夜も父親の傍でザカリーが挨拶に来るのを待ち構えていたのだろう。

（父親の手引きね。こざかしいったら……）

「もしアリエラ様が様子を見にいらしても、いつものようにお父様がうまく誤魔化してくださいますから」

（いつもの通り？　一度だけならまだしも、何度もこんなことを……）

　混乱に代わって怒りがふつふつとこみ上げてきて、手の中の扇子がミシリと音を立てる。

（ザカリーもザカリーよ。こんな風に絡まれているならさっさとわたくしに言えば処理したものを、上司の娘だからって気を遣ったのかしら）

　イライラと爪を噛んだ時、ザカリーが小さくため息をこぼす声が聞こえてきた。

「お気遣いいただき、ありがとうございます。……サラ殿といると心が休まりますね」

　ぽろりとこぼれた言葉に、熱く煮えていた頭に冷水を浴びせられたような心地になる。

（……なんですって？）

「まあ、嬉しい。とはいえ、私ごときではアリエラ様の美貌に慣れたザカリー様にとってはさぞ地味に映るのでしょうけれど……」

「アリエラは目を奪われる華やかな魅力を持っていますが、サラ嬢の持つそっと寄り添う優しさは多くの殿方が好ましいと感じるのではないでしょうか。もちろん、俺も……」

「ザカリー様……」

（なんなの、この会話）

　思わぬ方向へと転がり出した会話に、アリエラは呆然と聞き入っていた。

　いつだって穏やかな笑みを浮かべて寄り添っていたザカリーの気持ちを疑ったことなど、今、この瞬間まで一度もない。けれど、現に今、ザカリーが熱を帯びたまなざしを向け、優しく囁いているのはアリエラではない別の令嬢なのだ。

（こんなの……まるで恋人同士じゃない。リップサービスにしてはやりすぎだわ）

　困惑しているアリエラをよそに、ザカリーがふとため息を漏らす。

「それに……アリエラの魅力を誰よりも貶めているのは俺なのかもしれません。このまま傍にいるのは、果たして彼女にとって良いことなのか……この頃、考えてしまうのです」

「そんな……ザカリー様はこれ以上ないほど尽くしておいでではないですか！」

　ピンクブロンドが感極まったように大きな瞳をうるうると潤ませる。

「大事なお休みの日も呼び出されて、伯爵家の事業に関する業務をほとんど肩代わりされておられるのでしょう。大変ではありませんか？」

「……俺はいずれ伯爵家へ婿入りする身ですから、まだまだ勉強が必要です」

「ご謙遜なさらなくとも、ご不在がちである伯爵様の代理を立派に務め上げていらっしゃるではありませんか。お父様は、ザカリー様は剣の腕だけでなく商才もおありになると感心しきりですわ。ですが……」

　言葉を切ったピンクブロンドは、頬をぽっと赤らめて上目遣いでザカリーを見つめた。

「私はやはり、ザカリー様は騎士のお姿がお似合いだと思います。お父様も……ザカリー様を自分の後任としたいと常々おっしゃっておりますの。次期騎士団長として、侯爵家であるアダムズ家に婿入りして支えてくださったらどんなに喜ばしいかと」

「それは……」

「以前より申し上げておりますこと、どうか良いお返事をくださいませ」

　動揺したような声を漏らすザカリーに、ここぞとばかりにピンクブロンドが縋りつく。

「アリエラ様との婚約は破棄なさって、ザカリー様。そして、私と婚約してください。私なら、ザカリー様をいついかなる時もお支えいたします」

「サラ嬢」

「これも運命の巡り合わせですわ。きっと私がザカリー様に捧げる想いこそ真実の愛なのだと確信しております」

　息を呑んで見守るアリエラの視線の先、ザカリーの手がしばしさまよい――そっと細い肩を抱いた。

「感謝いたします。前向きに考えさせてください」

（ザカリー……！）

　したたかに頭を殴られたかのような衝撃を感じて、視界がぐらりと揺れる。

（なんてこと。つまり、このままでは……わたくしが婚約破棄、される？）

「嬉しい、ザカリー様……！　詳しい話はお父様を交えていたしましょうね」

「ええ。……冷えてきましたね。そろそろ会場に戻りましょう、お送りいたします」

　ふたりが去っていくまで、アリエラは呆然自失の体で動けずにいた。

　震える手から扇子が滑り落ちたけれど、拾い上げる余裕もない。怒りとも焦燥ともつかない感情が入り乱れて、頭の中はごちゃ混ぜ状態だ。

（このわたくしが婚約破棄をされるなんて。ザカリーから婚約破棄だなんて……そんなの、認められるわけがない）

「駄目よ……駄目。なんとかしないと！」

　半ば呆然としたまま手すりをこぶしで殴った拍子に、不安定な姿勢をとっていた身体がぐらりとバランスを崩す。

「あっ……！」

　バルコニーから投げ出されそうになって、思わずぎゅっと目を閉じた瞬間――伸びてきた腕に身体を抱き寄せられ、柔らかな感覚に包まれる。

「大丈夫ですか？」

　涼やかな声とともに、月下香げっかこうの香りが鼻をくすぐる。目を開けたアリエラは思わず息を呑んだ。

　アリエラを抱きとめていたのは、絵画から抜け出てきたかの如く幻想的な美貌の男性だった。緩く結ばれた長い銀髪は月明かりに溶け込むようで、物憂げな陰を落とす睫毛の下にはターコイズ色の瞳がきらめいている。女性と見まごうほど繊細な美しさを湛えた顔立ちだが、密着した胸から布越しに伝わってくる硬い感触は確かに男性のものだった。

（誰……？）

　人並み以上に整っていると自負する自分の顔や、『騎士の中の騎士』たるザカリーの整った見目を見慣れたアリエラでさえ思わず目を奪われてしまう。見惚みとれていると、ふと視線が合った。

　アリエラを映したターコイズの瞳がハッとしたように見開かれ、みるみるうちに蕩けたように熱を帯びる。

「……これは。僕は夜と美を司ると言われる女神ディアーナをこの手にとらえてしまったのでしょうか？」

　うっとりと囁く声すら甘みを帯びている。アリエラは扇子を広げ――ようとしたが手元にないことに気づき、仕方なく咳払いでごまかした。

「お上手だこと。ところで、下ろしてくださる？」

「もう飛ばないと約束してくれるのであれば」

　さらりと言った男性はアリエラをそっと下ろすと、転がっていた扇子を拾い上げた。壊れていないか確かめるように一度広げてしげしげと眺め、にこりと微笑んで閉じる。

「……こちらもレディのものでしょうか？」

　片膝をつき、まるで宝物を扱うように恭しく扇子を差し出す。アリエラは扇子を受け取ると、さっと顔の前に広げた。

「どうもありがとう、助かったわ」

「いえ。むしろ、麗しきレディの危機を救う機会に恵まれた幸運を神に感謝しています」

　男性は立ち上がると胸に手を当てて片足を引き、正式な貴族礼を取ってみせる。ともすれば滑稽にも見えるほど大仰な仕草であるのに、しなやかで流れるような動きは恐ろしく絵になっていた。

「夜に咲く大輪の薔薇の君……無粋な質問と存じておりますが、パートナーも連れずにここでひとり、何をなさっていたのか伺っても？」

「……答える必要があるかしら」

「お気に障りましたら謝罪いたします。あなたの瞳に憂いが満ちているように思えましたので。叶うならば僕の手で、その憂いを晴らして差し上げたい、とも」

　さり気ない仕草で男性がアリエラに身を寄せ、声を低めて囁いた。

「月明りを浴びるあなたを見た瞬間、恋に落ちたと言ったら……信じてくださいますか？」

　類いまれな美貌の男性から注がれる熱く切なげなまなざしを、アリエラは扇子の影から冷ややかに見返した。

（空々そらぞらしいこと）

　――人は衝撃を受けている時に全く別の衝撃を受けると、相殺されて冷静になるものである。『婚約破棄される』という衝撃を受けていたアリエラは『唐突に現れた規格外の美形』という別の衝撃を受けることで冷静さを取り戻していた。そのため、美貌の男性が愛を囁き出す前にさっとアリエラの全身に値踏みするような視線を走らせたことにも気づいていたし、扇子を広げていた時に「真珠貝とシルクか……」と呟いた声もしっかり耳に入れていた。

（この男が一目惚れしたのはわたくしの財力に対してだわ。見る目だけはあるようね）

　アリエラの父親であるクロムウェル伯爵は金融業で莫大な財を成しており、大規模な商団をいくつも保有している。その豊富な資金力と影響力は大貴族をもしのぐと言われており、近々陞爵しょうしゃくがあるとの噂も囁かれていた。一人娘であるアリエラは父親の有り余る愛と財力を注がれ、身につけているものは最新流行の一級品ばかりである。

（夜会服は今の流行を押さえている。けれど生地は安物だしサイズが合っていないから借り物かしら。先ほどの板についた貴族礼といい、高位貴族の出であることは間違いなさそうだけど……こんなに目立つ方なんていたかしら）

「レディ？」

　扇子を広げたまま頭の中で貴族年鑑をめくっていたアリエラに、男性が小首をかしげる。

「失礼しました。あまりに心地よい社交辞令に聞き惚れておりましたわ」

「社交辞令など、滅相もない」

　アリエラの言葉に男性は目を見開き首を振る。また月下香の香りが鼻腔をくすぐった。

「礼節を守るならばむしろ沈黙を選ぶでしょう。ですが、突然落ちてしまった恋の前に人はどこまでも愚かになるものですよ」

　白皙はくせきの頬をほんのりと染め、男性はアリエラにそっと身体を傾ける。

「愛おしい私の女神。一目であなたへの恋に落ちた男を哀れとお思いならば、どうかお名前だけでもお聞かせください」

「人に名を尋ねる時はまずご自分から名乗るものではないかしら」

「これは失礼を。僕はエセルバート……エセルバート・ボールドウィンと申します」

（エセルバート・ボールドウィンですって？）

　アリエラは扇子の後ろでハッとした。男性――エセルバートの名に聞き覚えがあったからである。

（確か、お父様が曰く付きの放蕩貴族だと言っていた方ね。女性にだらしないからよくよく気をつけて近づかないようにと言われていたけど……）

「レディ？」

「……失礼いたしました。ボールドウィンといえば公爵家の家名でしたわよね。ですが、エセルバート様のお名前は存じ上げなくて」

　アリエラの言葉にエセルバートはどこか愁いを帯びた顔で微笑んだ。

「レディに誠実を尽くしたいがため名乗りましたが、故あって実家とは距離を置いております。僕は三男ですので……お察しください」

（いかにも訳あり風に匂わせてるけど、放蕩が過ぎて叩き出されただけでしょ）

「ええ、分かりましたわ。わたくしはアリエラと申します」

　内心呆れながらもあえて姓は名乗らず名のみを告げると、エセルバートは心得顔こころえがおで頷くとさらりと銀髪をかきあげた。

「アリエラ嬢……ご存じですか？　王宮にはいくつか休憩室が用意されているのです。人目につかぬところで、より親密な語らいをするにはうってつけですね」

　熱を込めて贈られた流し目に思わずどきりとしてしまい、アリエラは俯いてぱたぱたと扇子を動かした。

（今のって、そういう意味よね……いろいろ知っていてよかったわ。って、別に知らなくても他の男性に靡いたりしないけど。だって、わたくしにはザカリーが……）

　脳裏に寄り添うふたりの姿がよぎり、忘れかけていた怒りが蘇る。

（そうよ、浮気をするなんて恥知らずの行いだわ！　最低よ！　しかもこのわたくしが婚約破棄されるなんて。それだけは絶対に許せない、それだけは……！）

「ああ、なんて可愛らしい方だ」

　俯いたまま怒りに震えているアリエラを照れていると勘違いしたのか、エセルバートはますます熱のこもった声音で囁き始めた。

「麗しき女神に信奉者がいないとは到底思えません。ですが今、あなたのもっとも傍に寄り添うのはこの僕だけ。これを運命の巡り合わせと言わずしてなんというのでしょう」

（何が運命の巡り合わせよ！）

　腹立たしいワードに怒りが最高潮に達した瞬間――落雷のごとくある考えが閃き、アリエラはハッと目を見開いた。

「運命……」

「ええ、これは運命です」

　アリエラの同意を得たとばかりに、エセルバートが思い入れたっぷりに頷く。

「女神の紡いだ運命のまま、ふたりだけの秘密を作りましょう。ひとときだけでもあなたと真実の愛を分け合えるなら、何を捧げても悔いはない」

（真実の愛ね。何かの決まり文句なのかしら？）

　伸びてきた手が肩を抱く――ところをさっとすり抜けると、アリエラはターコイズの瞳を覗き込んだ。

「……では、あなたはわたくしに何を捧げてくださいますの？」

　瞬またたいたエセルバートが、すぐに甘い微笑みを浮かべる。

「もちろん、僕に捧げられるものならばいかなるものでも……愛しいアリエラ」

「あなた自身であっても？」

「それこそ僕の望むところです、マイ・レディ」

　アリエラの言葉にターコイズの瞳が喜色きしょくに染まる。その瞳を見返しながら、アリエラはひとつの覚悟を心に決めた。

　――まさしく、この出会いはエセルバートの言うとおり運命なのだろう。ならば掴まない道理はない。

「そう。では、ついてきて」

　アリエラはひとつ頷くと踵を返して歩き出した。その後ろからエセルバートが魅惑的な笑みを浮かべ続く。

「ご案内ならばお任せください。休憩室はこちらで」

「いいえ、こっちに行くのよ」

　エスコートのために伸ばされた腕を抱え込んで進む先は、まさに宴たけなわの大ホールだ。一瞬呆気にとられたような顔になったエセルバートが、引きずられかけながら慌ててアリエラに追いすがる。

「あ、アリエラ嬢？　そちらはホールですが……ダンスの時間はもう終わっていますよ」

「いいから黙ってついてきなさい」

「え、いや、でも、人目が……アリエラ嬢、ちょっと！」

　困惑しきった声を上げるエセルバートを引き連れたアリエラが大ホールに乗り込んだ時、ちょうどホールの中心では騎士団の重鎮たちが歓談を繰り広げていた。

「ザカリー！」

　大声で呼ぶと、中心にいたザカリーが振り返った。アリエラと腕を組むエセルバートの姿を認め、訝しげに眉をひそめる。

「アリエラ？　その方はいったい……」

「ごめんあそばせ、ザカリー。婚約者であるあなたには申し訳ないのだけれど、わたくし真実の愛に出会いましたの！」

　アリエラの声が響き渡り、大ホールを満たしていたざわめきがぴたりと静まり返る。

「ご紹介しますわ、エセルバート・ボールドウィン様よ！　ボールドウィン公爵家の方でいらっしゃってよ」

　高らかに紹介されたエセルバートはさっと青ざめてアリエラとザカリーを交互に見やる。

「ア、アリエラ嬢、家名はっ、というか、婚約者がいらっしゃったんですか!?」

「この方とわたくしが出会ったのは運命だわ！　エセルバート様の腕に強く抱きしめられた瞬間、わたくしの胸がこれまでにないほど熱く高鳴ったの！」

「抱きしめ……違う、それは……」

　エセルバートは混乱の極みだ。好奇の視線が降り注ぐなか、アリエラはザカリーの背後に寄り添うピンクブロンドの令嬢を見てとった。不安げな顔でザカリーにすがっている。

（見ていなさい、思うとおりにはさせないから。このわたくしと婚約破棄するですって？）

　ザカリーが一歩前に出る。微笑みはすっかり影を潜め、眉間には深く皺が刻まれている。

「アリエラ。一体どういうつもりなんだ」

「ですから――」

　呆然自失のエセルバートをぐっと引き寄せ、アリエラは胸を逸らして言い放った。

「ザカリー・ミラー！　あなたとの婚約、破棄させていただくわ！」

（婚約破棄するなら――当然、わたくしからよ！）
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「お嬢様、ただいまエセルバート・ボールドウィン様が屋敷に到着されました」

　侍女からそう告げられた時、アリエラは懇意の商人が持ってきたドレスを応接室にずらりと並べてあれこれ吟味している真っ最中だった。

「あらそう。さっそくここへ連れてくるよう伝えて、アン」

「かしこまりました」

　恭うやうやしく頷いた侍女が去ってしばらくすると、ためらいがちにドアがノックされる。

「どうぞ」

「申し訳ありません、クロムウェル伯爵閣下！」

　ドアが開いた瞬間、転がるように飛び込んできた人物はそのまま絨毯に額をこすりつけてひれ伏した。顔をあげたアリエラは眉をひそめ、控えていた商人は目を丸くする。

「誓ってクロムウェル家のお嬢様とは知らず！　婚約者様との仲を引き裂こうなどというつもりは一切ございませんでした！　どうかお許しを！」

「落ち着いて、エセルバート様」

「お嬢様を抱きしめたというのも誤解です！　バルコニーから落ちそうになっていらしたところをお助けしただけで、不埒な想いなど一切なく！」

「ちょっと、エセルバート様ったら」

「僕とお嬢様との間には何もないんです！　ご慈悲を、どうかご慈悲を――」

「……」

　アリエラは色とりどりのドレスに視線を戻した。

「コネリー、一番、三番、それと七番がいいと思うわ。流行りのデザインね」

「さすが、お目が高い」

「それと、七番はもっとレースをたっぷり使った方が映えるわ」

「さっそく作り直させていただきます」

　商人とやりとりしていると、潰れたカエルのようにひれ伏していたエセルバートがそろりと顔を上げた。

「お父様ならここにはいなくてよ」

「……へ？」

「遠方に商談に出ているの。お帰りは半年後。会いたかった？」

「い、いえ！」

　あからさまにほっとして立ち上がったエセルバートはずいぶんとくたびれていた。銀髪はくしゃくしゃ、身につけているシャツとズボンも薄汚れていて夜会の時の幻想的な雰囲気はどこにもない。ろくに食べていないのかげっそりとやつれてひどい顔色だが、それが逆に退廃的な魅力を醸し出していた。

「ではこれで手配をお願いね、コネリー」

「かしこまりました、アリエラ様」

　恭しく頭を下げた商人はちらちらと興味深げな視線をエセルバートに送りつつ退出していく。入れ違いに入ってきたメイドたちがドレスを片付け、手際よくお茶の支度を整え、良い香りを漂わせるカップをアリエラとエセルバートの前に置いた。

「お待たせいたしました。どうぞお座りになって」

「ご機嫌麗しく、アリエラ嬢。月の光に照らされたあなたは女神のようでしたが、こうして昼にお目にかかるあなたは女王のごとく眩くていらっしゃる」

　テーブルを挟んでアリエラの向かいに腰かけたエセルバートは、先ほどの醜態がなかったことのようにすまし顔だ。

（さすが、いい神経してるわね。そうでなくちゃ）

　これなら、『計画』にふさわしいと言えるだろう。内心にんまりとしているアリエラに、エセルバートは物憂げな表情を作りながら訴えかけてきた。

「先日の夜会では、僕の迂闊な発言のせいで婚約者の方とちょっとした行き違いが生まれてしまったようで……誤解とはいえ、大変心苦しく思っております」

「だから、騒ぎに紛れてこっそり会場から姿をくらましたのかしら」

　アリエラの宣言後、夜会はそれなりの騒ぎになった。令嬢たちはワガママ令嬢がついに越えてはならぬ一線を越えたと色めき立ち、紳士淑女は仮にも王宮の夜会で不謹慎極まりないと眉をひそめながらも興味津々で意見を交わし合う。まるで歌劇のような一幕に皆が浮足立っている隙に、いつの間にやら当事者のひとりであるはずのエセルバートの姿は影も形もなくなっていた。クロムウェル家お抱えの騎士たちの捜索により捕獲されたのは、夜会から一週間たった今日である。

「うまく逃げ出したものね。感心してよ」

「に、逃げ出したなど。僕がいては誤解が深まるばかりと思いましたので……もちろん、あのような戯れ言でお二人の固い絆にひびが入ることなどありえないでしょうが」

「戯れ言？　いいえ、宣言通りザカリーとの婚約は破棄するわ」

　きっぱりと言い切ったアリエラに、エセルバートの顔色が悪くなる。

「どうかやけにならず、アリエラ嬢。あなたの婚約者は『騎士の中の騎士』と呼ばれているお方でしょう。あの程度、笑って流してくださいますよ！」

「あの後ザカリーは『アリエラがその気なら自分もよく考えさせてもらう』と言って帰ってしまったの。それ以来、音沙汰はないわね」

「それはきっとこちらからの行動を待っていらっしゃるんですよ！　ここはひとつ、素直に謝りましょう！　大丈夫、きっと許してくださいます！　何なら僕も一緒に謝罪……あ、いや、またこじれてしまいますから僕はいない方がいいでしょうね？」

　何とか笑顔を崩さないまま、エセルバートはそわそわと立ち上がった。

「レディ、あなたを幸せにできるのはミラー卿ただひとりです。どうかお幸せに――」

「そんなに怯えなくとも、ザカリーが決闘を申し込んでくることはないわよ」

　ひゅっ、とエセルバートが息を呑む。

「それを恐れて一週間逃げ回っていたんでしょう？　お疲れ様」

「そんな、逃げるなんて！　僕はその……本当に決闘はないんですか？」

　エセルバートはあからさまにほっとしつつも、信じきれない顔でアリエラを見つめた。

「ええ。ザカリーは浮気していたの」

「浮気？　ザカリー卿が？」

「浮気ではないのかしら、わたくしとの婚約は破棄するつもりだったようだし」

　アリエラは優雅な手つきで紅茶のカップを口元に運び、一口飲んで喉を潤した。

「わたくしがバルコニーで何をしていたのか知りたがっていたわね。あの時わたくし、ザカリーが浮気相手と婚約破棄について話していたのを偶然聞いてしまったのよ」

「は……」

　エセルバートの絶句した顔を見ながら続ける。

「わたくしとの婚約を破棄して、浮気相手と新たに婚約を結ぶんですって。あら、向こうに乗り換えるのだから浮気ではなくて本気なのかしら？」

「どちらかというと二股かと……ああいや、心から愛する婚約者のそんな場面に出くわしてしまうなどさぞ衝撃的だったことでしょう」

「そうね、ショックだったわ。このわたくしがまさか婚約破棄されそうになっていたなんて……屈辱と怒りでどうにかなりそうだった」

「く、屈辱ですか？　恋人に裏切られた悲しみとかでなく？」

　面食らった顔のエセルバートに、アリエラは輝くばかりの笑顔を向ける。

「あなたが現れてくれたおかげで、向こうがあれこれ言ってくる前にこちらから婚約破棄を突きつけることができてよ。本当に気分爽快だったわ」

「気分爽快……」

　エセルバートは何かを押し殺したような沈黙の後、かろうじて微笑みを浮かべた。

「あー……その、レディのお役に立てたようで誠に光栄です。では僕はこれにて……」

「あら、エセルバート様。もう少しわたくしのお話を聞いていった方がよろしくてよ――早急に大金が必要なのでしょう？」

「なっ」

　エセルバートは今度こそぎょっと凍りついた。アリエラはにっこり笑ってみせると、テーブルの端にまとめてあった紙の束を持ち上げてパラパラとめくった。

「先ほど、身辺調査の報告書が届いたところなの。内容に問題がないか確認したいから、あなたもぜひお聞きになって」

「し、身辺調査……僕の、ですか」

「エセルバート・ボールドウィン――優秀な文官を何人も輩出している名門・ボールドウィン公爵家の三男。これはあなたが教えてくれたとおりね」

「え、ええ」

「年齢は二十七。容姿端麗だが自堕落かつ放埓な性格で、謹厳実直きんげんじっちょくを旨とするボールドウィン家とは折り合いが悪く、数年前に決定的な事件を起こして放逐ほうちく処分を受け、以降はほぼ絶縁状態。……家督争いは関係なさそうね」

「そ……それは、その」

「現在は有力貴族のマダム方の間を渡り歩いて享楽的な生活を送っている。が、二週間前にとあるマダムと密会していたところ、夫に踏み込まれてその場で決闘を申し込まれる……あらあら、大変」

「……」

「剣術と格闘がお得意であなたを切り刻みたくて仕方ない夫を相手に、必死の謝罪と交渉の結果、決闘を免れる代わりとして期限内に莫大な慰謝料を支払う条件をだされる。支払期限まではあと三日だそうだけど、用意はできて？」

「……ああ、もう！」

　エセルバートは口をパクパクさせ――大きく舌打ちするとぐしゃりと銀髪をかき混ぜた。ぎりぎり保っていた優雅な仕草をかなぐり捨てるように、ソファへと乱暴に腰を下ろす。

「そうだよ、僕は実家から見放されたろくでなしの放蕩貴族だ。その上、あと三日でとんでもない大金を用意しなきゃ、嫉妬に狂った男に切り刻まれる運命。何一つ間違いない素晴らしく正確な報告書だよ、これで満足か？」

「エセルバート様、言葉が乱れてらしてよ」

「悪いけどこっちが素だ。幻滅なら好きにしてくれ」

　投げやりな態度で手を振ったエセルバートは、そのまま頭を抱えてため息を漏らした。

「くそ……僕はただ、金を持ってそうなお嬢様に取り入って少しでも多く金を引っ張りたかっただけなのに。何もかも、もう終わりだ」

「あら、逆よ。むしろあなたは最後の命綱を掴んだの」

　アリエラはテーブルに手をつくと、ぐっと身を乗り出した。ルビーの瞳をきらめかせ、エセルバートを見つめる。

「あなたの慰謝料はこのわたくしが払ってあげる。その代わり――あなた、わたくしの偽装恋人になりなさい」

「……は？」

　真正面からアリエラの視線を受け止めたエセルバートは、当惑したように瞬いた。

「ええと……ちょっと待ってくれ。どういう意味だ、偽装恋人って」

「言葉通りの意味よ。慰謝料を立て替えるかわりに、当面あなたにはわたくしの恋人として振る舞ってもらうわ」

　きっぱりと告げたアリエラは、座り直すとゆったりと腕を組んだ。

「夜会での一件は今、社交界でずいぶんな噂になっているの。おかげでわたくしからザカリーを振ってやったことが大々的に広まったのはいいのだけれど、注目も集めていてね」

　ふう、と悩ましげにため息を漏らす。

「お父様の承諾が得られないと正式な婚約破棄とならないし、それまであなたを傍に置いていないと、あの時の宣言が茶番だったのではないか、なんてあらぬ噂を立てられてしまうでしょう」

「いや、実際あれは茶番で……」

「だから、きちんと婚約が破棄されるまであなたには対外的にわたくしの恋人として振る舞ってもらうわ。周りが納得するほど献身的で情熱溢れる恋人としてね」

　アリエラの言葉に、エセルバートは眉をひそめてため息をついた。

「騎士様がやったように、人前で見せつけるようにあなたに尽くしてみせろと？」

「その通りよ。ご不満？」

「ご不満も何も、僕は役者じゃないんでね。……ああ、いや」

　呆れたように言ったエセルバートが、ふいに何かに気づいたように甘い微笑みを浮かべて手を差し伸べる。

「あなたの傷ついた心を慰めることならできると思うよ。お姫様のお望みのままに、何もかも忘れさせてあげようか」

「結構よ」

　アリエラは伸ばされた手をそっけなく払い落とした。

「あなたに望むのはあくまでも対外的に恋人のように振る舞うことだけ。軽薄な男は好みじゃないから間違っても変な気は起こさないでちょうだい」

　ぴしゃりと言われて、エセルバートが憮然とした表情を浮かべる。

「僕だってプライドの高すぎる女性はごめんだね」

「お互い好みではないということでますます好都合だわ。それで、受けるの？」

　エセルバートは不機嫌さを隠そうともせずに肩をすくめると立ち上がった。

「恋愛ごっこの小芝居に付き合うなんて御免こうむるよ。僕もこう見えて暇じゃないんでね、それじゃ失礼――」

「そうね、あなたはこれから忙しいものね？　そういえばさっき、とある方から手紙が届いたの。三日後にエセルバート・ボールドウィン卿と決闘を行う予定があるから、ぜひ居場所を知りたいそうよ」

　ドアへと向かいかけていたエセルバートは素早く回れ右をし、片膝をついてアリエラへと手を差し伸べた。

「あなたのような麗しくも慈悲深い淑女を裏切るなんてとんでもない話だ。お姫様の名誉を守るため力を貸せることを光栄に思うよ、アリエラ嬢」

「契約成立ね。正式な契約書も用意してあるから読んでサインをちょうだい」

　あらかじめ用意しておいた契約書を、エセルバートは驚きと呆れが入り混じったような顔で受け取った。

「契約書……そこまでやるのか」

「こういうことはきちんとしないと。項目の中で疑問点や変更希望箇所があったら言ってちょうだい」

　アリエラは立ち上がり鈴を鳴らした。間を置かずに侍女が現れて頭を下げる。

「お呼びでしょうか、お嬢様」

「アン。エセルバート・ボールドウィン卿がしばらく滞在されることになったわ。部屋を用意してちょうだい。それと食事も」

「かしこまりました」

　返事をした侍女はちらりとエセルバートを見やった。

「当面の着替えと、お風呂の用意もさせていだたきますわね」

「さすがアンね。ありがとう、よろしく」

「お任せください、お嬢様」

　にこやかに一礼して出ていった侍女を見送り、エセルバートは肩をすくめた。

「至れり尽くせりで痛み入るね」

「わたくしの恋人ですもの、それ相応の扱いはさせていただいてよ。これからしばらくよろしくね、エセルバート様」

　改めてエセルバートを眺めたアリエラは、ふと眉をしかめた。

「ところで、食事の前にお風呂に入ってきてくださるかしら？」
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（なんだか、思っていたのと違うわね）

　走る馬車の中から外を眺めながら、アリエラはそんなことを考えていた。

　偽装恋人の契約を結んで一か月ほどが過ぎていた。その間、アリエラは毎日のようにエセルバートを同伴してあちこちの集まりに顔を出していた。今日も、馬車で向かっているのは現在大評判の演目を上演中の歌劇場だ。できるだけ人の多いところで「仲の良い恋人」を見せつけるためである。

（おしゃべりな人が集まるところを狙って外出を重ねたおかげで、今やわたくしたちの仲は随分と噂になっているようだけれど……）

「何か窓の外に気になるものでも？」

　声をかけられて視線を馬車の中に戻せば、目の前の人物と目が合う。

　寛いだ様子で椅子に座るエセルバートは、屋敷に来た時のボロボロの格好とは打って変わった気品あふれるたたずまいだった。緩くまとめた銀髪はすっかり輝きを取り戻し、高級な生地でエセルバートの身体にぴったり合うように仕立てられた濃いチョコレート色のスーツをすっきりと着こなしている。ハンカチーフにはアリエラの髪色であるバーミリオン、カフスボタンには瞳の色と同じルビーがあしらわれていた。

　全てアリエラのポケットマネーで購ったものだが、選んだのは本人である。繊細な美貌を最大限に際立たせる装いは、はっと目を惹く華やかさと落ち着いた気品を兼ね備えたものだった。今夜のアリエラのドレスとも調和しているところも抜かりがない。

（放逐されたとはいえ、さすがは公爵家の血筋ということかしら）

　アリエラは感心しながらエセルバートを眺めた。

「あなたってセンスがあるのね。その服装、よく似合っていてよ」

「ありがとう。他ならぬあなたにそう言われると、天にも昇る心地だよ」

　にっこりと微笑んだエセルバートはまるでおとぎ話から抜け出してきた貴公子のような魅力を放っている。

（つくづく綺麗な顔ね。マダムたちの間を渡り歩くことで十分な生活を送っていた……というのも伊達だてではないみたい）

「僕のお姫様、今日のあなたはまるで女神がお忍びで地上に降りてきたかのようだね。日を追うごとに美しさが増しているのは、きっと僕の気のせいではないと思うのだけど」

「それ、ふたりきりの時にまで言う必要はあるのかしら」

　呆れながら言うと、エセルバートは意味ありげな微笑みを浮かべた。

「雰囲気作りだよ、お嬢様。恋人同士の甘い空気を作ろうとしているのさ」

「甘い空気ねえ」

「もっと手っ取り早い方法もあるんだけど、そちらの方がお望みかな」

　ターコイズの瞳がアリエラを映し、ふと熱を帯びる。甘やかな視線を注ぎながらエセルバートが座席から身体を浮かしてアリエラへと手を差し伸べた。

「ちょっと……」

　しなやかな手がアリエラの髪をひと掬い持ち上げる。そのままエセルバートの唇がバーミリオンの髪に触れようと――したところで、アリエラの扇子が不埒な手を叩き落とした。

「いてっ」

「契約違反よ。過度の触れ合いは禁止」

「髪も駄目なのか？」

　手を擦りながらエセルバートが身体を戻す。

「役者じゃないんだから、はいスタート、でいきなり恋人役なんか演じられないだろ。むしろあなたのためにやっているんだけどな」

「お気遣いだけ、いただいておくわ」

　つんと澄まして答えながら、アリエラは広げた扇子の裏で息を吐いた。

　契約を結ぶ際には渋っていたエセルバートだったが、意外にも従順に――むしろ積極的ともいえる態度で、言われるがままの場所に出向いてはアリエラをエスコートしていた。人前ではつねに蕩けるような微笑みを浮かべて熱っぽくアリエラを見つめ、隙あらば甘い台詞を囁くせいで、すっかり『情熱的で熱烈な恋人』として認知されつつある。

　とはいえ恋人関係はあくまでも『偽装』であり、必要以上の触れ合いを求める気はないし、向こうにも許すつもりはない。契約書にも「不埒な行い、もしくは過度の接触は禁止」と盛り込んであるのは、自堕落で享楽的だと噂のエセルバートがいわゆる『色仕掛け』で迫ってくることを警戒してのことだったのだが――。

　案に相違して、社交の場でエスコートをしている時やダンスを踊っている時でさえ、エセルバートはほとんどアリエラに触れることなく、驚くほど見事に親密に触れ合っているように見せかけてみせた。先ほどのようにたわむれに距離を詰めてくることもあったけれど、アリエラが少しでも拒絶したり眉をひそめたりするとあっという間に甘い雰囲気を拭い去ってしまう。

　今も、ふたりきりの馬車の中だというのにごく自然に隣ではなく向かいに腰掛けているエセルバートを眺め、アリエラは思わず「やっぱり思っていたのと違うわ」と呟いた。

「何かお気に召さないことでも、レディ？」

「別に気に入らないわけではないけれど……あなたって思っていたより真面目なのね」

「……真面目」

　エセルバートがあまりにぽかんとした顔になったため、アリエラは扇子の裏でこみ上げてきた笑いを呑み込んだ。

（さっきの艶めかしい雰囲気を纏っていた人とは別人みたい。なんだか憎めない人ね）

　こういう姿にマダムたちは心を奪われるのか、などと考えていると、気を取り直したらしいエセルバートが咳払いする。

「そういう評価を受けたのは生まれて初めてだ。僕のどんなところが真面目だって？」

「そうね……あちこち連れまわされて見世物にされることに対して、もっと不服そうな態度を見せるかと思ってたのに、意外と熱心に取り組んでくれるところかしら」

「好きで熱心ってわけじゃないけどな。本音を言えばずいぶん馬鹿馬鹿しいことやらされてるって思ってるよ」

「本音は言わなくて結構よ」

「失礼。だがまあ……考えてみたら、今の状況はそう悪くはないと思ってね」

　ゆったりと背もたれに寄りかかったエセルバートは、へらりと軽薄な笑みを浮かべた。

「クロムウェル家にお世話になっているおかげで衣食住の心配はしなくていいし、元々社交は得意だ。それに着飾るのもね」

　先ほどアリエラの髪を掬い上げた指が、スーツの生地をうっとりと撫でる。

「何より間一髪で決闘を免れた。例の貴族様は、とにかく顔をズタズタに切り刻んでやるとたいそう息巻いていたからな」

「あら、では万が一の時も命は助かるはずだったのね」

「勘弁してくれよ。顔に傷をつけられるなんて想像もしたくない」

　げんなりしたような表情を浮かべたエセルバートがぼそりと「それに、考えてみたらこの手の役回りは慣れてるし」と呟いた言葉が耳に引っかかった。

「この手のって……どういうこと？」

　小首をかしげるアリエラにエセルバートは苦笑した。

「あー……つまり、パートナーが浮気性だったり、不用意に誤解を生むような行動をとったりすると、こんな人と結ばれるなんてまっぴら！　って思う女性は案外多いってこと」

「それは当然ね」

「で、そういう時に女性は大抵、他の男を傍において相手を煽るんだ。すると、危機感を覚えた男は慌てて愛しの彼女に跪いて愛を乞う、というわけ」

「……まあ」

　エセルバートの細く長い指がとんとん、とチョコレート色のスーツを叩いてみせる。

「僕はそういう役回りにおいてかなり効果的なカードだという自負はあるよ。この顔に公爵家という出自だからね」

　おどけたような口調だったけれど、アリエラはむっと口を引き結んだ。

「下劣ね」

　ぽろりと漏らした言葉に、エセルバートが瞬いた。

「なんだって？」

「他の男性に気があるそぶりを見せて相手の気を引くなんて……浅ましいわ。恥ずべき振る舞いよ」

　先ほどまでの和やかな気持ちに代わって、もやもやとした不快感が胸を覆っていく。

「……これは手厳しい」

　エセルバートは眉を下げて、宥めるような表情を浮かべた。

「そう目くじらを立てないで、お姫様。大人の恋愛ともなるとそのくらいの駆け引きはままあるものだ」

「わたくしはそんな真似はしないわ」

　エセルバートはアリエラを見やってちらりと笑みを浮かべた。その微笑みは先ほどまでのものと違って、どこか陰の差したものだった。

「そんなことを言うと、あとで自分の首が締まるかもしれないよ」

　囁かれた言葉の意味を一拍遅れて理解し、アリエラは扇子の裏側からエセルバートを鋭く睨みつけた。

「わたくしがザカリーを取り戻したくてこんなことをしているとおっしゃりたいの？」

　不快感は今やはっきりとした怒りに変わっていた。扇子を持つ手に、知らず知らずのうちに力がこもる。

「言ったはずよ、わたくしはザカリーと別れる。他に心を移した人を追う趣味はないの」

　怒りを込めて言い切り、エセルバートを睨む。穏やかに見返してくるターコイズの瞳の奥には、はっきりと固い壁が感じられた。

「もちろんあなたが本気だということは分かっているさ、今はね。何しろ、契約書まで交わすくらいだ。裏切られた悲しみや怒りが心を覆い隠しているだろうとも」

　陰のある微笑みを顔に貼りつけたまま、エセルバートは諭すように言葉を重ねた。

「けれど、ミラー卿があなたの前に跪いた時に彼を許すことは、決して恥ずべき振る舞いじゃないってことは覚えておいてくれ。……ああ、その時はミラー卿が僕に決闘を申し込まないよう、偽装恋人だったってことはあの契約書を見せて言い含めてくれよ」

　腹が立つ。エセルバートの口調も、態度も、微笑みの裏側にある強固な壁にも。

　アリエラは扇子を持つ手に力を込めた。

（わたくしは違う……）

　心の中で呟いた時、馬車が止まった。馬車のドアが開き、エセルバートが立ち上がって降りていく。

「お手をどうぞ、僕の愛しいひと」

　馬車の外で手を差し伸べたエセルバートはいつもの完璧な甘い笑顔を浮かべていて、余計にアリエラの心をざわつかせた。何食わぬ顔を装って手を取り、馬車を降りる。

　歌劇場に入ったところで、エセルバートがふと足を止めて視線を巡らせた。

「すまない、少しだけ席を外しても構わないかな？　あちらに知己を見つけてね」

「……ええ、構わないわ」

「ありがとう。麗しいあなたが僕のいない隙に誰かに攫われるのが不安だから、先に席に行っていてくれ」

　周囲に聞こえるようなやりとりを交わし、エセルバートが去っていく。

　一人になったことにほっとしながら、アリエラはざわめく人混みに紛れるように階段をのぼった。小広間の先にテラスを見つけ、入り口に垂らされているカーテンをめくって外へと滑り出る。夜風を浴びながら手すりにもたれかかると、自然とため息が漏れた。

（わたくし、どうしてあんなに腹が立ったのかしら）

　不快な感情の大半はもちろん、『駆け引き』と称する振る舞いに対するものだ。ザカリーが戻ってきたらすぐにその手を取るのだろうと決めつけられたことにもひどく腹が立った。

　けれど、それ以外にも何か掴みどころのない不快感が胸の中にわだかまっている。

（エセルバート様が自分のことを『効果的なカード』と言った時の……あの顔）

　手の中で扇子を転がしながら、駆け引きの話をしている間のエセルバートの顔を思い浮かべる。べったりと貼り付いた笑みはシニカルな陰を帯びていて、いつも浮かべている蕩けそうな微笑みとは全く違うものだった。

（あれは一体……ああもう、どうしてこんなことを気にしているのかしら）

　いらいらと扇子を広げた時、ふとテラスへ足を踏み入れた人影に気づく。

　つかつかと歩み寄ってアリエラの前で足を止めたのは、シンプルだが高級な仕立てのスーツに身を包んだ大柄な男性貴族だった。傍には夫人であろう女性を伴っている。銀髪を後ろに撫でつけ、鋭いが端正な顔立ちの男性貴族は堂々とした佇まいで、纏っている雰囲気から高位貴族であることは容易に察せられた。

　男性貴族の顔つきはどことなく既視感があり、すぐにひとつの閃きへと結びつく。

（もしかして……）

「クロムウェル家のご令嬢とお見受けするが」

　聞き覚えのある声音よりも一段低く太いその声にほぼ確信を得て、アリエラは扇子を閉じると微笑みを浮かべ、ドレスの裾をつまんで恭しく頭を下げた。

「ええ、アリエラ・クロムウェルでございます。そちらはボールドウィン公爵でございますね」

「ダグラス・ボールドウィンだ。こちらは妻のシャーロット」

　ボールドウィン公爵から一歩下がったところに佇む夫人が淑やかに頭を下げる。

「ご令嬢は近ごろ、我が愚弟と親密と聞いてね」

　ボールドウィン公爵は厳しい表情のまま目を細め、アリエラを見据えた。

「単刀直入に申し上げる。あのどうしようもない恥知らずとは即刻別れたまえ」
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（言い過ぎた……）

　エントランスホールの片隅で壁にもたれ、エセルバートはため息をついた。馬車でのやりとりのせいでアリエラが明らかに機嫌を損ねていることは伝わってきた。どうにも気まずくて適当な言い訳で傍を離れれば、背中越しにもほっとする気配が感じられた。

（プライドの高いお嬢様だということは重々承知していたつもりだったんだが）

　何を言われても笑顔で受け流すつもりだった。それなのに、不用意に漏らしてしまった呟きを拾われてしまい、あれよあれよという間に思ってもみない方向へと会話が転がっていって、アリエラの逆鱗に触れてしまった。

　アリエラは否定していたが、エセルバートからしてみれば彼女の行動は心変わりした婚約者を何とか取り戻そうとしているようにしか見えなかった。だからと言って、そのことを馬鹿正直に指摘してしまったのは今考えても我ながらどうかしている。

（侮辱するなと怒鳴られて馬車から蹴り出されてもおかしくなかった。……ワガママ令嬢ならそうするかと思ったんだが）

　燃えるような怒りを湛えてこちらを睨みつけてきたルビーの瞳が頭をよぎる。馬車を降りてエスコートの手を差し伸べた時は、その手を叩き落とされるか、少なくとも無視されることは覚悟していた。けれど意外なことにアリエラは怒りをぐっと呑み込み、完璧な礼儀正しさを保ってエセルバートの手を取ったのだ。

（……なんだか、思っていたのとは違うな）

　クロムウェル家の『ワガママ令嬢』については、前々からマダムたちの噂話のなかでなんとはなしに聞き知ってはいた。

　曰く、家の力を使って無理やり婚約を結んだ相手を異常なほど束縛している――とか。

　曰く、人前でこれみよがしに婚約者へワガママ放題に振る舞ってみせ、やんわりとたしなめてきた令嬢に思い切り平手打ちして泣かせたうえで高笑いしてみせた――とか。

　曰く、有能な婚約者にあれこれと伯爵家の業務を押しつけてこき使っている――とか。

（まさかその『ワガママ令嬢』があんな風にたったひとりでバルコニーに佇んでいるとは思いもしなかった。……まあ、その後の展開はまさしく『ワガママ令嬢』そのものだったが）

　夜会での一幕は悪夢そのものだった。何とか逃げおおせたかと思ったら屈強な騎士に捕まってクロムウェル家に連行され、素性も魂胆も何もかもバレていたと分かった時にはもうどうにでもなれ、とすら思った。なのにいきなり「恋人役を演じろ」と言われ、意図が分からず混乱したものだ。遠回しに恋人になれという意味なのかと思って誘いをかけてみたら害虫でも見るような目つきできっぱりと拒絶される始末だ。

（プライドの権化ごんげのご令嬢からしてみれば、僕などまさに害虫に見えるのだろうな）

　自嘲気味な笑みを浮かべた時、つん、と肩をつつかれた。

「もしかして、エセルバート？」

「はい、マダム。奇遇です……ね……」

　柔らかな声音と甘い香りに、馴染みのマダムの誰かが来ていたのかと笑顔を作りながら振り向いたエセルバートはそのまま硬直した。

「こんばんは。あなたも来ていらしたのねえ」

　にっこりと微笑んだのはごく最近、エセルバートが懇意にしていた――決闘騒ぎの引き金となったくだんのマダムであった。

「お、お久しぶりです。お元気そうで……」

　背筋に冷たいものを感じながら、思わずきょろきょろと辺りを見回してしまう。

「あら、心配しなくていいのよ。夫は来てないから。それより、あなたに会えてよかったわ。渡したいものがあったの」

　エセルバートの焦りをよそに、マダムは古ぼけた手帳を差し出してきた。

「あっ、それは……」

「ああ、やっぱりあなたの忘れ物？　ゴミかと思ったけれど、捨てないでよかったわ」

　内心でため息をつきながら、差し出された手帳を仕舞いこむ。

「ありがとうございます、マダム。しかし、僕に声をかけるのはまずいのでは」

「あら、夫との決闘はお金を払って解決したじゃない。……それにしても、まさか決闘を申し込むだなんてねえ、あの人ったら」

　マダムはまんざらでもないと言った顔つきで、艶めかしく笑った。

「それだけ愛されておいでだということですよ、マダム。それでは……」

「あら、ちょっと待って」

　踵を返そうとしたエセルバートを、マダムの指がスーツをつまんで引き止めた。

「風の噂で、あなたがクロムウェル家のお嬢様の新しい恋人だと聞いたのだけれど……もしかして今、クロムウェル家にいるの？」

（なるほど、声をかけてきた目的はそれか）

　内心で納得しつつ、エセルバートは穏やかな笑みを保って頷いた。

「ええ、お世話になっています」

「まあ、なんてこと！　あのご令嬢は『ワガママ令嬢』として有名なのよ。心配だわ、エセルバート。辛い目に遭っているんじゃない？」

　声を潜めて尋ねてくるマダムは、ゴシップへの期待に目を輝かせている。

　さて、自分は今、辛い目に遭っているのだろうか。

　エセルバートはこみ上げてきた笑いをかみ殺した。

（いいえ、まったく――なんて正直に答えたら、マダムはさぞがっかりするだろう）

　まず、屋敷の居心地が抜群に良い。

　広い屋敷の設備はすべて王宮もかくやという高級品で統一され、使用人たちもよく躾けられていて万事に気が利く。クロムウェル家での滞在は、ことによると実家であるボールドウィン公爵家よりも快適だと感じることすらある。

　恐れていたアリエラについてはさっそく翌日に呼び出され、どんなワガママを聞かされるのかと憂鬱な気分で出向けば、応接間で待ち構えていたのは見覚えのある商人だった。

「君は確か、昨日アリエラ嬢とともにいた……」

「ご記憶いただいておりましたとは光栄です、ボールドウィン様。私はコネリーと申します。お嬢様より、ボールドウィン様のお好みに合わせた夜会服、外出服を何着か仕立てるようにと申し使っております。お召し物に合わせた小物などもお申し付けくださればお望みの品をご用意させていただきますよ」

　採寸されながらあれこれと好みや要望を尋ねられ、半ばやけくそで好き放題に注文したら、後日仕立て上がった服と共にすべて要望通りのものが届いた時には唖然とした。

（いったい僕のためにどれだけ使ったんだか。いや、正確には僕のためではなく自分のプライドのためなんだが……何にせよ、さすがは国一番の資産家の娘だな）

　その後は基本的に好きに過ごしていいと言われ、実際に外出の予定がある時以外は放置されていた。それとなく様子を見に行くとアリエラは大抵忙しくしていた――といっても出入りの商人を呼んでドレスをあれこれ選んでいたり、アクセサリーを吟味していたりともっぱら遊興に明け暮れているようだったので、早々に退散したものだ。

（机に向かって書き物をしていることもあったが……あれは夜会や茶会の返事でも書いていたのかな。しょっちゅう手紙も届いているようだし、案外付き合いも広そうだ）

　ではお茶会や夜会などで『ワガママ令嬢』が炸裂するのかと身構えていたが、そんなこともない。ごく常識的な振る舞いは高位貴族の令嬢に相応しく優雅できちんとマナーに則のっとっており、理不尽な要望や高圧的な物言いをぶつけられることもなかった。

（嫌味や皮肉を言ってくる相手には苛烈に言い返しているが、あくまでも理性的に見える。平手打ちというのもどこまで真実か……ワガママ令嬢というイメージにはどうもそぐわないな）

　そこまで考えたところでふと自身の手に視線が行く。

（そういえば僕はよく扇子で叩かれているな。まあ、ちょっかいをかけた時のみだし、大して痛くもないけれど。むしろ毛を逆立てた猫のような反応が、存外かわ――）

「エセルバート？」

　いぶかしげな声にハッと顔を上げると、マダムが眉をひそめてこちらを覗き込んでいる。

「ぼうっとしてしまって……やはり辛い目に遭わされているのね」

「……そんなことはありませんよ、マダム」

　エセルバートはゆるりと首を振った。

「アリエラ嬢にはよくしてもらっています。慰謝料を立て替えてもらったり、ね」

「まあ、フフ。あなたの方が一枚上手ということかしら」

　くすくすと笑ったマダムは「けれど、彼女の振る舞いはいかがなものかしらね」と声を更にひそめて続けた。

「この前の夜会であの方、皆様の前でミラー卿に婚約破棄を突きつけたでしょう？　それからあなたをあちこち連れ歩いているものだから、陰でかなりの顰蹙を買っているのよ」

「……顰蹙、ですか」

　どきりとしたが、同時に「だろうな」という思いもよぎる。

　婚約破棄を突きつけた挙句に新恋人をこれ見よがしに連れ歩くなど顰蹙を買って当然だろう、とは薄々思っていた。

（アリエラ嬢は決して愚鈍ではないようだが、プライドが周りを見えなくしているのだろうな。大丈夫だろうか？）

　密かに冷や汗を流すエセルバートをよそに、マダムは悲しげに眉をしかめる。

「騎士団の方に聞いたのだけれど、婚約者だったミラー卿はたいそう意気消沈なさっているそうよ。『騎士の中の騎士』と言われるほど誠実なのだもの、きっとどんな扱いを受けたとしてもアリエラ様を愛していたのね」

「本当ですか？　それはそれは……」

　神妙な顔をしながらも、エセルバートはほっと胸を撫で下ろした。

（その騎士様はアリエラ嬢の話によると浮気をしていて、乗り換える気満々だったらしいが……案外、何かの行き違いなのかもな）

「ねえ、どうするのエセルバート。今度はミラー卿に決闘を申し込まれてしまうかもよ」

（冗談じゃない、相手は精鋭揃いの近衛騎士団で団長補佐を務める男だぞ。いざ決闘となったら秒で胴と首がおさらばしてしまう）

　夜会で引っ張り出された時にはすっかり動転していたが、ザカリー・ミラーの顔だけは脳裏に焼き付いている。冷たく光る黒目を思い出してぞくりとしながらも、悪戯っぽい顔をしたマダムに曖昧に微笑んだ。

「真に誠実な者のみが捧げられる愛とは違い、僕が紡ぐことのできる恋は儚い夢のようなものです。マダムのご夫君が愛を捧げてマダムをその手に取り戻したように、ミラー卿がアリエラ嬢の愛を取り戻すのであれば、僕は同じように去るのみですよ」

　エセルバートの答えに、マダムはころころと笑った。

「あなたらしいわね！　逃げる場所に困ったらいつでもうちにいらっしゃいな」

「まことにありがたいお申し出ですが、僕は二度も慰謝料は払えませんよ」

　にこやかに応えながら、エセルバートは鼻歌でも歌い出したい気分だった。

（よりが戻るのもそう遠くはないな。その時はついでに仕立ててもらった服を貰っていくことくらいは許されるだろう――……）

「そういえば、ホールでボールドウィン公爵夫妻をお見かけしたのよ」

「……えっ？」

　エセルバートはお気楽な胸算用も忘れ、ぎょっとして目を見開いた。

「し、失礼ですが、見間違いでは？　兄は歌劇など好みませんし、社交的な場に出るのも嫌っていますが……」

「あら、確かよ。ボールドウィン公爵は目立つから見間違えるなんてことはないわ」

　嫌な予感がしてエセルバートは眉をひそめた。

（おそらく夜会の件が兄上の耳に入ったな。目的はアリエラ嬢に釘を刺すことか）

　胸の奥にずしりと重く冷たいものを感じながら、にこやかな表情を繕って会釈する。

「お知らせくださりありがとうございます、マダム。兄にはぜひ挨拶したいところですが、なにぶん勘当同然の身。目につかぬよう心いたします」

「気をつけてね」

　踵を返して足早にロビーを抜けながら、知らず重苦しいため息をこぼした。

（この分では、今夜にでもクロムウェル家とはおさらばすることになりそうだな）
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「ご令嬢はもう少し将来のことを考えた方が良い」

　アリエラはそっと扇子を広げると、厳しい表情のボールドウィン公爵を見上げた。

「……将来、でございますか？」

「クロムウェル伯爵は先見の明に優れた実業家だが、家庭に対してはいささか目を離し気味と見える。ご令嬢の婿ともなればクロムウェル伯爵の事業を引き継ぐのだろうが、あれにそのようなことが務まるものか」

「あれ、とはエセルバート・ボールドウィン様のことでしょうか」

「あの愚物ぐぶつがぬけぬけと我が家名を名乗るのも虫唾が走る」

　忌々しげに吐き捨てると、ボールドウィン公爵は咳払いした。

「大方おおかた、あれが無垢なご令嬢にあれこれと甘い言葉を囁いて言い寄ったのだろうが……愚弟は既に父である前ボールドウィン公爵からも見放され、家から放逐された身だ。温情でボールドウィンの家名を名乗ることは許されているが、奴が公爵家から受ける恩恵は何一つない」

　語調は厳しく、端々からエセルバートに対する嫌悪感がにじみ出てくるようだ。

（実の兄にずいぶんと憎まれていること。原因はやはり……あちらのようね）

　ボールドウィン公爵の後ろに控える夫人にちらりと視線を送る。大柄で威圧的な公爵とは対照的に小柄でほっそりとした夫人は、公爵が語気を荒らげるたびに申し訳なさそうに肩をすくめていた。

「……公爵家と距離を置いていることは、ご本人の口から伺っておりますわ」

「結構。どうせあれの都合が良いように捻じ曲げて好き勝手話しているのだろうがな」

　公爵はため息をつくと、一段と低い声で話し出した。

「あれは昔から我がボールドウィン家らしからぬ異端児だった。武芸にも学問にもまるで情熱を持たず、愚にもつかぬ戯れにばかり没頭する始末。それでも何とか道を正してやろうとしていたのだが……」

　公爵はじろりと夫人を一瞥した。

「身内の恥をさらすようだが、ご令嬢のためにもあえて伝えておく。――あれは数年前、私が家を空けがちにしていたのをいいことに我が妻に言い寄り、不義を働こうとしたのだ」

　後ろで聞いていた夫人がかっと頬を染め、慌てて公爵の袖を引く。

「ダグラス様、それは……！」

「お前は黙っていろ」

　振り絞るような抗議を一蹴され、夫人は青ざめてうなだれる。

「当時の我が妻は若く無知で、愚弟の下心にも気が付かず親密な距離を許していた。幸いにも私が気づいたことで大事には至らなかったが……」

　夫人が所在なげに俯いて震えているのに、まったく気にもかけずにしゃべり続ける公爵に、アリエラの胸におさまりかけていた不快感がじわりと広がった。

「愚弟は平気でそのような恥知らずな振る舞いに及ぶ男だ。あの整った顔が張り付いた頭には何も入っておらず、滑りの良い舌から垂れ流される言葉は全て空言そらごとに過ぎない。あいつには何もない、人形のような男だ」

（夫人は今にも倒れてしまいそう。公爵は気が付かないのかしら）

「ご忠告、胸に留めておきますわ。ところで、そろそろ歌劇も始まりますわ。席の方へ戻らないと……」

　むかむかしながらも、夫人の様子を気遣ってこの場を切り上げようとしたアリエラに公爵が眉をしかめる。

「待ちたまえ、まだ話は終わっていない」

「ですが、ご夫人の体調がすぐれないようにお見受けいたしますわ。これ以上夜風に当たるのはよろしくないかと」

「これは虚弱でな。顔色が冴えぬのはいつものことだ、気にするな」

　公爵はこともなげに言い放った。アリエラの胸の不快感が濃さを増す。

「身体だけでなく気も弱いゆえ、やすやすと愚弟につけこまれたのだろうが……公爵夫人として情けない限り」

　冷たい一瞥を受け、夫人がいっそう肩を縮こまらせる。その身体が微かに揺れ出したのに気づき、アリエラはテラスの入り口と夫人を交互に見やる。

「あの、せめて場所を中に――」

「そんなことより、私の話は理解できたのかね」

　アリエラの言葉を遮り、公爵は苛立たしげに靴を鳴らした。

（そんなこと……そんなことですって？）

　頭の中でぷつんと音を立てて何かが切れた。

「……公爵様のお言葉はよく分かりましたわ。その上で端的に申し上げます」

　アリエラは扇子を閉じ、微笑みを浮かべて公爵を見上げた。

「どのような過去を持っていようとも、わたくしはエセルバート様を気に入っておりますの。傍から離すつもりはございません」

　公爵の眼差しが鋭くなり、唇が不快気にゆがめられた。

「やはりクロムウェル伯爵は教育を誤ったな。いくら事業を成功させているとはいえ、貴族の序列を娘に教え込むことを疎かにしているようだ」

　明らかに威圧の意が込められたまなざしを、笑みを崩さずに真正面から睨み返す。

「あら、それはボールドウィン公爵として、伯爵令嬢に過ぎぬわたくしに正式に抗議をなさるということですの？　それとも、あくまでもダグラス様個人からのご忠告でしょうか」

　睨み合うふたりの間に漂う空気がびりびりと緊張感を増す。先に目をそらしたのは公爵の方だった。

「……無論、私個人の忠告だとも」

「ええ、もちろんそうですわね。それにしても、ダグラス様が放逐処分をされた弟君をそれほどお気になさっているとは夢にも思いませんでしたわ」

「気にしてなどいるものか」

　公爵はほとんど唸るように吐き捨てた。

「あれはもはや公爵家から捨てられた身、何の関わりもない」

「でしたらわたくしが拾ったところで何の支障もないでしょう。どうぞそのまま捨て置いてくださいませ」

「……恋とはかくも分別を失わせるものらしい」

　公爵が皮肉っぽく呟く。その後ろで夫人が信じられないものを見るかのようにアリエラを見つめていた。

「あれはいつも人のものばかり欲しがる。ご令嬢に近寄ったのも、誠実な婚約者がいるゆえだ。あれの戯言を真に受けて長年の婚約を棒に振るとは、若さとは実に愚かなものだな」

「若さの特権とは過去のしがらみに縛られないことかもしれませんわね。昔の彼がどうあれ、わたくしに対するエセルバート様は可愛らしくて、妙なところが真面目な男性ですの」

「……真面目」

　公爵はつかの間、わずかに口を開いて唖然とした顔になった。

（あら、兄弟そろって同じ反応）

　再び扇子を開きながら、にっこりと微笑んでみせる。

「そんなことよりも、どうぞご夫人を休める場所へお連れくださいませ。お加減を悪くされては、せっかくの歌劇ももったいのうございますわ」

「……」

　公爵が無言で踵を返し、テラスを出ていく。大股に歩み去る後ろ姿を追おうとして、夫人が一度だけこちらを見た。青ざめた顔で小さく微笑んで会釈し、すぐに去っていく。

　すぐ戻る気になれず佇んでいると、カーテンが揺れて新たな人影がテラスへと出てきた。

「……あら、エセルバート様」

「すまなかった、アリエラ嬢」

　傍までやってきたエセルバートは神妙な口調で呟いた。

「もしかして、聞いてらしたの？」

「途中で割って入るべきかとも思ったが、かえってよくない気がして。兄は僕のことをだいぶ……その、嫌っていてね」

「あれはもう憎悪ですわね」

「……」

　二人の間を夜風が通り抜けていく。少し肌寒さを感じた時、ふわりとジャケットが肩にかけられた。少し驚きながらチョコレート色の生地を撫でる。

「あら……ありがとう」

「いや。……その」

　どうにも歯切れの悪い様子に小首をかしげる。

「どうなさったの？　珍しく無口ね」

　覗き込むと、エセルバートは何度かためらった後で口を開いた。

「……あなたが兄に言い返すとは思わなかった」

　月光に照らされたエセルバートは、ひどく困惑しているようだった。

「兄はあの通り威圧感があるし……義姉とのことも……君も知っていたんだろ」

　もちろん、知っていた。詳しく調べるまでもなく分かったことだ。

「兄が出てくれば大抵……だから、てっきり……僕は……」

（こんなに言葉に詰まっているところは初めて見たわ）

　アリエラはエセルバートとの距離を一歩縮めると、真正面から見上げた。

「誰がなんと言おうと、わたくしはあなたを手放さないわ」

　大きく見開かれたターコイズの瞳を覗き込み、言い聞かせるように告げる。

「あなたはわたくしのもの。契約書だって交わしたのだから、誰にも口出しさせないわ」

「契約書……」

　唖然としたように呟いたエセルバートの顔がゆっくりと俯き――ややあって、ふ、と息を吐くような笑みがこぼれ出す。

「くっ、くくっ……契約書か。契約書ね……ははっ」

「あら、何かおかしなことを言った？」

　むっと口を尖らせたアリエラに、エセルバートは俯いて肩を震わせたまま首を振った。

「いや、その通りだと思って。確かに僕は契約書にサインした。だから、あの契約があるかぎり……僕はあなたのものだ」

　やっと顔を上げたエセルバートは、満面の笑みを湛えていた。思いがけず至近距離でまともに見たその笑顔に、思わず息を呑む。

（今までに見たことのない顔だわ。甘く囁いている時も、皮肉気なことを言っている時とも違う。なんだか……）

　ハッと瞬いたアリエラは慌てて視線をそらすと扇子を広げた。

「それに、わたくしは命令されるのが大嫌いなの」

「相手は公爵だ」

「だから何？　わたくしに命令できるのはわたくしだけよ」

　くく、とまた笑い声がする。その声に重なるように、微かに音楽が流れてきた。

「ああ……歌劇が始まってしまったようだな。僕たちはどうしようか？」

　アリエラは小さくため息をついた。

「いまさら歌劇を楽しむという気分でもないわ。帰りましょう」

「……では、馬車を呼んでこよう。ほんの少しだけ待っていて」

　踵を返したエセルバートが、テラスの入り口でふと足を止める。

「レディ。よろしければ、明日ふたりで出かけませんか？」

「えっ？」

　思いもよらない言葉に、声が漏れる。エセルバートは背を向けたまま続けた。

「街歩きなんてどう？　都合が悪い？」

「えっ、いえ……悪くないわ。ちょうど、街に少し用事もあったし」

　戸惑いながら答えると、長い銀髪がさらりと揺れた。

「あなたの用事にお付き合いした後、僕のお勧めのカフェにご案内しますよ。それでは、そういうことで」

　そのまま歩き出そうとするエセルバートに、アリエラは思わず「待って」と声をかける。

「あの……どうしていきなり？」

　エセルバートはやっと少しだけ振り返った。柔らかな表情には、先ほどの笑みの名残が浮かんでいる。

「ご迷惑をかけた償いというか、補填というか……ああ、いや」

　ひとつ咳払いして、エセルバートはごく小さな声で呟いた。

「――もっとあなたのことを知りたくなったから、かな」

　カーテンの向こうに消える後ろ姿を、アリエラはぽかんとして見送った。

（まさか、向こうから誘われるなんて……）

　今までの外出は全てアリエラが段取りをつけたもので、能動的にエセルバートから言い出したのは初めてだ。

「わたくしのことを、知りたくなったから……」

　先ほど見たエセルバートの笑顔が、改めて脳裏に浮かぶ。

（無防備な……幼い子供のような笑顔だった。……あんな顔も、するのね）

　胸の奥に奇妙に心地よいざわめきを感じながら、アリエラは無意識に肩を覆うチョコレート色のジャケットをそっと撫でていた。
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「――次はこの店に入りたいのだけど」

「ふむ……」

　通りに面した店の前で足を止めると、隣のエセルバートはしげしげと店の外観を眺めた。

「ここは確か既製品を扱うドレスショップだったね。良い品揃えで人気が高い店だと噂で聞いたことがあるけど……レディは実にお目が高い」

　よく晴れた日の昼下がり、アリエラは約束通りエセルバートを伴って街に出ていた。すでにアリエラの希望でいくつかの店を回り、待たせている馬車にはそれなりの荷物が積み込んである。そして今、足を止めたのは既製品を扱うドレスショップだった。

「店を回りすぎて疲れたのではない？　馬車で待っていてもよくってよ」

「いえ、お供しますよ」

　にこりと微笑んで店のドアを開けたエセルバートは、今日も完璧な装いだ。リネンのシャツに淡い色合いのジャケットを羽織り、すらりとしたトラウザーズにレースアップの革靴を合わせている。街歩きを意識し、いつもより素朴なブロケードのワンピースを着たアリエラと並んでまったく違和感がない。

（貴族的な服装だけでなくて、街に馴染むような格好も似合うなんて、なんだかずるいわ）

「どうぞ、レディ。足元に気をつけて」

「……ありがとう」

　店に入ると、当然のような顔をしてエセルバートが後ろに続く。賑わいに満ちた店の奥から、女性店主が満面の笑みを浮かべて駆け寄ってきた。

「お待ちしておりました、クロムウェルのお嬢様！」

「ごきげんよう。最近、人気のあるデザインのものをいくつか見せていただけるかしら」

「もちろん、ご用意しておりますとも」

　笑顔で頷いた女性店主は後ろのエセルバートを見やって、驚いたように口に手を当てた。

「まあ、お嬢様が殿方をお連れになるなんて……それも、なんて素敵な方ですこと」

「こんにちは、マダム。今日は麗しきお姫様のお供を許していただいております」

　店内を見回していたエセルバートが素早く甘い笑みを顔に貼り付け、会釈する。

「素晴らしいドレスばかりで目移りしてしまいますね。どうぞ、マダムのご慧眼けいがんで我がレディをより一層美しく装えるものを出してくださいますか？」

「まあ、まあ！　もちろんですわ！」

　上機嫌でドレスを並べる女性店主に、エセルバートはあれこれと話しかけては微笑みを振りまいている。

（今日はどこへ行ってもこうなるのね）

　ここに来る前に入ったアクセサリー店でも、小物類を揃えている店でも、今とまったく同じような展開だった。店の人間はエセルバートの美貌に驚いたあと、彼の滑らかな弁舌ですんなりと心を開いてしまう。

　人の懐にするりと入り込むエセルバートの手練手管にアリエラが感心していると、何やら女性店主と盛り上がっていたエセルバートがにこやかに振り向いた。

「レディ。マダムのお勧めはこの三点とのことですよ。いずれも今、たいそう流行りのデザインだとか」

「どれも素敵ね。あなたならわたくしにどれが一番似合うと思って？」

　ターコイズの瞳が待ってましたとばかりにきらめく。

「どのデザインも優劣つけ難いですが、あえて選ぶとしたら右端のドレスでしょうか。胸元の切り返しは流行り始めたばかりですから物珍しいでしょうし、裾にあしらわれているレースは南方産のものですね。つい最近入ってきた希少なものなのに、こんなにたっぷりと使われていることには驚きを隠せません」

「まあ、まあ、まあ……よくぞ気づいてくださいました！」

　すらすらとよどみなく説明するエセルバートに、女性店主が感極まって両手を揉み絞る。

「何より、華やかな色合いはレディの存在感にぴったりです。このドレスを纏ったレディをエスコートできれば、この上ない幸せですね」

　口を閉じたエセルバートはアリエラと視線を合わせてにこりと笑った。

（目のつけどころが見事ね。おまけにリップサービスまで完璧）

　アリエラは内心舌を巻きながら頷いた。

「気に入ったわ。では、その右端のドレスを後ほど屋敷に届けてくださる？」

「かしこまりました！　本当に……さすがはお嬢様がお連れになった方ですわ！」

　すっかりエセルバートの虜になった女性店主に見送られ、店を出て歩き出しながら、アリエラは呆れ半分、感心半分でエセルバートを見やった。

「女性のドレスの流行に詳しいのね」

「たまたま聞きかじっただけだよ」

「ドレスだけじゃなくてアクセサリーのことも、小物のことも同じくらい詳しかったわ」

「うーん、このくらいは嗜みだと思うけど」

「普通の男性はレースの違いなんて分からないものよ。――もしこの先、身の振り方に迷ったらどこかの店員をやるといいわ」

　ふと思いついたことを冗談めかして口にすると、エセルバートは驚いたように瞬いた。

「僕が？」

「ええ、あなたなら一日で店の品物を全部売りさばけそう……あら、ごめんなさい」

　はっとして言葉を切ったアリエラに、エセルバートが小首をかしげる。

「それは何に対しての謝罪？」

「あなたは高位貴族なのに、小売店の店員を勧めるなんてさすがに失礼が過ぎたわ」

「放逐されているのだから、関係ないさ」

　さらりと流したエセルバートが少し考えこむ。

「店員か、それも悪くない。僕を雇ってくれるようなところがあれば、の話だけど」

「何を言ってるの？　あなたの容姿と口のうまさならどこでも引っ張りだこよ」

「おそらく、兄が圧力をかけるだろうからね」

　エセルバートの言葉に、ダグラスの不機嫌さを露わにした厳めしい顔が浮かんだ。

「そうね、あの方は間違いなくやるわ。そういう顔してるもの」

「……ふっ」

　思わず力を込めて頷くと、エセルバートは目を丸くしてから噴き出した。

「ははっ……そ、そんなに力いっぱい同意されるとは思わなかった。顔……くくくっ」

「わ、笑いすぎよ」

　肩を震わせて笑うエセルバートに戸惑って、とっさに視線を外す。

（なんだか、歌劇場に行った夜から雰囲気が変わったような……）

　取り繕ったいかにも甘い微笑みや気取った態度は少なくなり、代わりに気取らない振る舞いやふとした瞬間に砕けた物言いが飛び出すことが増えたような気がする。何より、テラスでの無防備な笑みをたびたび見せるようになり、そのたびに胸の奥がざわざわとして落ち着かなくなる。

（今までとのギャップのせいで戸惑ってしまっているのかしら。嫌な気分ではないけれど）

　考え込んでいると、ようやく落ち着いたエセルバートが口を開いた。

「けれど、兄に負けない店なら働けるかもしれないね。――たとえば、あなたが経営している店とか」

「……えっ？」

　あまりにさりげなく言われたので、かえって反応が遅れた。慌てて振り返ると、ターコイズの瞳が思いがけずまっすぐにこちらを見つめている。

「今日回った店はどれも同じ商会の系列だった。商会主はあなただろ？　目的としては仕入れた商品の売れ行きや、流行りの動向を直接視察に来た、というところかな」

　アリエラは愕然としてエセルバートを見つめた。

（どうしてそのことを……!?）

「あなたのそんな顔は初めて見た」

　その言葉にハッと我に返り、扇子を広げようと無意識に手を上げたが、何も持っていないことに気づく。そのまま下ろした手をエセルバートがとらえ、自分の腕にかけた。

「歩きながら話しましょうか、お姫様。近くに薔薇が綺麗な公園がある」

「……ええ」

　エセルバートに連れられて大通りから外れると、言った通り薔薇の花が咲き乱れる公園が見えてきた。中央には噴水も見える。

「元々、あなたはいつも商人を屋敷に呼びつけて買い物を済ませているのに、街に贔屓の店がいくつもあることを不思議に思っていたのだけど……先ほどのドレスショップを見て、あそこがあなたの店であると分かったんだ」

「どうして……」

「あそこに並んでいたドレスが、僕が最初にあなたの屋敷に連れてこられた時に応接室にあったものと全て同じだったからね」

　緑の蔦でおおわれたアーチをくぐりながら、エセルバートはさらりと言った。

「マダムがお勧めだと並べたものは、あの時僕の目の前であなたが『これがいい』と選んだものだったし。おまけに最後の一点は応接室にあったものよりレースが増えていた」

　ターコイズの瞳がアリエラを見つめ、いたずらっぽく微笑む。

「七番はもっとレースをたっぷり使った方が映える、だったね。僕も賛成だよ」

　アリエラは信じられない思いでエセルバートを見上げた。

「本気でおっしゃってるの？　あんなに短い時間で、あそこにあったドレスをすべて覚えていたなんて……それに、わたくしの言葉まで」

「これはそう、なんと説明すべきか……必要に迫られて身につけた特技のようなものでね」

　エセルバートはどことなく気まずそうな笑みを浮かべた。

「実のところ、女性と過ごす際に最も恐るべき質問は『あなた、あの時のこと覚えている？』なんだ。質問の答えは過ごした時間の長さによって多岐にわたるけど、必ず正確に、かつ打てば響くように答えなければならない。間違えるなんてもってのほか、ましてや他の女性と取り違えようものなら一巻の終わり」

「それは……そうね、他の女性と取り違えるなんてよくないわ」

「だから、覚えるようになったんだよ」

　薔薇の茂みを通り過ぎて噴水に向かいながら、エセルバートはとんとんと人差し指で自分の頭を叩いてみせた。

「女性と過ごしている時に、誰とどんな会話を交わしたか、その時にどんな服装を身につけてどんな小物を持っていたか……天気、部屋の調度品、時には飲んでいた紅茶に入れた砂糖の数すらも」

「……」

「おかげで今では、女性と同じ場にいると反射的にあちこちを見て覚えてしまう癖がついてね。あなたが応接室にいた時のこともはっきりと頭に焼き付いている」

　アリエラは唖然として聞いていた。エセルバートが嘘を言っている様子はないが、荒唐無稽な話としか思えない。

（確かに、複数の女性と同時にお付き合いすることもあるのでしょうし……彼にとっては生活が懸かっているのだから死に物狂いになったというのも分かるけれど……）

「その……今もそうなのかしら？　今、この瞬間も余さずに記憶しているの？」

　恐る恐る尋ねると、エセルバートはにこりと微笑んだ。

「よろしければテストしてみますか、レディ？」

「テスト？」

「僕は目を閉じるから、今ここから見える風景についていくつか質問してみて」

　そう言って本当に目を閉じてしまう。

「そんなことを言って、あなたが薄目を開けていないと限らないでしょう」

「信用がないな。それならあなたの好きに目を塞いでくれて構わないよ」

　笑みを含んだ口調で言われ、むっとして手を伸ばす。両手でエセルバートの瞼を覆うと、手のひらに伏せられた睫毛が触れる感触と温もりが伝わってきた。

（なんだか少しくすぐったいわね）

「……これで僕が完全に目を閉じたことが分かった？」

　咳払いして、エセルバートが告げる。思いのほか近くで声が聞こえることに戸惑いながら、アリエラはぎくしゃくと頷いた。

「え、ええ」

「では、どうぞ」

　できる限り手を伸ばして距離を保ちつつ、辺りを見回す。

「では……わたくしの右手にある茂みには、薔薇の花がいくつ咲いているかしら」

「五つだ。色は左から赤、赤、桃色、白、赤」

　間髪を入れずに返ってきた答えにぎょっとして、茂みを眺めてもう一度ぎょっとする。

「合っているわ。次は、そうね……噴水の周りにはどんな方がいて？」

「シルクの華やかな青いドレスをお召しになって白い日傘をさしたご婦人、黒のスーツと白のスーツの紳士ふたり連れ、それに犬を連れたヴェルヴェットドレスの老婦人かな」

「……老婦人はもう行ってしまったわ。ええと、次は……空に雲はいくつ……あっ」

「えっ？」

　身体を逸らして空を確認しようとした時、うっかり小石を踏んで身体が泳ぐ。ぐらりと後ろに倒れかけ、慌ててバランスを取ろうとして逆に前へとつんのめり――。

「きゃっ……」

「アリエラ！」

　次の瞬間、アリエラは柔らかなものに包まれていた。一拍置いてから、どうやら勢い余って目の前のエセルバードの胸に飛び込むような形になってしまったらしいことに気づく。

「ごめんなさい。ちょっと……小石を踏んでしまったみたい」

「……ああ、なるほど。悲鳴が聞こえたもので、咄嗟に受け止めようとしたのだけど」

　エセルバートにもたれかかるアリエラの腰には、いつの間にか腕が回されている。まるで熱烈に抱きしめられているようだ、と思ってしまった瞬間、かっと頬が熱くなった。

「怪我は？　もしかして、足でも痛めた？」

「いえ……平気よ。びっくりしてしまっただけ」

　どくどくと早鐘を打っているのはまさか、自分の鼓動だろうか。甘い月下香の香りに、頭がくらりとする。

「それはよかった。それから……雲はひとつもありません。抜けるような青が美しい良い天気です、レディ」

　囁いたエセルバートは、しっかりと目を閉じたままだ。アリエラはエセルバートの胸に手をついてそろそろと身を立て直した。

「すべて合っていたわ。……もう離しても大丈夫よ」

　はっとしたように手を引いたエセルバートは咳払いして、両手を軽く上げてみせる。

「お役に立てて光栄です。ところで、今のは契約違反ではないよね？」

「ええ、やむを得ないことだったもの。助けてくれてありがとう」

「どういたしまして。もう少しテストを続ける？」

「もう結構、十分よ……」

　言いかけた時、ふと周りからちくちくと視線が突き刺さってくることに気づく。どうやら若い恋人たちが戯れていると思われたのか、公園にいた人々の大半がこちらに向かって生ぬるくも興味津々の眼差しを向けてきていた。

「つ、続きはカフェへ向かいながら話しましょう！　わたくし、喉が渇いたわ」

「えっ？　あ、レディ」

　アリエラはいたたまれずに公園の出口へと足早に歩き出す。エセルバートが困惑しながらついてくる足音は聞こえたけれど、なかなかひかない頬の熱のせいで大通りに出るまで振り向くことはできなかった。

「それで、今度はこっちの答え合わせだけど……僕の推測は当たってる？」

「……半分だけ」

　隣に並んできたエセルバートに、諦めて頷いてみせる。

「言っておくけれど、商会の責任者は全く別人よ」

「貴族が平民相手に商売をする時は、仲介する人間を別に立てて自分の名義を隠す、というやつか。代理人はいつも屋敷に来ている彼だね。コネリーだっけ」

「あなたって探偵にも向いていそうね」

「お褒めの言葉と受け取っておきますよ。ところで、『半分だけ』というのは？」

　アリエラは小さく肩をすくめてみせた。

「本来の商会主はザカリーよ。あの商会はお父様がザカリーに任せたものなの」

　エセルバートが小さく口を開けた後、気まずそうな顔になる。その顔を横目で確認すると、先ほどの意趣返しができた気がして少しすっとした。

「わたくしは今、あくまでも代理で商会主を務めているに過ぎないの。お父様が戻れば、商会主はお父様に戻ることになるわ。だから、半分正解というわけ」

「そうだったんだね。……さすがだな」

「あら、どういう意味？」

　小首をかしげると、エセルバートはアリエラをまねるように肩をすくめてみせた。

「今日回った店はいずれも人気店だと聞いていたけど、ミラー卿からあなたに采配が代わった影響はほとんどない様子だった。あなたなら代理といわず、そのまま商会主が務まるのではないかと思って」

　思いもよらない言葉に、思わずまじまじとエセルバートを見上げてしまう。

「お世辞にしても過ぎるわ。わたくしは女よ」

「お世辞なんかじゃないとも」

　エセルバートは思いがけず真面目な顔で首を振った。

「事業のことは僕には分からないが……あなたは幼いころからクロムウェル伯爵を最も近くで見てきているだろうし、きっと素質があるんだろう」

「……」

　それ以上何も言えなくなって、前を向いて足を速める。

　高位貴族の女性が担うのは家政などの取り仕切りや社交関連に携わることとされていた。外向きの仕事に女性が手を出すということは本来ありえないことであり、だからこそエセルバートの言葉に驚いて言い返したのだが。

「レディ？　すみません、お気に触ってしまいましたか」

「いいえ」

（わたくしが、お父様のように素質がある……わたくしが）

　この気持ちはなんだろう。胸の奥に灯った熱が身体全体に広がっていく。足元がふわふわとして、なんだか空でも飛べそうな気分だ。

　頭の隅の冷静な部分が、きっとリップサービスだろうと囁いている。おそらくはそうなのだろう――相手は女性を喜ばせることにかけては百戦錬磨なのだから。

　それでも、浮かれた心はそう簡単に鎮まりはしなかった。

「あの……すみません、迂闊でした。考えてみると、貴族の女性に大変失礼なことを」

「気になさらないで。わたくしだって先ほど似たようなことを言ったのだから」

「しかしレディ、僕はただ――」

「それにしても、あなたがさっき見せてくれた特技には驚いたわ」

　隣に並んできたエセルバートに他愛なく喜んでしまっていることを悟られたくなくて、強引に別の話題を振る。

「すべて覚えるなんて普通の人は思いもしなくてよ。さすがボールドウィン家ね」

　褒めたつもりだったが、エセルバートは何故か浮かない顔になった。

「残念ながら、実家ではずっと落ちこぼれでね。学問も武芸もぱっとせず、やる気もない。両親からは早々に見放されていた」

「学問や武芸でなくて他のことに向いていたのよ。他にやりたいことはなかったの？」

　エセルバートは少しためらってから「絵かな」と呟くように言った。

「絵？　あなたが？」

「スケッチを嗜む程度だけど。兄からは絵を描くなど平民のやることで、ボールドウィン家の人間がやるべきではない、決して口外するなとさんざん小言を言われたよ」

「まあ……そんなことはないのに。貴族の中にも絵画を嗜む方は多いと聞くわ」

「どちらにせよ、ボールドウィン家の……貴族としての本分を果たせてもいないのに趣味にうつつを抜かしている場合ではない、ということだろうね」

　銀髪を揺らして歩くエセルバートをそっと見やる。端麗な容姿はすれ違う人もはっと振り返るほどで、まるで彼自身が絵画のようだった。

（スケッチと言っていたけれど……どんな絵を描くのかしら）

　そんなことを考えていると、ふいにぽつり、と水滴が頬に落ちてきた。瞬くアリエラの横でエセルバートも手のひらを上に向けて空を見上げている。

「雨かしら？　よく晴れているのに」

「天気雨というやつだね。珍しいな」

　そう話す間にもぽつりぽつりと雨粒が青い空から降ってくる。道行く人も空を見上げたり、少し急ぎ足になったりしていた。

「すぐにやむとは思うけれど……」

　ちらりと辺りを見回したエセルバートが、通りに面した小さな雑貨店を示す。

「レディはあそこで雨宿りしていて。僕はカフェに行って、席が空いているか見てくる」

「でも、あなたが濡れてしまうわ」

「レディを濡らした挙句に満席で断られるよりはましさ。待っていて」

　ウインクして小走りで去っていくエセルバートを見送り、雑貨店の扉を押し開ける。暇そうに新聞を広げていた店主が、アリエラを仰天したように二度見した。

「ひょっとして貴族のお嬢様ですか？　うちに大したものはございませんが……」

「気になさらないで。ごめんなさい、少しだけ雨宿りさせていただけるかしら」

「おや、そうですか。そういうことならどうぞ」

　陳列窓から外の様子をちらちら見ながら、店内をぶらりと見て回る。木彫りのブローチや、布の端切れで作った人形の素朴な可愛らしさに和んでいると、ふと小さめのノートが目に飛び込んできた。表紙が木の板になっていて、手帳に使うには少し嵩張る形状だ。

「これは……？」

「それはスケッチブックですよ。表紙が下敷き代わりになるんです」

「まあ、便利なのね」

　ほんの少しだけ迷って、手に取る。

「いただけるかしら？」

「毎度あり！　お嬢様、絵を描かれるんで？」

「わたくしではないの。連れへの贈り物にしようと思って」

「ははあ」

　店主は何かを察したような顔になってニコニコしながら何度も頷いた。

「そのお連れ様は今どちらに？」

「この先にあるカフェの席が空いているか確かめに行ってくれているの」

「いいですねえ！　今時分ならまず空いてますよ。あそこはデートにはもってこいだ」

（デート……）

　なんとなく気恥ずかしくなりながら代金を払い、スケッチブックを受け取る。外を見ると、雨の気配は既に過ぎ去ったようだった。

「そろそろ行くわ、ごきげんよう」

「はい、またいつでもどうぞ！」

　店を出て、カフェの方へと歩き出そうとした時に向こうから早足でエセルバートが戻ってくるのが見えた。アリエラの姿を認めると、なぜかぎょっとしたような顔になる。

「ああ、レディ……カフェはかなり混んでいるようでね、行くのはやめておこう」

　取り繕ったような笑顔を浮かべるエセルバートに、アリエラは眉をひそめた。

「あら、でもこちらの店主が今時分は空いていると言っていたわ」

「大人数の予約でも入っていたのかも。とにかく、席は埋まっているようだ」

「少しくらい待ってもよくってよ」

「レディをお待たせするなんてとんでもない。喉が渇いてるんだろう」

「でも、あなたのお勧めなのでしょう？」

「すぐ近くにもっと雰囲気の良いカフェがあることを思い出した。ぜひそちらに行こう」

　笑顔を浮かべながらもエセルバートは頑として譲らない。わけが分からず、アリエラはむっと口を尖らせた。

「どうかして？　様子が変よ」

「いや、その」

　口ごもったエセルバートがちらりとカフェの方を振り返り、ぴたりと動きを止める。と思うと、すごい勢いで再び向き直り、アリエラの腕を掴んだ。

「えっ？　な、何？」

「いいから、こちらへ！」

　エセルバートは焦ったように視線を走らせると、出てきたばかりの店の扉を押し開けて飛び込んだ。半ば強引にアリエラを引きずり込むと、さっと扉を閉める。

　ちょうどまた新聞を広げかけていた店主が、飛び込んできたアリエラとエセルバートに目を丸くした。

「ありゃ、さっきのお嬢様！　えらく慌てて、どうなさいました？」

「わたくしもわけが分からないのだけど……」

　ため息をついて何気なく振り返ったアリエラは、そのままハッとして凍りついた。

　通りに面した陳列窓、少し曇ったガラスの向こう側を通っていくのは見覚えのある黒い短髪。いつもの騎士団の制服姿ではなく素朴なシャツとトラウザーズ姿ではあるけれど、長年見慣れた姿はすぐに見分けられた。

（ザカリー……）

　店の前を通り過ぎていくザカリーはひとりではなかった。隣には寄り添うようにふわふわとしたピンクブロンドの髪が揺れている。

「ザカリー様、とっても素敵なカフェでしたね！　連れてきてくださって嬉しいです！」

「このくらいお安い御用です」

　扉が少し開いていたのか、楽しそうな話し声が聞こえてくる。

「とっても美味しかったです。あっ、ふたりで騎士団の皆様にも差し入れいたしませんか？　ねえ、そうしましょう！　もう一度引き返して、包んでもらって――……」

　そっと手を伸ばして扉を閉めれば、会話はぷつんと断ち切られて静寂が襲ってきた。

　驚きとも失望ともつかない、複雑で強い感情が胸を揺さぶってくる。耳の奥でどくどくと鳴り響く鼓動の音は、外へもれているのではないかと思うほどだ。

（わたくしは違う。わたくしは違う……）

　呪文のように心の中で繰り返す。いつの間にか強く握りしめていた手を、後ろから伸ばされた大きな手がそっと包み込んだ。

「……カフェにいるところを見つけてしまって」

　ぼそぼそとエセルバートが呟く。

「このまま鉢合わせると、その……あなたが嫌な思いをするかと思って……すみません」

　振り向くと、エセルバートはがっくりと肩を落として俯いていた。端正な顔いっぱいに所在なさげな表情を浮かべて眉を下げているエセルバートに、自分の状況を忘れて思わず呆気に取られてしまう。

「どうしてあなたがそんなにしょげていらっしゃるの？」

「いえ、その……なぜでしょうか？」

（知らないわよ、そんなこと）

　呆れながらしゅんとしている様子を見ていると、荒れ狂っていた心が少しずつおさまってくるのを感じる。

「今日はレディを楽しませたいと思っていたんだけど……最後の最後で失敗してしまった」

「わたくしは平気」

　そう言いながら、アリエラは自分でも少し驚いていた。

　確かに目撃した瞬間はショックだった。けれど、自分より落ち込んでいる人間が傍にいたおかげで、毒気を抜かれてしまったような気分だ。

（なんだか大きな犬みたい。頭を撫でたら驚くかしら）

　うなだれるエセルバートを眺めていると、控えめな咳払いが割り込んできた。ハッとして振り返ると、店主が興味津々といった様子でこちらを見ている。

「あら……！　ごめんなさいね、騒がせてしまって」

　我に返り、慌ててエセルバートから距離をとる。店主はニコニコと微笑んだ。

「なんのなんの。それにしてもお連れさんはずいぶんと男前だ！　絵を描く方よりモデルの方が向いてそうですねえ」

「えっ？」

　店主の軽口にエセルバートが面食らったように瞬く。アリエラは頬がかっと熱くなるのを感じながら、慌てて持っていたスケッチブックを差し出した。

「その……これを買う時に少しあなたの話をしたの。勝手に話してごめんなさい」

「構わないけれど……これを、レディが僕に？」

　戸惑ったように受け取るエセルバートに、ますます焦ってしまう。

「表紙の木の板が下敷き代わりになるんですって。スケッチに良いと思ったから……」

「……ありがとう」

　ふ、と微笑んだエセルバートは表紙をそっと撫でた。

「使わせてもらうよ。……機会があれば、あなたを描いてもいいかな？」

「わ、わたくし？」

　思ってもみなかった提案にどぎまぎしながら、アリエラはぎこちなく頷いた。

「もちろん、構わなくてよ」

「それでは、近いうちにぜひ」

　少し照れくさそうに言ったエセルバートの笑顔は、はっとするほど無邪気であどけない。その笑顔に目を奪われたアリエラの頭からは、先ほどのザカリーたちのことは綺麗さっぱり消え失せていた。
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　クロムウェル伯爵家の中庭で、エセルバートは柱に寄りかかってぼんやりと佇んでいた。よく手入れされた庭の花は見事に咲き誇っていたが、エセルバートの視線は色とりどりの花ではなく、そこから見える二階の窓へと注がれている。そこはアリエラの書斎で、部屋の主は今もそこで仕事をこなしているはずだった。

（こんなにいい天気なのに、彼女は今日も朝からずっとこもりきりだ）

　アリエラはエセルバートのことを『真面目』と評したが、エセルバートからしてみるとアリエラこそ華やかな外見に反して、中身は随分と生真面目なように思える。

（街歩きの時もそうだった。僕の話も頭から否定せず、真剣に吟味して……まさか、手で目を覆われるとは思わなかったが）

　柔らかな手の感触を思い出すと、引きずられるようにアリエラの身体を受け止めた時のことまでありありと蘇ってくる。想像していたよりも細い腰に思わず腕を回してしまってから、慌てて「支えるため」だと言い訳してしまった。どぎまぎと乱れてしまった鼓動が伝わっていないことを祈るしかないが、その後も動揺を引きずっていたのか、自分の過去のことや絵を描く趣味の話まで思いがけず話してしまっていた。

（女性を知らない少年じゃあるまいし、何をあたふたと……）

　挙句の果てに、思いがけないプレゼントをもらってつい我を忘れて子どものように喜んでしまう始末だ。

（本当に彼女をモデルにさせてもらってもいいのだろうか――いや、そんなことより）

　首を振って、余計な思考を追い払う。

（やはり、彼女の言動はところどころに違和感がある）

　思えば、偽装恋人となった時から些細な違和感は覚えていたように思う。自分には関わりのないことだと気にしていなかっただけだ。

　女性について、あまり深く知りすぎるのはよくない――それがエセルバートの信条だ。元々、エセルバートが懇意にする種類の女性は必要以上に踏み込まれることを良しとせず、ひととき快楽のみを分け合う割り切った関係を望むことが主だった。エセルバートとしてもその方が気楽であったし、必要以上に内情を晒そうとしてくる相手にはむしろ当り障りなく流して距離を置くのが常だった。

（けれど、彼女は……彼女については、どうにも勝手が違う）

　隠していた商会のことをこれ見よがしに暴いてみせただけでも十分に線を越えているのに、今も用もないのに中庭をうろつき、そこから見える書斎の様子を伺ってしまう。

（これはもう興味本位の域を超えているな。万が一見とがめられたら言い訳できない）

　そこまで考えて、今更ながら笑いがこみ上げた。

　本当はもう分かっている。数々の女性を相手にしてきた自分が、アリエラのことに関してはほんの些細なことに動揺し、身体に触れただけで気分が浮き立ち、あの毅然とした態度の裏に隠している秘密を躍起になって探りたがる衝動を何と呼ぶのか分からないほど初心うぶではない。

（僕は彼女に惹かれている。十歳近くも年下で、軽薄な男を心底嫌っている気の強いお嬢様に）

　彼女は踏み込まれることなど望んでいない。そう分かっていても、踏み込もうとする気持ちはもはや押しとどめられない。――ならば、いっそ気が済むまで進むのみだ。

「だって、僕は彼女のものなんだからな」

　そう呟くだけで、心は自然と浮き立ってしまうのが事実なのだから。

　回廊を目当ての人物がやってくることに気づき、エセルバートは身を起こした。人好きのする笑みを浮かべながら、大股に近寄っていく。

「やあ、アン！　いつもご苦労様」

「あら、ボールドウィン様」

　庭ばさみを入れた桶を手に中庭に出てきた侍女は、エセルバートに恭しく頭を下げた。

「部屋に飾る花を摘みに来たのかい。今日も手伝うよ」

「いつも申し上げていますが、お嬢様のお客様にそのようなことさせられませんわ」

　首を振る侍女に近づき、ひょいと桶を取ってしまう。

「僕もいつも言っているけれど、我がお姫様の部屋を彩る花なのだから。むしろ、ぜひ選ばせてもらいたいね」

　大真面目な顔をしてみせると、侍女はためらった挙句に苦笑した。

「……それでは、今日もお願いします」

「ああ、任せて」

　上着を脱いだエセルバートは花壇に屈みこみながら、何気ない調子で続けた。

「その代わり、今日もおしゃべりに付き合ってくれよ。些細なことで構わないから、我がお姫様のことをもっと知りたくてね」
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　外出の準備を整え、玄関へ向かって廊下を歩いていたアリエラは、ふと窓際に置かれた花瓶の前で足を止めた。

（まあ……これも見事なこと）

　バランスよく飾られた花々はひとつひとつが瑞々しく存在感を持ちながらも、見事に調和している。甘い香りに、思わず感嘆のため息が漏れた。

（近ごろ、屋敷に飾られている花はどれも見事ね。いったい、誰が……）

　頭にぽんとつややかな銀色の髪が浮かぶ。

（そういえばアンが『近ごろ、ボールドウィン様が花摘みをよく手伝ってくれる』と言っていたわね。他の使用人ともいつの間にか仲良くなっているみたいだし……）

　以前は割り当てられた部屋からめったに出てくることはなく、使用人に対しても愛想は良いけれど淡白な態度だったはずだ。それが最近では屋敷内を歩き回っている姿をよく見かけるようになった。それとなく話を聞くと、どうやら「暇だから」とこまごまとした雑用を手伝って回っているらしい。

　距離を縮めてきているのは使用人相手だけではない。エセルバートは何かとアリエラのもとへと顔を出してはあれこれと話しかけてくる。それも、こちらが集中している時には決して邪魔をすることなく、少し詰まったり気分を変えようと思ったりした時を見計らったかのように現れるのだ。商会の代理人であるコネリーがドレスやアクセサリーのサンプルを持ってきた時も当然のような顔で同席しているものだから、いつの間にかあれこれと意見を聞くようになってしまっている。

（いつも流行りと女性の心理を踏まえた的確な意見を言うのよね。あのコネリーが勉強になるって毎回メモをとりはじめたくらい）

　毎回の食事も部屋でとっていたはずが、今では当然のように食堂でアリエラを待っている。それどころか、毎日必ずお茶にまで誘ってくるほとだ。

（いったい、どんな心境の変化なのかしら？）

　不思議だけれど、嫌な気分ではない。むしろ、今ではお茶の時間が近づくとなんとなくそわそわしてしまっている自分がいる。

（偽装恋人の演技の一環のつもり？　他に何か理由があるのなら、知りたいわ。……聞いたら教えてくれるのかしら）

　ほう、と知らずため息が漏れた。近ごろ、一日の内でエセルバートのことを考える時間は徐々に長くなってきている。ふたりで出かけた街歩きは驚くようなこともあったけれど、思い出すと何故か胸の奥がくすぐったいような気持ちになって悪くない。

（彼を傍に置きたがる女性はきっと、こんな風に彼に溺れていくのね。どれだけ公爵が圧力をかけたところで、彼を求める女性が尽きないのも無理はないわ）

　妙なところで納得しながら、花瓶の花を覗き込む。

「身の振り方に困ったらショップの店員に――なんて、本当に余計なお世話だったわね。あなたならきっと、どんな女性の傍に行ってもやっていけるわ」

　花に向かって呟いた時、何故か胸の奥がちくりと痛んだような気がした。

（……？）

　首を傾げながら踏み出したつま先に、何かがこつんと当たった。

「あら？　手帳……？」

　花瓶の隅に落ちていたのは古ぼけた手帳だった。拾い上げるとずいぶん薄汚れていて、革の表紙も年季が入っているが、元はかなり良いものであることが見て取れる。

「男物ね。コネリーのものかしら？」

　腹心の商人を思い浮かべながら何気なく開いたページに目が吸い寄せられた。

　手帳には予定ではなく、どこかの公園らしき風景のスケッチが描かれていた。鉛筆でざっと描かれているようだが、かなり堂に入った筆致に見える。

「まあ……」

　ぱらぱらとめくれば、どのページにもスケッチが描かれていた。街の風景、静物、人物とモチーフは多岐にわたっている。

（手帳じゃなくてスケッチブックなのね。もしかして、持ち主って……）

　絵が趣味だと言っていた秀麗な顔が頭をよぎる。恥ずかしそうに打ち明けてきた様子を思い出すと、自然と笑みがこぼれた。

（帰り道ではやけに真剣な顔で「また近いうちに誘わせてください」なんて言っていたけれど、本気かしら）

　あれこれ考えながらページをめくっていた手が、ふと止まる。

　この手帳を見たのは初めてで、当然ながらスケッチもすべて初めて目にするものだ。それなのに、先ほどから何故か、既視感がちらちらとよぎる。

（どこかで見たことがあるような……知っている風景が混じっているのかしら？）

　首を傾げながら最後の方のページを開いた時、手が止まった。そこに描かれていたのは儚い雰囲気を漂わせた女性だ。その佇まいには見覚えがあった。

（ボールドウィン公爵のご夫人のシャーロット様……）

　あれこれと目につくままに描いていたのであろう他のモチーフと違い、シャーロットの肖像は角度や表情を変えたものが何枚も描かれていた。どのスケッチも、幾度も線が重ねられている。

（まるで、とても大切なものを描いているかのよう……）

「レディ？」

　ふいにかけられた声に肩が跳ねる。振り向くと、上着を脱いで腕までシャツを捲ったエセルバートが立っていた。摘んできたばかりであろう花の入った桶を持っている。

「驚かせてしまって失礼……あ、それ」

　エセルバートの視線が手元で開いたままになっている手帳に注がれていることに気づき、ハッとした。慌てて手帳を閉じ、差し出す。

「ごめんなさい！　ここに落ちていて、誰のものか気になったからつい……」

「気にしないで。探していたんだ、ありがとう」

　エセルバートはにこりと微笑んで手帳を受け取った。なんとなく後ろめたくて、アリエラはそそくさと踵を返そうとした。

「それでは、わたくしは急ぐから……」

「待って、レディ」

　エセルバートは外出の用意を整えたアリエラに瞬いた。

「外出の予定があったんだね。どうやら失念していたようだ、すぐに用意を――」

「忘れていたわけではないわ。あなたには最初から声をかけていないの、必要ないから」

　踵を返しかけたエセルバートは、一瞬動きを止めて勢いよく振り返った。

「何故？　僕が何かお気に召さないことを？」

　思いがけず激しい口調に戸惑いながら「そうでなくて」と首を振る。

「今日は侯爵夫人主催の、女性だけのガーデンパーティーなの。叔母に誘われて……あなたは中に入れないし、いつものようにアピールする必要もないというわけ」

　ほっ、とエセルバートの身体から力が抜けて笑顔が戻る。

「それなら、パーティーの間に僕はあなたの店を回りますよ。ちょうどマダムから新しい商品のディスプレイについて意見が欲しいと言われていたし」

　店歩きのあとに店主たちからエセルバートの意見をもっと聞きたいという要望があり、気が向いたら顔を出してくれないかと頼んでみたらエセルバートは二つ返事で引き受けてくれた。以来、こまめに店を回ってくれており、店主たちともずいぶん仲良くなっているらしい。

「まあ……悪いわね、いつも」

「なんの、有力な再就職先ですからね」

　冗談めかしてウインクしてみせるエセルバートに、思わず笑ってしまう。

「ふふっ、そうね。それなら一緒に行きましょう。あなたの用事が終わったら先に帰っていいわ。わたくしはパーティーが終わったあとに叔母に送ってもらうから――」

「いや、終わったあとはそのまま馬車で待っているよ」

「でも、叔母がいるからすぐには切り上げられないの。ずいぶん待つことになってよ」

　呆れながら言うと、エセルバートはアリエラの手を恭しく掬い上げた。

「構いません。僕はあなたのものですから」

　どきり、と胸が高鳴る。エセルバートは身を屈め、掬い上げた手に唇を寄せた。

「ち、ちょっと――」

「……触れません」

　手の甲に触れるか触れないか、というところで唇を止めてエセルバートは囁いた。

「契約を破ったら、あなたの傍にいられなくなる……我慢しないと」

　はあ、と切なげな吐息が手の甲にかかってぴくりと震えてしまう。手を離して身を起こしたエセルバートは小さく微笑んだ。

「着替えてくるから、馬車で待っていて。すぐに行く」

　身をひるがえして去っていくエセルバートの後ろ姿を見ながら、唖然と胸を押さえる。

　衣服越しに伝わってくる鼓動は激しく波打っていて、まるで収まる気配はなかった。
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　叔母のお共として訪れたガーデンパーティーは、主催者である侯爵夫人ご自慢の広い庭園で行われる規模の大きなものだった。よく晴れた空の下、テーブルごとに開いたシェードの下で、淑女たちが珍しいお茶とお菓子を嗜みながら、のんびりと女性だけの会話を楽しんでいる。

（気の置けない会だと、叔母は言っていたけれど……）

「……それで、カフェでザカリー様とチェリーパイをいただいたの。その後はエスコートしていただいたのだけど、ザカリー様は背が高くていらっしゃるのに、歩く速さも私に合わせてくださって」

「まあ、素敵なデートですこと！」

　すぐ隣のテーブルで盛り上がる集団に、アリエラはため息をついた。取り巻きらしき令嬢たちに囲まれているのは、見覚えのあるピンクブロンドの髪の令嬢だ。鼻にかかった高めの声をことさらに張り上げながら、ちらちらとこちらの様子を伺ってきている。

（まさか、サラ嬢も参加していたなんて）

　エセルバートの手帳のことを考えていたせいで、サラたちが隣のテーブルに陣取ったことに気づくのが遅れてしまった。さっさと席を移りたいが、挨拶回りに行っている叔母が戻ってくるまでは動くに動けない。

（ザカリーと仲良くやっている様子を聞かせたいようだけど、先ほどから同じ話ばかり。聞いている令嬢たちは飽きないのかしら？）

　これ見よがしに話している「デート」とは、先日見かけた街歩きのことだろう。並んで歩くふたりの様子を思い出すとわずかに胸の奥が疼いたが、すぐにしょげかえったエセルバートの姿が頭に浮かんでふたりの姿を打ち消してしまった。

（やっぱり頭を撫でてあげたらよかったわ。そうしたらどんな顔をしたかしら？）

「ふふっ」

　思わず笑みをこぼすと、びくりと肩を震わせたサラが顔を赤く染めて目を吊り上げた。

（あらいけない。そんなつもりはなかったのに煽ってしまったかも）

「っ、最近は私、ザカリー様に差し入れをお持ちしているんですの！　とっても喜んでくださって、馬車まで送っていただきながらたくさんお話しているのよ」

「まああ！　すっかり仲睦まじくていらっしゃるのねえ！」

　案の定、更に声量が上がってしまった。きんきんと響く声に軽い頭痛まで覚えてきて、こめかみを押さえる。

（相手にしない方がよいとは分かっているけれど、鬱陶しいわね）

「ザカリー様は、訓練の後やたまのお休みも宿舎にこもってお仕事をされていて、とても勤勉なお方なの。どなたかのつまらない雑事に時間を取られなくなったおかげで、騎士団のお仕事に打ち込めるようになったそうよ」

（仕事ねえ……）

「こんなときこそ、ザカリー様をしっかりお支えしなくては。私はどなたかと違って、ザカリー様を癒して差し上げたいの」

　あからさまにあてこするような会話を聞き流しながらぬるくなったお茶を口に運ぶ。カップを戻した時、ふとアリエラの傍に誰かが立った。

「おかしいわねえ。なんだか今の話だと、そちらのアダムス侯爵家のご令嬢とミラー卿が特に親密な関係のように聞こえるのだけど」

「叔母様」

　優雅に腕を組んで佇んでいたのは、アリエラの叔母であるダリア・タッチェル侯爵夫人だ。長身に豊かな赤髪とアリエラによく似た風貌だが、年の功ゆえか迫力は三割増しといったところである。

　母が早くに亡くなり、父も仕事で家を空けがちで一人で過ごすことの多かったアリエラにとって、幼いころから可愛がってくれたダリアは年の離れた姉のような存在だった。

「あっ……タッチェル侯爵夫人。ごきげんよう」

　資産家であるクロムウェル伯爵家の血筋であり、現在はタッチェル侯爵家に嫁いだダリアは社交界でも一目置かれる存在だ。そしてアリエラの社交界における保護者役であるシャペロンでもある。そのことを知っていたのか、サラはたじろいだが、何とか微笑みを浮かべてみせた。

「ええその……ザカリー様とは親しくさせていただいておりますの。アリエラ様との関係は、あのようなことになりましたし……父の見込んだ有望な騎士様をお慰めしたくて」

　目を潤ませ、手を組んで殊勝な雰囲気を醸し出すサラを一瞥すると、ダリアは優雅な笑みを浮かべた。

「あらそう。けれど気のない相手を追いかけまわすのはよくないわ」

　唐突に言われた言葉に、サラがぽかんと瞬く。

「……え？」

「サラ嬢は毎日訓練の後やお休みの日に宿舎へ押しかけているそうね。ザカリー卿は疲れているのに相手をさせられることに閉口して、あれこれと言い訳をして避けているそうよ」

　ダリアはよく通る声でさらりと言い放った。唖然としたサラの顔がじわじわと赤く染まっていき、ぱくぱくと口を開け閉めするがなかなか言葉が出てこない。

「そっ……そんな、根も葉もない噂……」

「あら、噂ではなくってよ。本人から聞いたの」

　やっとのことで言葉を絞り出したサラは、ダリアの返答に再び固まった。代わりに傍観者となっていたアリエラが眉をひそめる。

「本人から？　叔母様、ザカリーに会ったの？」

「ええ。先日、屋敷を訪ねてきてね」

　ダリアは肩をすくめてみせた。

「サラ嬢のことは、あくまでも上司に頼まれて街歩きに同行しただけだと話していたわ。仕事の一環だと」

「……わっ、私！　気分がすぐれませんので、失礼しますっ……！」

　ぶるぶる震えていたサラは唐突に立ち上がると、逃げるようにその場を去っていった。取り巻きの令嬢たちが困惑したように後を追っていく。

「静かになったわね」

　肩をすくめたダリアはゆったりと椅子に腰を下ろした。アリエラは小さく息を吐いた。

「叔母様。ザカリーが訪ねてきたなんて初耳なのだけど」

　叔母は手ずからアリエラのカップに新しい紅茶を注いでくれた。

「今日、話そうと思っていたのよ。あなたの新しい恋人のことを知りたがっていたわ。騙されていないか心配だと」

　思いがけない行動に、思わず眉をしかめてしまう。

（どういうつもりかしら。まだ婚約破棄が成立していないから慎重になっているとか？）

　湯気を眺めながら考えていると、ダリアの柔らかなまなざしに気づく。

「それで……ミラー卿とは結局、別れるの？」

「ええ、そのつもり。お父様にも事情を説明する手紙はお送りしたわ」

　ダリアはお茶を飲むと、ため息をついた。

「社交界にも色々と噂が広がっているわよ。さすがに私の前で軽率なことを言う愚か者はいないけれどね、今のところ」

「迷惑をかけてごめんなさい、叔母様」

「迷惑なんて！　退屈な社交が刺激的になっていて悪くないわ」

　ざっくばらんな物言いやあけすけな態度も、叔母にかかればなぜかごく上品で自然な所作に見えてしまうのが不思議だ。密かに感心しているアリエラをよそにクッキーをつまんだ叔母は、ちらりとサラが走り去った方へ視線を向けた。

「あのアダムス侯爵の娘はかなり前からミラー卿に熱を上げていたらしいわね。いくつかの夜会で騎士団長を交えて話している姿を見たという話もちらほら囁かれてる」

「そう……」

　相槌を打って紅茶を飲んでいると、叔母の瞳がつと鋭さを増した。

「ねえ、アリエラ。もしかして、先に裏切ったのはあなたではなくて――……」

「心変わりをしたのはわたくしが先よ」

　かちんと音を立ててカップを置くと、アリエラはダリアをまっすぐに見つめた。

「ザカリーがわたくしを捨てたのではなくて、わたくしがザカリーを捨てたの。それをみなに知らしめる必要があるわ」

　アリエラの心を見透かすように瞳を覗き込んでいたダリアは、ややあって息を吐いた。

「あなたってどうしてそうなのかしら。……本当にそれでいいのね？」

「ええ。叔母様、どうぞ見守っていて」

「もちろん。私はいつもあなたの味方よ、可愛いアリエラ」

　頼もしい叔母の言葉は温かな気遣いに満ちていて、アリエラは知らないうちにのしかかっていた重いものがふっと軽くなったような気がした。

「ありがとう、叔母様。頼りにしてるわ」

「あなたがどう振る舞おうが揺らぐようなクロムウェル家ではなくってよ。――たとえボールドウィン公爵に喧嘩を売ろうとね」

（叔母様、歌劇場での一件をすでにご存じなのね）

　気まずい気持ちで見やると、ダリアは明らかに面白がっている笑みを浮かべていた。

「あそこまで言うつもりはなかったのよ」

「分かるわ。私もあの公爵を見ていると、ついひっぱたきたくなるもの」

　ダリアは妙に慣れた手つきで、先端に宝石の埋め込まれた扇子を振ってみせた。

「ボールドウィン家は代々、文官の一族でしょう。現公爵も宰相補佐を務めているし、その弟も王宮勤め。だからかしら、『貴族は国益に資するべき』という思考に凝り固まっていて、庶民を相手に事業を行っている貴族を見下しているところがあるのよね。つまり、うちのような貴族――あなたのお父様のことだけど」

「わたくし、お父様の事業は国の経済活動に十分寄与していると思いますわ」

「もちろんよ！　だけど公爵からすると、私的な利益だけを追求しているように見えているのね。貴族たるもの、私欲に溺れず質実かつ清貧であれ、よ。つまらない生き方だこと」

　ふと、今ごろ店を回っているであろうエセルバートが頭に浮かぶ。調和と個性を両立したファッションに身を包み、ドレスやアクセサリーの流行について生き生きと語る姿を思い浮かべると、ぎゅっと胸が締め付けられた。

（家にいる時は、ずっと息苦しかったのかしら……）

「で、そのお堅いボールドウィン家の三男坊は実のところどんな男なの？」

　まるでアリエラの心を読んだような質問が飛んできて、鼓動が跳ねる。

「どんなって……概ね噂通りの方よ。叔母様も噂はご存じなのでしょう」

　扇子を広げて動揺をごまかしながら答えると、ダリアは「まあね」と頷いた。

「放蕩者のジゴロだなんて、およそボールドウィン家にあるまじき人種よね」

「ジゴロ？」

「女性との関係を通じて金銭や贈り物などを得るプロフェッショナルのことよ」

「そういう言葉があるのね……」

　まさにエセルバートにぴったりだと思わず感心してしまう。

「エセルバート様は決して踏み込まず、踏み込ませず、甘い夢だけを見せてくれるとか。けれど、彼が相手にするのはもっぱら既婚者だという話だけれど……」

「ええ。若すぎて恋愛対象にはならない、と面と向かって言われたもの」

　アリエラの言葉に、ダリアはあからさまにほっとした顔になった。

「そう、よかった。それじゃ、手は出されていないのね」

「そういう契約なの。エスコート以外で不必要に触れないよう、契約書の項目にしっかり書いてあってよ」

「契約書？　この子ったら！」

　すまして答えると、ダリアは一瞬目を見開いたあとで声を出さずに大笑いした。

「ともかく、この件に関して私は必要以上の口出しはしないわね。すべて終わってから素敵な婿候補が欲しくなったらまた私のところへいらっしゃい」

「ええ、その時はお願いします」

　察しのいい叔母に微笑むと、意味ありげなウインクが返ってくる。

「私としては、そのままエセルバート様が婿におさまってもいいけれどね」

　続けられた言葉に、危うく紅茶をこぼしかけた。

「ちょっと、叔母様。何をおっしゃるの？」

「最初に噂を聞いた時は、まさかあのボールドウィン家と縁続きになるのかと気が遠くなりかけたけど……よく考えたら、公爵家を放逐されたということはアリエラに婿入りするということじゃない？　それならそれで胸がすくわね！」

（叔母様、本当にボールドウィン公爵がお嫌いなのね……）

「難点といえば、ザカリー卿とはあらゆる意味で正反対ってところね。誠実でもなければ腕が立つわけでもなく、社会的な地位もない。共通点は整った外見くらいかしら」

　指を折ってみせるダリアの言葉に、なんとなくムッとする。

「そこまで言わなくてもいいじゃない。彼は騎士じゃないのだから剣の腕なんて必要ないし、気配りはできるし、何よりセンスが抜群にいいの。それに……彼は時々、まるで大きな犬みたいなのよ」

「あらあら」

　ダリアは瞬くと、扇子から覗くアリエラの瞳をじっと見つめた。

「あなたのそんな顔は初めて見たわ、アリエラ」

「顔？　おかしいかしら」

「いいえ。むしろ、あなたにそんな顔をさせられなかったザカリー卿が不甲斐ないわね」

　ダリアが微笑んだ時、ふたりが座るテーブルにそっと別の人間の手が置かれた。

「ご歓談中……失礼いたします」

　か細い声に顔を上げて、どきりとする。隣のダリアが目を丸くした。

「まあ、ボールドウィン公爵夫人！　いらしてたの、珍しいこと」

　陽の光を浴びていても、ボールドウィン公爵夫人はどこか儚い雰囲気を纏っていた。

「ええ。クロムウェル伯爵令嬢が参加なさると聞きまして……一目、お会いしたくて」

「わたくし、ですか？」

　扇子の裏側で瞬いていると、公爵夫人は小さく息をついてから深々と頭を下げた。

「どうしても謝罪を、と……先日は夫が失礼をいたしました」

「まあ、公爵夫人……！」

　思いがけない謝罪に、咄嗟に反応につまる。

「アリエラ様にはとんだ醜聞をお聞かせしてしまった挙句、若いご令嬢に対して爵位をかさにきて脅すなど……どうお詫びしてよいか」

「爵位をかさに」

　ダリアの瞳が剣呑な光を帯びる。叔母が爆発する前に、アリエラは慌てて首を振った。

「お詫びなどとんでもないことです、どうぞお顔を上げてくださいまし。あの後はご体調を崩されませんでしたか？　どうされているか、気がかりに思っておりました」

「ありがとうございます。ああいうことはよくあるものですから……もう慣れました」

　疲れ切ったようにぼんやりと瞳をくらませる公爵夫人に、言葉に詰まる。

　ああいうこと、という言葉が体調不良を指しているのか、それとも人前で醜聞をあげつらわれることを指しているのか、にわかに判断がつきかねた。

（きっと、両方……なのね）

「慣れるようなことではございませんわ。どうか、お大事になさってください」

　知らず知らずのうちに言葉に力がこもってしまう。驚いたようにこちらを見た公爵夫人は、あの儚げな微笑みを浮かべた。

「お気遣いいただき嬉しく思います。……それと……」

　少しためらうように口をつぐみ、思い切ったように囁く。

「……エセルは元気にしていますか？」

（エセル……）

　ごく親しげな呼び名に、何故か胸が波打った。気づかわしげに細められたまなざしから咄嗟に視線を逸らし、扇子で表情を覆い隠す。

「ええ、とても」

　よかった、と呟いて、公爵夫人はもう一度深々と頭を下げた。

「エセルに……あの時は申し訳なかった、と伝えてください。では……」

　顔をあげた公爵夫人が滑るように去っていく。去り際に見せた儚く美しい微笑みは手帳に描かれたスケッチと重なり、深く胸に焼き付いた。
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　アリエラは庭園を出て、侯爵家の馬車止めへと歩いていた。

（なんだか、ひどく疲れてしまったわ……）

　公爵夫人と話したあとは、歌劇場で感じた不快感が蘇ってどうにも気が沈みがちになってしまっていた。平静を保ったつもりだったが叔母には見抜かれ、怖い顔で睨まれた。

「ひどい顔色になっているわよ、アリエラ。顔を合わせた時から気になっていたけれど……最近きちんと寝ていないのではなくて？　主催者には私から言っておくから、今日はもう帰って何もせずに休みなさい。いいわね」

　よくよく言い含められてパーティー会場を途中で抜け出すと、どっと身体が重くなった。知らぬ間に溜まっていた疲れが、公爵夫人との会話を引き金に表出されたようだ。

（思っていたより早いけれど……もう迎えに来ているかしら）

　馬車止めまであと少し、と思った時、行く手を遮るように人影が立ちふさがった。

「アリエラ様、お待ちになって」

「……あなた、帰ったはずではなかったの」

　侯爵家を出ずに待ち伏せしていたのだろう。サラの鼻にかかった高めの声が耳に刺さり、ずきりと頭の奥が痛んだ。

「何かしら。わたくし、急いで――」

「アリエラ様……もういい加減に、ザカリー様を解放して差し上げてください！」

　悲壮感たっぷりに叫ぶサラの瞳は、既にうるうると潤んでいる。アリエラは通りを行き交う人々からの好奇の視線と、次第に存在感を増してくる頭痛の両方を努めて気にしないように背筋を伸ばした。

「解放もなにも、わたくしは別にザカリーを束縛したりしていないわ。彼のことなど、もう興味はないもの」

「酷い……ザカリー様はあなたに振り回されて、あんなにも苦しんでいらっしゃるのに」

　大きく見開かれた瞳から、図ったように涙がぽろりとこぼれる。

「休みのたびにザカリー様を屋敷に呼びつけて朝から晩までこきつかって、夜会でもこれみよがしにザカリー様をべったり束縛して……ザカリー様が疲れ切っていらっしゃるのは、あなたのせいよ！」

（ああ、甲高い声だこと。頭に響くわ）

　割れんばかりに激しい頭痛に耐えながら、あえて余裕を保つ笑みを浮かべてみせる。

「わたくしのせいでザカリーが疲弊したというならば、どうぞあなたが癒して差し上げて。婚約のことならば我が父に書面にて話は通してありますし、名実ともに解消となる日はそう遠くなくってよ。……お話はもう終わりかしら？」

　さっさと切り上げようと婚約についても言及したのだが、サラはどうにも怒りが収まらないのか目の前から動こうとしない。それどころか、アリエラと同じようにこちらを冷たく嘲るような笑みを浮かべてきた。

「そうやってご自分が選択権を持っているように振る舞われるのは滑稽ですわ。教えて差し上げましょうか、ザカリー様がいつからあなたに愛想をつかしていたのか」

　まだ続くのか、とうんざりした顔を広げた扇子で隠す。

「いいえ、結構よ。言ったでしょう、もうザカリーのことに興味はないの」

「なんて高慢な……ザカリー様はあなたのそういった態度がたまらなく嫌だったでしょう。こんな方と強引に婚約を結ばされて、お可哀想なザカリー様……どうせ、あなたが連れ歩いているという新しい恋人も、お金の力で強引に連れてきたのでしょうね！」

　興奮のあまりあちこちに飛ぶ話を聞きながら、どうやってこの場を抜け出すか考えていると、ふいにひときわ強い頭痛の波が襲ってきた。

「あなたがいなければ、ザカリー様は私のところへ戻ってきてくださるんです！　もう会わないなんて、きっとザカリー様の本心ではありません！　あなたのせいで……！」

　きんきんと響く声が急速に遠ざかり、ざっと血の気の引くような感覚が駆け抜ける。

（いけない、これは……）

　目が眩み、耐えきれずに身体が泳いだ時――ふ、と影が差し、伸びてきた大きな手が後ろから肩を包み込むように支えた。

「その主張は全く見当外れだと申し上げましょう、ご令嬢」

　月下香がふわりと香る。アリエラの背後に視線をやったサラから、みるみるうちに険しい表情がかき消えて唖然と目を見開く。

「僕がレディの傍にいるのは、この心を捧げているからに他なりません。すでに決められた方がいると知りながらも己が心に逆らえず、跪いて愛を乞うたのは僕の方です。どうかご容赦くださいますよう」

　耳に溶けるような甘い声音で囁きながら、エセルバートはさりげなくアリエラの肩を抱く手に力を込めた。恋人同士の甘い触れ合いに見せかけつつも身体を支えられ、ほっと安堵の息がもれる。

「あ、あの……あなたが、アリエラ様の……？」

　ぽかんとエセルバートに見惚れていたサラが、おずおずと口を開く。秀麗な顔に甘い笑みを浮かべたエセルバートが優雅に会釈すると、サラは顔を真っ赤に染めて恥じらうように俯いてしまった。

（まあ、視線だけで黙らせてしまったわ。これがジゴロというものなのね）

　思わず感心していると、エセルバートはサラをじっと見つめた。

「あなたは……確か、アダムズ侯爵のご令嬢ですね。騎士団長の……」

「は、はい。私の父は騎士団長を務めております」

「ああ。……なるほど、そういうことか」

　小さく呟いたエセルバートの瞳がわずかに細められた。そんなエセルバートの様子には気づかない様子で、頬を赤らめたサラは胸の前で両手を組み、目を潤ませてエセルバートを見上げた。

「あ、あの！　あなたはアリエラ様に騙されているのです。この方は、騎士団の訓練でお疲れのザカリー様に伯爵家の仕事を押しつけて、ご自分は平然としていらっしゃるような傲慢で利己的な女性ですのよ。あなたもきっと酷い目に――」

「見たのですか？」

　エセルバートの言葉に、サラが面食らったように瞬く。

「えっ？」

「騎士殿が実際に伯爵家の仕事を肩代わりしているところを、あなたはその目で見たのですか？」

　蕩けるような微笑みを浮かべたまま、あくまでも穏やかな口調でエセルバートは小首をかしげてみせた。サラはその笑顔に見惚れてから、どぎまぎしたように首を振る。

「い、いえ……ですが、皆様そうおっしゃってます」

「つまり、その『皆様』の憶測に過ぎないというわけですね」

　さすがにむっとしたのか、サラが口を尖らせる。

「いいえ！　ザカリー様に、お休みのたびに伯爵家に呼び出されて伯爵様のお仕事を代理で引き受けているなんて大変ですね、と申し上げたら、いずれ伯爵家へ婿入りする身ですから勉強しないとっておっしゃってましたわ！　こんなワガママな女性をわが身を顧みず支えて差し上げていたなんて本当に健気な……」

「勉強ね……支えられていたのはどちらなのだか」

　ぼそりと呟いた一言はアリエラの耳にしか届かなかったが、ぎくりと鼓動が跳ねた。思わずエセルバートの顔を振り仰ぐと、こちらを見つめ返したターコイズの瞳がにこりと笑みを浮かべる。

（……まさか、気づいているの？）

　視線をサラに戻したエセルバートは静かに口を開いた。

「いずれ婿入りして後を継がなければならないなら、伯爵家の業務を学ぶことは当然の務めでしょう。ましてアリエラ嬢も騎士殿も婚姻を結ぶのに適した年齢に差し掛かっておられるというのに。むしろ遅いくらいでは、と思いますがね」

「で、ですが！　ザカリー様は騎士団でも認められていて団長補佐としてお忙しくて、将来は騎士団長も嘱望されていて――」

「だからあなたを選んだ、というわけだ」

　刃のように差し込まれた冷たい響きにサラがはっと息を呑む。つかの間、冴え冴えとした瞳でサラを見つめたエセルバートは魔法のように甘やかな笑みを取り戻してアリエラの肩を抱き直した。

「近衛騎士団の中でご栄達を極めるであろう騎士殿の代わりに、アリエラ嬢は僕が存分に幸せにして差し上げます。騎士殿は剣の道に専念できますし、何の問題もないでしょう」

「え、ええ……でも……」

「無事に解決したようで何よりです。では、我が姫君を返していただきますね。この後はふたりきりの時間を過ごす予定なもので」

　戸惑うサラを尻目に、エセルバートは軽く身を屈めると――アリエラの身体をひょいと横抱きに抱き上げた。

「きゃっ？　ち、ちょっと」

「ずいぶんとあなたを待っておりましたので、ご褒美にあなたを馬車まで連れていく栄誉をください――無理しないで、任せて」

　あたふたと慌てていると意味ありげなウインクをされる。後半の小さな呟きは、アリエラの今の状況を看破しているがゆえのものだろう。

（これはやりすぎではないかしら……けれど、正直助かるわ）

　相変わらず頭痛は波打つように襲って来ていて、視界が揺れている。エセルバートの支えでなんとか立ってはいたが、歩くことは心もとないと思っていたところだった。

「では、失礼」

　エセルバートに抱かれたまま去る間際、こちらを睨んでいるサラと一瞬目が合ったが、すぐに遠ざかっていった。

「ひどい顔色だ。こんな状態のあなたをよってたかって、まったく……こんなに女性に対して憤りを感じたのは初めてだ」

　ぶつぶつと呟きが聞こえ、一度大きく揺れるとそっと柔らかなものに寝かされる。薄目を開けて見回すと、馬車の座席に横たわっていることが分かった。

「あなたって……意外と、力があるのね。重かったでしょう？」

「あなたが羽のように軽かっただけさ」

　囁いたエセルバートが覗き込んでくるその顔はひどく心配そうな表情を浮かべていた。

「レディ、気分はどう？　吐き気は？」

　ほっとしたのか、全身に力が入らない。「平気よ」と答えるつもりで口を開いたのに、滑り出てきたのは全く違う言葉だった。

「……頭が痛いの。とっても」

　自分でも驚くほど甘えた声音だ。エセルバートは瞬くと微笑みを浮かべた。

「うん……それは辛いね。もう我慢しなくていいよ」

　さきほどの甘く蕩けるようなものではなく、どこか気が抜けたような柔らかい笑みをぼんやりと見上げる。

（ずっとそういう風に笑っていたらいいのに……）

　そっと頭をもち上げられて、エセルバートの膝に乗せられる。額に手が触れた。

「少し頭を高くした方が楽だろうから……このまま眠るといい」

　馬車が動き出す。振動を感じながら目を閉じると、額に触れていた手が滑ってゆっくりと頭を撫で始めた。

「……好きよ」

「えっ？」

「そうやって、撫でてもらうの……」

「あ、そう、そっちか。……うん、撫でてあげるよ。あなたが望むだけ、いくらでも」

　頭を撫でる手が温かい。甘い香りを感じながら、ふつりと意識は途切れた。
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　ごく近くから、さらさらと微かな音が不連続に聞こえる。断続的にリズムを刻んでいたかと思えばふと途切れ、間を置いてからまた響き出す音は、まったく気まぐれでありながらどこか明確な目的を持っているようだった。

（これは……紙に何かを書いている音だわ……）

　水から浮かびあがるように意識が鮮明になっていく。目を開けると、見慣れた自室の天井が視界に飛び込んできた。枕元に誰かが座って、手元で鉛筆を走らせている。時折首をかしげると、銀髪がさらりと揺れた。

「……そこで、何をしていらっしゃるの？」

　声をかけると、エセルバートはハッとしたように手を止めた。その手には街歩きの時にアリエラが贈ったスケッチブックが広げられている。

（使ってくれているのね……）

　ぼんやりと考えていると、スケッチブックを置いたエセルバートが顔を覗き込んできた。

「目が覚めたんだね。何か飲むかい、レディ」

「……ええ」

　立ち上がったエセルバートが水の入ったグラスを持ってきてくれた。身体を起こしてよく冷えた水を飲む。

「ありがとう。……わたくし、ずいぶん寝てしまったようね」

「そんなに長くはないよ。もうすぐ陽が沈む頃合いかな」

　その言葉通り、部屋に差し込んだ赤い陽光を少しずつ影が侵食してきていた。部屋に備え付けられたランプにはまだ火が灯されていないようだった。

　空からになったコップをアリエラの手から取り上げてテーブルに置いたエセルバートは、すぐに戻ってきてアリエラの顔を覗き込む。

「少しはましな顔色になったようだけれど……頭痛の方はどう？」

「もうおさまったわ」

　ベッドから起き上がろうとすると、エセルバートに慌てたように押しとどめられた。

「どこへ行くんだい。もう少し寝ていないと」

「仕事が溜まっているのよ。今日届いた手紙もまだ目を通していないし……」

　執務机の上にはトレーに乗せられた手紙が山になっている。

「そろそろお父様からのお返事が届く予定なの。それだけでも確認したいわ」

　アリエラの訴えにエセルバートは首を横に振った。

「駄目だ、休んで。……このところずっと、夜遅くまで書斎の灯りがついていたことは知ってる。ほとんど眠れていないんじゃないかい、レディ」

　伸びてきた手がアリエラの額にかかった髪をかきあげて、優しく撫でていった。

「あれだけ社交の場に頻繁に顔を出していながら、商会の仕事を回すのは大変だったろう。……無理をしすぎだよ、あなたは」

　気づかわしげなまなざしに、何故か後ろめたさを感じつつもあえて笑ってみせる。

「仕方のないことよ。ザカリーを見返すためにはそのくらいしないと――」

「見返す？　違うだろう」

　夕陽に照らされたエセルバートがアリエラをじっと見つめる。

「あなたはあの騎士殿を守ろうとしているんだ。最初から、ずっと」

　ターコイズの瞳に射抜かれ、はっと息を呑む。何も言えないでいるうちに、エセルバートは言葉をつづけた。

「最初から違和感はあった。先に浮気をしたのは騎士殿の方なのに、僕を連れて派手に振舞うことで社交界での評判を落としているのはどう見てもあなたの方だ。あなたの悪評が高まるほど騎士殿は同情され、新しい女性との仲も好意的に受け止められている」

「……」

「あなたほど聡明な方が、こうなることが分からないはずがない。あなたはわざと汚名を着ようとしている――騎士殿が、団長の座を目当てに長年の婚約者を裏切った、と後ろ指を指されないように」

　ゆっくりと夜が忍び寄ってきて、こちらを見つめるエセルバートも薄闇に沈んでいく。ターコイズの瞳が、夕陽の最後のきらめきを反射してちかりと光った。

「昼間、あなたをひときわ強く睨んでいたピンクブロンドのご令嬢……あなたが夜会で見たのはあの人だね。あの騎士団長の娘が騎士殿の新たなお相手だったからこそ、こんな茶番に踏み切ったんだ」

「あなたをお金で買って振り回しているわたくしを、ずいぶん買いかぶってくれること」

　鼻で笑って跳ねのけながらも、まっすぐな瞳を受け止められずに視線をそらしてしまう。

「わたくしの噂はあなたも知っているでしょう？　誠実な婚約者が献身的に支えてくれていることに感謝しようともせず、一方的に婚約破棄を突きつけたワガママ令嬢よ」

「誠実な騎士は浮気をしないし、彼を献身的に支えていたのはむしろあなたの方だ」

　きっぱりと告げられた言葉に、否応なしに胸が揺らされる。いつの間にかシーツを握り締めていた手を、伸びてきたエセルバートの大きな手が包み込んだ。

「騎士殿は屋敷に来ても、伯爵家の業務――商会の運営なんてしていなかった。部屋でゆっくり身体を休めたり、個人的な訓練をしていたりして過ごしていたんだろう」

「どうしてそれを……」

　思わず口走ってから、迂闊なことを言ってしまったことに気づく。

「使用人と話して分かったことだ。弁明しておくと、伯爵家の使用人たちの口が軽かったわけじゃない。あちこちで聞いた話を繋ぎ合わせて推測を立てたんだ。――街歩きの時に見かけた騎士殿の服装を見る限り、商会の運営が務まるとはとても思えなかったからね」

（ああ、あの時。そうね、エセルバートならひと目で気が付くわよね……）

　陳列窓の外を通り過ぎていくザカリーの姿が脳裏をよぎる。ごく素朴なシャツにトラウザーズという格好は、いかにも着るものに無頓着な人間そのものだった。

「クロムウェル伯爵から騎士殿が任された商会の運営は、最初から彼の代わりにあなたが全てやっていたんだ。だから、彼が屋敷に出入りしなくなってもなんら支障はなかった」

「……それは店主に聞いたの？　それとも、コネリー？」

「聞く必要なんかない。見ていたら分かるよ」

　エセルバートはやんわりと微笑んで、アリエラの手を包む手に力を込めた。

「彼らはあなたに全幅の信頼を寄せていたからね。一朝一夕であんな信頼は得られない、たとえあなたがクロムウェル伯爵の娘でも。彼らはあなたと一緒に仕事をする中で、あなたへの信頼を育てていったんだ」

　優しく囁かれる言葉は、心を覆う鎧を容赦なく剥ぎ取っていく。暴かれていくことに恐ろしさとともにどこか安堵も感じながら、アリエラはやっと顔を上げた。

「……半分正解よ」

「また半分か」

　すっかり薄闇に沈んだ部屋で苦笑する気配がする。顔が見えないことにむしろ安堵を感じながら、小さくため息を漏らした。

「お父様が商会を任せたのは最初からわたくしだったの。わたくしが頼んだから……商会の運営をやってみたいと。ザカリーも事業の勉強をしたことはあったけれど、向いていなかった。それならば、得意な人間がやった方がいいでしょう？」

「騎士様が向いていたのは剣だったというわけ？」

「ええ。だから、ザカリーが騎士団に入りたいと言った時には全力で支援した。もちろん彼の実力もあったから入団が許されたのだけれど……やはり出自についてはかなり言われたみたい。宿舎にいると、雑用をあれこれ押し付けられたりもしてね」

　だから、いっそ休日は全て伯爵家で過ごせばいい、と言ったのだ。

　婚約者に呼び出されて家の仕事をやらなければならない、自分は婿入りする予定だから勉強しないと、と言えば周囲もとやかくは言えない。それで屋敷に来て思う存分体を休め、腕を磨いて、存分に騎士団で実力を発揮したらいい。

「婿入りした後も、商会の運営はわたくしが引き続き行えば何も支障はない。表向きはザカリーの名義にしておけば女だからとあれこれ言う人間もいないし、わたくしにとっても都合の良い形よ」

「けれど騎士様は、名ばかりの商会長より騎士団長をとったというわけだ」

　ふと、声の調子が冷たく変わる。ひやりとして振り仰ぐと、完全に陽が落ちた室内で黒々とした影になったエセルバートは低い声で呟いた。

「心変わりをしたのは騎士殿だろう。ならばそのことを告げて、婚約を解消したらよかった。なぜ、わざわざこんな茶番を？」

「……わたくしとザカリーが何事もなく別れることはできないわ。そうするには、あまりにもザカリーはクロムウェルと関わりすぎているもの」

　いかにアリエラがワガママ令嬢と呼ばれていたとしても――もしごく普通に解消の運びとなった場合、人々はザカリーを恩知らずと呼んだだろう。ただの男爵の四男から近衛騎士団の団長補佐まで上り詰めたのは、ザカリーの背後にクロムウェル家の力があるためだということは誰の目にも明らかだったからだ。

「わたくしたちが別れるには、どちらかが悪者になるしかない。だから――」

「そういうことじゃない」

　アリエラの手を包んでいた温もりが離れたかと思うと、両肩を掴まれた。至近距離まで近づけられた端正な美貌が、険しい表情を浮かべてこちらを睨みつける。

「なぜ、あなたが悪役を引き受ける必要がある？　どうしてそこまで彼に尽くすんだ」

「そんなの―――そんなこと、決まってるじゃない！」

　かっと頭に血が上り、ターコイズの瞳を睨み返す。

「ザカリーが好きだったからよ！　それ以外に理由なんてないわ！」

　――ザカリーに初めて出会ったのは五歳の頃だ。父親の商談についてきた青年は穏やかな目をしていて、アリエラはひと目で恋をした。以来、彼が家を訪れるたびに手を引いて庭園の秘密の場所へと連れていき、宝物を隠すようにふたりきりで過ごした。

　ある時、いつものようにふたりで過ごしていると、ザカリーはぽつりと「ずっとここにいられたらいいのに」と呟いた。

　その言葉を聞いた時は天にも昇る心地だった。自分と同じ気持ちでいてくれたことが嬉しくて、婚約を結ぶとなった時に家名を捨ててクロムウェルの家に婿入りしてくれると決断してくれたことが更に嬉しくて――全てを捧げてくれた彼のために、自分もまたすべてを捧げようと誓った。ザカリーが騎士団に入りたいならば全力で支援したし、妬みから陰口を叩かれれば自分の評判を貶めてでもザカリーの誠実な面をアピールしてみせた。できる限りのことをして支えたかったし、望むことは全て叶えてあげたかった。

「わたくしは、ザカリーの望むことはなんでも叶えてあげると決めたの。それが……それがたとえ、わたくし以外の方と結ばれることだったとしても」

　絶句したエセルバートは、ゆるゆると首を振った。

「それでも……あなたのやり方は間違っている」

「そんなこと分かっているわ。でも、他にどうしたらよかったの」

　視界がぼやけてきて、俯いて歯を食いしばる。荒れ狂う激情をなんとか鎮めようと深呼吸を繰り返していると、肩を掴んでいた手が離れ――次の瞬間、抱き寄せられた。

「そんな顔をしないでくれ」

　大きな手が背中をそっとさする。頬を寄せた広い胸の奥では、鼓動がどくどくと激しく轟いている音が伝わってきた。

「……あなたのせいよ」

「ああ、僕のせいだな。だからもう我慢しなくていい。こうしているから……全部、僕に吐き出してくれ」

　その瞬間、ふつり、と最後の糸が切れた。堰を切ったように押し殺してきた感情があふれ出して、言葉にならない声とともに涙がぼろぼろとこぼれ出す。頬を伝った涙は全て、エセルバートの服へと吸い込まれていった。

「どうして暴くの！　どうしてわたくしの目の前につきつけるの！　そんなこと、誰も頼んでいないのに……ひどい、あなたは酷い人だわ」

　こぶしを握って目の前の胸を思い切り叩く。う、と小さなうめき声が返ってきたけれど、抱きしめる腕は決して緩みはしなかった。その温もりと力強さにほっとして、ますます涙が止まらなくなる。

「馬鹿、意地悪！　最低よ！」

「うん。好きなだけ罵ってくれていい、アリエラ」

　わんわんと声を上げて泣き、エセルバートの胸を叩きながら、まるで子どものようだとほんの少しだけ残った理性で思う。

（きっと呆れているわ。この人のせいじゃないのに……何もかも、もう無茶苦茶）

　それでもエセルバートはますます力を込めてアリエラの身体を抱き寄せ、ひたすら優しく背を撫でる手を止めようとはしなかった。

「アリエラ……」

（こんな時だけ名前を呼ぶのは、本当に卑怯だわ……）






　……どれくらい経っただろう。ふと気が付くと、アリエラはぼんやりとエセルバートの胸に身体を預けていた。背をさすっていた手はいつの間にか移動して、今はアリエラの髪を梳かすようにゆっくりと頭を撫でている。

「……喉が渇いたわ」

　呟いた声はひどく掠れていた。髪を撫でていた手が止まるとすいと離れ、ベッド脇に置いてあった水の入ったコップを差し出してくる。

「どうぞ」

　コップを唇につけられたので、素直に口を開ける。ちょうどよい量の水を飲ませてもらうと、コップが下がっていって再び大きな手が髪を撫で始める。

「疲れてない？」

「そうね……でも、なんだかすっきりしたわ」

　さんざん泣き喚いたのは、子どものころ以来だろうか。思い切り流した涙のおかげか、心は妙にさっぱりとしていた。

「それは良かった。失恋に一番いいのは思い切り泣くことだからね」

「失恋……そうね。わたくし、失恋したのね」

　口に出して呟くと、ほんの少しだけ胸が疼いた。けれど、それだけだ。

（本当だわ。思い切り泣くのって、すごく効くのね）

　エセルバートの胸にもたれて鼓動を聞きながらそんなことを考えていると、ふと髪を撫でる手が止まった。

「……あなたを見ていると、いたたまれなくなる」

　ぽつんと呟かれた言葉はどこかひとり言のようだった。

「どういう意味？」

　少し顔を上げて聞き返すと、エセルバートの手が腕を滑り降り、指を絡めるように手を包み込んだ。

「そんな風に自分の身を削って相手に尽くしても、何も残らないから。……僕のように」

　自嘲気味に付け加えられた言葉に視線だけを上向ける。ターコイズの瞳がアリエラの視線を受け止めて、細められた。

「……屋敷を追い出された時、本当はシャーロット義姉ねえ様と僕の間には何もなかったと言ったら、あなたは信じてくれる？」

　一瞬、まばゆい陽光に照らされた公爵夫人の姿が鮮明に頭をよぎった。

　――エセルに……あの時は申し訳なかった、と伝えてください。

　か細い声を思い出しながら、エセルバートを見上げて頷く。

「ええ。……あなた、そんなに度胸があるようには見えないもの」

「酷いな」

　苦笑したエセルバートは「でも、その通りだけど」と呟いて小さく笑った。

「シャーロット義姉様が嫁いできた頃、兄はちょうど公爵位を継いだばかりで忙しくしていた。兄が何日も家に戻らないものだから、義姉様もボールドウィン家になかなか馴染めなくてね。唯一暇だった僕が、よく話相手を務めていた」

「ああ……」

（きっとこの人は、そういう寂しさに敏感だったでしょうね。自分も同じだったから）

「そのうちに、たまに絵のモデルになってもらうようになったんだ。ちょうど人物画の練習をしたかったし……それで、あまり目につかないところで幾度か長い間過ごすことがあったのだけど」

「……それは、迂闊だったわね」

「ああ、今考えると脇が甘かったよ。目につかないといっても部屋に閉じこもったりすることはなかったんだけどね」

　ふふ、とエセルバートが小さく笑った気配が背中を通じて伝わってくる。

「それである日、兄に剣を突きつけられた」

　自分が屋敷にいないのをいいことに、前々から妻に言い寄っていたのは知っている。

　妻が言うにはお前から誘ったそうではないか。

　仮にも義理の姉によこしまな誘いをかけるとは、恥を知れ――。

「義姉は震えながら、それでもうっとりとした目つきで僕を責める兄を見つめていた。それで、分かったんだ。義姉は兄の気を引くために、わざと僕との仲を誤解させるように振る舞ったのだと」

「……そんな」

　唖然として振り返ると、エセルバートは眉を下げて笑った。

「驚いたけれど……僕はそれ以上、何も言わなかった。それだけ義姉が追い詰められていたことも分かっていたから、僕のことがきっかけになって兄が義姉を大事にするのならそれでいいと思って、そのまま家を出たんだ」

「だけど、そんなの理不尽よ！　どうしてあなただけが悪役に……！」

　言いかけて思わず口ごもる。

（わたくしが言えた義理ではないわ……）

　あれほどエセルバートが感情を露わにしていたのは、今の自分と同じ気持ちだったからだろうか。

　そう考えた時、ふいに胸が不快にざわめいた。手帳に幾枚も描かれた肖像画のスケッチが頭をよぎる。

「……シャーロット様のことを、愛していたの？」

　恐る恐る尋ねると、エセルバートは小さく笑った。

「恋心があったことは否定しないよ。もう擦り切れてどこかへ行ってしまったけどね」

　その言葉があまりに寂しそうに聞こえて、アリエラはエセルバートを覗き込んだ。

「よろしければ、先ほどのお礼にわたくしが胸を貸して差し上げてよ」

　エセルバートはぽかんと大きく目を見開いたまま固まった。何も言わないエセルバートに、じわりと頬が熱くなってくる。

（見当違いなことを言ってしまったかしら）

「あなたには必要ないわよね。今のはなかったことに……」

「しない」

　思いがけず強い口調で遮られ、腕を掴まれた。

「あなたの胸で泣いていいということだよね。今は平気だけど、これから先そういった機会があればぜひ頼みたい」

　あまりに嬉しそうな様子に、思わず笑みがこみ上げる。

「それは、あなたが失恋した時ということ？　あなたのようなプロフェッショナルがそんなしくじりをすることなんてあるのかしら」

「ぷ、ぷろふぇっしょなる？」

「あなたのような方のこと、ジゴロというのでしょう？　わたくし、間違っていて？」

　エセルバートは目を白黒させて、焦ったように咳払いした。

「間違ってはいない。けれど、そういう言葉はレディに相応しくないから忘れなさい」

「あら、そう？　とにかく、あなたのように容姿端麗で女性の扱いに長たけた人が、失恋することなんてあるのかしら」

「あるかもしれないよ。――たとえば、長い間、婚約者に一途に尽くし続けてきた気の強い女性とかに」

　はっと顔を上げると、驚くほど近くにエセルバートの顔があった。鼓動がとくりと弾む。

「彼女は失恋したばかりだから、僕にも機会はあるかもしれない。だけど、軽薄な男は好みじゃない、と言われたんだ」

「そ……そう」

　身を引こうとしたけれど、既に背に回された腕がしっかりとアリエラの身体を抱え込んでしまっていた。

「……近いわ」

「さっきからずっとこの距離だ」

「でも……気になるの」

　形の良い唇に視線が吸い寄せられる。混じる吐息に熱を感じて、頭がくらりと揺れる。

（だめ、これ以上見ていられない）

　思わず目を閉じると、はっと息を呑む音がした。

「駄目だ……目を開けて、レディ。誘惑に負けてしまう」

　切なそうに囁かれて、心臓のあたりに熱を感じた。

「……誘惑って？」

「それは、つまり……ああ、もう駄目だ」

　苦しげな吐息とともに――熱っぽくて湿ったものが唇を塞いだ。

「んっ……」

　大きな手で目を覆われ、強く抱きしめられて貪られる。唇の隙間から熱が滑り込んで、甘やかな刺激を注ぎ込む。その全てを、アリエラは夢中になって受け止めた。

「……は、ぁ」
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　さんざん蕩かされて解放されると、全身から力が抜けていた。くたりと倒れ込んだ身体を抱きしめる腕は熱の名残を帯びている。

「アリエラ」

　名前を呼ばれると、ぞくりと甘い震えが身体を走った。困惑しながら無理やり視線を逸らすと、はあ、とため息が聞こえる。

「契約なのに……一度破ってしまうともう駄目だ。あなたが欲しくてたまらない」

　耳元で囁かれる言葉すらも色気を纏っていて、ますます力が入らなくなってしまう。

「焦りすぎなのは自覚してる……だけど、自分でも自制が効かない。……嫌なら容赦なく突っぱねて」

　嫌だ、というべきだ。けれど、言葉が出ない。

（なんてこと！　ついさっき、ザカリーに失恋したばかりだというのに、わたくしは……こんなにふしだらな人間だったの？）

　羞恥と混乱で、先ほどさんざん流して枯れたとばかり思っていた涙がじわりとにじむ。途端、ぎょっと弾かれたようにエセルバートが身を逸らした。

「ごめん！　まさか、泣くほど嫌だとは……」

「違うの、嫌ではないわ！」

　反射的に答えてハッとする。

「そうではないの、だって、わたくし……さっきまでザカリーが好きだと言っていたのに、こんな気持ち……軽薄だわ、自分が信じられない」

　あたふたとしてしまって自分でもわけが分からないことを言っているのに、エセルバートは何故かパッと明るい表情になった。

「それは、僕にも希望があると思っていい？」

「……駄目！　駄目よ！」

　熱っぽい視線に耐え切れず、ついにアリエラは叫んだ。

「だってあなたは、一言もわたくしを好きだとおっしゃっていないわ！　卑怯よ！」

　はあはあと息を切らせて睨むと、エセルバートは瞬いて「確かに」と呟いた。

「あなたの言うとおりだ。僕が卑怯だった、まことに申し訳ない」

「でしょう？　だから、この話はもう終わりに――」

　エセルバートは素早く立ち上がると、ベッドのアリエラに向かって片膝をついた。胸に手を当てて、アリエラを見上げる。

「待って……ちょっと待ってちょうだい」

　慌てて止めようとするアリエラに、エセルバートは熱を帯びたまなざしで口を開く。

「アリエラ・クロムウェル嬢。僕はあなたを――」

　唐突に響いたノックの音が、エセルバートの告白を断ち切った。扉の向こうから侍女が焦ったような声音で告げる。

「お嬢様、お客様が……あっ、お待ちください！」

　荒々しくドアが開けられ、廊下から差し込んだ灯りが扉の前に立つ人影を暗い室内へと長く伸ばす。

「やあ、アリエラ。久しぶり」

　穏やかな笑みを浮かべて立っていたのは、ザカリー・ミラーだった。
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　身支度を整えたアリエラが応接室に入ると、窓際に立っていたザカリーは振り返って胸に手を当て、騎士の礼をとった。続いて部屋に入ったエセルバートがドアを閉め、そのままアリエラの後ろに佇む。

　こうしてみると、ザカリーとエセルバートは身長こそほぼ同じであるものの、その他はほとんど正反対と言っていい佇まいだった。きらめく銀髪を長く垂らし、レースをあしらったシルクのシャツに若草色のベスト、細身のトラウザーズを軽やかに着こなしているエセルバートに対し、短い黒髪を後ろへなでつけ、大柄な身体を漆黒の騎士団制服に包んでいるザカリーはいかにも重厚な雰囲気を纏っている。

「ごきげんよう、ザカリー。お久しぶりね」

「アリエラ。突然すまない」

　穏やかな瞳はアリエラのみに注がれ、後ろに控えているエセルバートの方は一顧だにしない。アリエラは儀礼的な距離を保ったまま、努めて平静な顔でザカリーを見据えた。

「執事が止めても入り込んできて、許可もなくわたくしの部屋のドアを開けるなんて、ずいぶん無作法になったのね。今更、何の用事？」

　上から下までアリエラを眺めたザカリーが、気づかわしげに眉を寄せる。

「あなたが昼間、パーティーでトラブルに巻き込まれたと聞いた。心配で、つい我を忘れて……」

「トラブル、ね。その話を訴えたのは、あなたの新しい恋人かしら」

　ザカリーはぴくりと肩を跳ねさせた。

「あなたが言っているのはもしかして、サラ・アダムス嬢のことかな」

「ええ、騎士団長の娘のサラ様よ。ご丁寧に、あなたとデートを重ねていることを教えに来てくださったわ」

　扇子を広げて顔を隠しながら告げると、ザカリーは眉をひそめた。

「確かに、頼まれて街へ出かける際に幾度か同行したことはあるが……彼女とはそんな関係じゃない。誤解だよ」

「誤解？」

　バルコニーから見た寄り添うふたりの姿が脳裏に蘇り、胸がざわりと不快な波を立てる。

「何も誤解などしていないわ。わたくし、あの日……あなたたちがふたりでいるのを見たのよ。何を話していたのかも聞いていたの」

　ザカリーはハッと目を見開くと、見る見るうちに顔を曇らせて俯いた。

「そうか、あの夜会での会話を聞いてしまったから……君は突然婚約破棄なんて言い出したんだな」

　背後で話を聞いていたエセルバートがぴくりと身じろぐ気配を感じながら、アリエラは扇子を握る手に力を込めた。

「ええ、そうよ」

　顔をあげたザカリーはじっとアリエラを見つめた。

「あれは……違うんだ。すべてはあなたのために、と思ってやったことだった」

　思いがけない言葉に、アリエラは当惑して瞬いた。

（どうしてサラ様と婚約することがわたくしのためになるというの？）

「ザカリー、あなたが何を言っているのか分からないわ」

　ザカリーは深々とため息をつくと「……実は」と話し始めた。

「このところ、夜会で騎士団長に呼ばれるといつもサラ嬢を交えて話す流れに持ち込まれていた。騎士団長から強く頼まれて、幾度かふたりきりで言葉を交わす機会を持っていたことは事実だ」

（そうね、あの時……サラ嬢は「いつものように」と言っていたわ。以前から何度もわたくしを裏切っていたのね）

　怒りと悔しさが入り混じった気持ちを抱えながら、ザカリーの瞳を見返す。

「……どうしておっしゃってくださらなかったの」

「あなたにこれ以上負担をかけたくなかった。俺がほんの少し相手をしたら済むことなのだから、と考えてしまったんだ」

　幼いころから見慣れた黒々とした瞳に悲しげな色が浮かんでいるのを見てとった途端、アリエラはぐらりと足元が揺れるような感覚に陥った。

（わたくしを気遣っていたということ？　それがわたくしのため？）

　そんな馬鹿な、と言いたいけれど、悲しげなザカリーを見ていると言葉が出てこない。

「婚約者を取り換えるという話も、彼女が好きに言っていただけで俺には当然そのつもりはなかった。団長の顔を立てるため、彼女の気が済むまで話に付き合い、折を見てうまく逃れるつもりだったのだが……」

　目眩がした。怒りとも軽蔑ともつかない感情がこみ上げる。

「それは不誠実だわ、ザカリー。わたくしに対しても、サラ嬢に対しても」

「あなたの言うとおりだ。俺はいつまでたっても、うまくできないな」

　自嘲の笑みを浮かべるザカリーが幼い頃の姿と重なり、胸の奥がずきりと疼いた。

「あなたがその男性を連れて夜会に現れた時、ついに来るべき時が来たのだと思った。彼はいかにも高貴で洗練されていて、俺などとは住む世界が違うことがすぐに分かった。俺に出来ることは静かに身を引くだけだと思っていたが……」

　寂しげに伏せられた瞳に、胸の痛みが激しさを増す。息が上手く吸えず、きんと耳鳴りが響く頭にザカリーの声が染み入るように滑り込んでくる。

「けれど、どうしても諦められなかった。こうして……全てが誤解から生まれたすれ違いだったのだと分かった今なら、なおさら」

（わたくしの……勘違いですって？　だけど、あの時確かに……）

「どうして俺に聞いてくれなかったんだ、アリエラ。たった一言、告げてくれるだけでこんなにすれ違うことはなかった。あなたが俺を信じてくれたなら……」

「だ……だって、わたくしは」

　違和感があるのに、うまく頭が回らない。べったりとした罪悪感が這い上ってきて身体を縛りつける。立ち尽くすアリエラの目の前に、ザカリーの手が差し伸べられた。

「サラ嬢には特別な好意は一切ないことをきっぱりと伝えるよ。俺はいつもあなたに全てを捧げてきた。これからもそれは変わらない」

「でも、わたくしはもう、お父様に話を」

「心配しないでくれ。クロムウェル伯爵には俺の方から謝罪の意を記した手紙を送ってある。社交界の方も――俺が水に流すと言えば収まる」

　震えるアリエラの手から、扇子が転がり落ちた。

（わたくしがいけないの？　わたくしが、間違っていたの？）

「アリエラ――婚約解消は撤回しよう。俺にはあなたが必要だ。これまで通り、ずっとそばにいさせてくれ」

　どくどくと鼓動が耳の奥で鳴り響き、何も考えられない。吸い寄せられるように自分の手が持ち上がり、ザカリーへと伸ばされていくのをアリエラはまるで他人のことのように感じていた。

　ぶるぶると震えながらザカリーの手に触れようとした、その時――不意に横から伸ばされた手が、アリエラの身体を掬うように奪って後ろへと引き戻した。

「あっ……」

「レディ、悪いけどこれ以上黙って見ていられない」

　アリエラを抱き寄せたエセルバートがそっと囁く。その涼やかな声と手を包む温もりに、張りつめていた心がふと和らいだ。

　険しい表情を浮かべたザカリーがエセルバートを睨みつけた。

「アリエラから離れろ」

「失礼。彼女があまりに震えていたもので」

　手を離したエセルバートは扇子を拾い上げて差し出した。アリエラは受け取った扇子を改めて広げ、深呼吸する。甘い香りに、混乱しきっていた思考が少しずつ落ち着いていくのが分かった。

「まだ顔が青い。無理をしないで、レディ」

「ええ……ありがとう」

「どういたしまして。――それにしても、分からないな」

　エセルバートはゆっくりとザカリーへと向き直った。唇の端に微笑みを浮かべたまま、鋭い視線を真正面から受け止める。

「一体、騎士殿は何をしにいらしたんですか？」

　さらりと言ったエセルバートに、ザカリーの眉間に刻まれた皺が深くなる。

「アリエラがトラブルに巻き込まれたと聞いて、心配で駆け付けた、と言ったはずだが」

「そのわりに、さっきまであれだけ青ざめて震えていたレディを容赦なく追い詰めていたじゃないか」

「追い詰めていたつもりはない。が……お互いにとって衝撃的な事実が分かったんだ。多少、感情的にもなるだろう」

　明らかに不機嫌な気配を漂わせながら答えたザカリーをエセルバートはじっと見つめた。

「感情的になっていたのはレディだけで、騎士殿は極めて理性的なようだったけれどね。まるで、どんな話になるのかあらかじめ分かっていたかのようだ」

「……何が言いたい」

「騎士殿は恐ろしく洞察力がある、という話だよ」

　エセルバートの口調にひやりとしたものを感じ、アリエラは思わず振り返った。エセルバートは笑みを浮かべていたが、ターコイズの瞳には静かな怒りが揺蕩っていた。

「先ほどレディが口にした『あの日、ふたりで会って何を話していたのか知っている』という言葉……騎士殿は何故、レディの言葉が夜会での密会を指しているということが分かったんだ？」

　エセルバートの言葉に、ザカリーは当惑したように片眉をあげた。

「誤解の原因になったやりとりといえば見当がつく」

「実を言うと、僕とレディは騎士殿とサラ嬢が街歩きをしているところを見かけていてね。恋人と誤解しそうなほど仲睦まじい会話も耳にしている。直前の会話もデートについてだったし、てっきりレディがその時の話をしているのだと思ったけれど……」

（あっ……）

　エセルバートの言葉にアリエラもハッと気づく。かっとなって決定的な事実を叩きつけたつもりだったが、思い返せばアリエラの口から出た言葉は代名詞だけで、具体的になんの話なのかはっきりしないものだった。

（エセルバート様が以前言っていた『最も恐るべき質問』だわ。まさか自分が口にしてしまうなんて思わなかったけれど……）

「……アリエラの様子がおかしくなったのは、あの夜会からだった」

　むっつりとしたままザカリーが口を開く。

「夜会の途中までアリエラはいつもと変わらない様子だった。それなのに急に態度を変えた原因を考えれば、アリエラが何を見てしまったのか思い当たるというものだ」

「その言葉が正しいならば、騎士殿は婚約破棄の原因が自分にあると察していながら、ひたすら口をつぐんでいたということになるな」

「……今日ここに来るまで、婚約破棄の原因は君と運命的な出会いをしたから、というアリエラの言葉を信じていた。それだけだ」

「それはそれは。健気なものだ、と言いたいところだが……違うだろう」

　エセルバートの口元から笑みの気配が消えた。

「なあ、騎士殿。――あの夜、君たちの密会をレディが見ていたことに騎士殿は気づいていたんじゃないのか」

　無表情を貫くザカリーの肩がわずかに跳ねた――その一瞬の仕草が目に焼き付いて、ドクリと心臓が鳴る。

（気づいていた……？　わたくしが見ていたことを知っていた……？）

　扇子を握り締める手が震え出す。まるであの日のバルコニーに引き戻されたような感覚に、ぐらりと視界が揺れた。

「だからこそ君はレディが抽象的な言葉を投げてきた時、『いつ、どの場面を見られたのか』ということが分かったんじゃないのか。もっとうがった見方をすると――っ」

　胸元を荒々しく掴み上げられ、エセルバートは言葉を途切れさせた。

「ザカリー！」

「呆れるほどよく回る舌だ」

　仕立てのいいシャツを引きちぎらんばかりに締め上げながら、ザカリーは吐き捨てた。

「愚にもつかん世迷言よまいごとを並べ立てているのは、アリエラの不安を煽って少しでも長く甘い汁を吸い上げるつもりだろう」

「ぐっ……」

　もがくエセルバートに顔を近づけ、唸り声にも似た声音で囁く。

「やめて、手を離して！」

　怒鳴ったアリエラを一瞥し、ザカリーはエセルバートを乱暴に放り出した。床に手をついて咳き込むエセルバートに、アリエラは扇子を放り出して駆け寄った。

「お前の正体は分かっている。放蕩が過ぎて公爵家を追い出された挙句、女関係が元で莫大な慰謝料を背負ったクズだ。……最近、その慰謝料を綺麗に払ったとか」

　エセルバートを冷たい敵意をもって見下ろしたザカリーが、視線をアリエラへ移す。

「慰謝料を立て替えたのはアリエラ、あなただろう。代償として、ほとぼりが冷めるまで偽りの恋人でも演じさせていたというところじゃないのか」

　図星をさされてどきりと固まったアリエラを庇うようにエセルバートが立ち上がり、挑戦的な光を帯びた目でザカリーを睨み返す。

「偽りではない、と言ったら？」

　視線を受けたザカリーがせせら笑った。

「アリエラのことは俺が一番よく分かっている。お前のように軽薄な放蕩者は、彼女のもっとも忌み嫌う人種だということもな」

「人は好みが変わるものだ。信頼していた人間に裏切られた後などは特にね」

　二人の間の空気が帯電しているかのように張り詰め、ザカリーの額に青筋が浮かぶ。

「……ならば、なおさら見過ごせない」

　呟いたザカリーの手が素早く跳ねあがり、腰の剣を抜き払う。はっと息を呑んだエセルバートの目の前に、鋭い切っ先が突き付けられた。

「エセルバート・ボールドウィン。アリエラの婚約者として決闘を申し込む」

「ザカリー！　馬鹿なことはやめて！」

　思わず悲鳴にも似た声がこぼれたが、ザカリーは眉ひとつ動かさなかった。

「これは俺の正当な権利だ、アリエラ。俺はまだあなたの婚約者だからな」

　剣を突きつけたまま、ザカリーは静かな凄みを湛えた視線でエセルバートをねめつけた。

「とはいえ、別に弱者をいたぶる趣味はない。このまま大人しくアリエラの前から消えるというなら見逃してやろう――慰謝料の請求もなしだ。安心したか？」

　エセルバートは突きつけられた剣を見つめると、ふっと小さく笑った。

「寛大な言葉に感謝するよ。その申し出、受けさせてもらおう」

　エセルバートの言葉に、ザカリーは嘲るような笑い声をこぼすと顎をしゃくった。

「話はついた、さっさと屋敷から出ていけ。どうせ頼る女などいくらでも――」

「勘違いしているようだが、受けると言ったのは決闘の方だ」

　エセルバートの静かな言葉は雷鳴のように部屋に轟いた。アリエラがはっと息を呑み、剣を収めかけていたザカリーが怪訝そうに眉をひそめてエセルバートを見やる。

「……気でも狂ったのか？」

「残念ながら至って正気だよ、ザカリー・ミラー」

　エセルバートはやや青ざめてはいたが、鋭い視線でザカリーを見返した。

「――その決闘、エセルバート・ボールドウィンの名に懸けて受けて立とう」

　じわりと獰猛な笑みを浮かべたザカリーが身をひるがえした。

「いいだろう――そこまで見栄に殉じたいなら、今すぐ望みをかなえてやる。ついて来い」
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　クロムウェル伯爵は私設騎士団を有しており、屋敷の裏手には騎士団が使う鍛錬場や設備一式も備えられている。

　その鍛錬場の中心でやや離れて対峙するザカリーとエセルバートを、アリエラは呆然と見つめた。

（どうしてこんなことになっているの？）

　ふたりが手にしている剣は鍛錬用の刃が潰されたものである。ザカリーは剣を片手で軽々と何度か振って感触を確かめると、両手で剣を構えたエセルバートに向き直った。

「自分の軽はずみな行為を悔いて詫びるなら、今のうちだ」

「軽はずみな行為というのは、君との決闘に応じたことかな」

　構えた剣越しにじっとザカリーを見つめながら、エセルバートはいつもの調子で応じた。

「それとも、レディの目の前で君にとって都合の悪いことを暴いた――」

　まったく前触れなしにザカリーが動いた。弾かれたように地を蹴って一瞬で距離を縮め、剣が唸りを上げて振り下ろされる。不意打ちの一撃をかろうじて受け止めたエセルバートは、勢いを殺しきれずに後ろへたたらを踏んだ。

「言っておくが、刃を潰してあるとはいえ無傷で済むと思うな」

　獰猛な獣のように炯炯けいけいと目を光らせながら、ザカリーが剣先を上げる。

「お前が泣こうが喚こうが手加減するつもりはない。軽口にふさわしい報いをくれてやる」

　その言葉が終わる前に再び銀閃が走り、エセルバートが構えた剣がしたたかに弾かれる。剣を跳ね上げられたエセルバートが身をよじって転がれば、ほんの一瞬前までその身体があったところを斬撃が通り過ぎ、切っ先がシャツごと肌を浅く切り裂いた。

「くっ……」

「やれやれ。これでは勝負にならないな」

　必死になって身を立て直すエセルバートを、ザカリーは嘲るように見下ろした。

「お前の剣が俺を少しでも掠めたら勝ちにしてやるよ。絶望的な希望に縋ってみるといい」

「……それはそれは、ありがたい、ね！」

　エセルバートが振るった剣を難なく避けたザカリーが手を閃かせる。澄んだ音を立ててエセルバートの手から弾き飛ばされた剣が地面に転がった。

「剣を拾え。すぐに終わってしまっては興醒めだ」

「ザカリー！」

　ぶるぶると身体を震わせながらアリエラは叫んだ。

「やめて、もうやめて！　あなたの言うとおり彼は偽物の恋人なの、だから」

「そんなことはもうどうでもいいんだ、アリエラ」

　ザカリーはちらりとアリエラへ何の表情もない瞳を向け、冷たく吐き捨てた。

「あなたに近づく男に決闘を申し込むのは、婚約者である俺の権利だ。決闘に応じた相手をどう扱おうが――たとえ命を奪うことになろうが、それも婚約者として当然の権利だよ」

「命を……」

「その代わり俺が負けたら、これ以上この男に手は出さない。万にひとつもあり得ないが」

　冷たい手に心臓を掴まれたような心持になって絶句したアリエラの眼前で再び鋭い剣戟けんげきの音が響き、エセルバートが地面に転がる。次第に増えていくエセルバートの身体の傷を見ると、まるで自分の身が切られているかのように鋭い痛みが走った。

（わたくしのせい……わたくしが偽装恋人なんて頼んでしまったから）

「アリエラ、無理はしないで」

　エセルバートの攻撃をあしらいながら、ザカリーが声をかけてくる。

「辛いなら席を外してくれても構わない。女性には刺激が強いだろうからね」

　穏やかな口調の裏側に潜むぞっとするほど冷たい気配に、全身に震えが走った。

（なんとしても止めなければならない。なんとしても――）

　焦燥と絶望でぐちゃぐちゃになった頭の奥で、ちかりと一筋の光が瞬いた。

「あっ……！」

　ハッと目を見開いたアリエラは身をひるがえすと、鍛錬場から駆け出していった。






　遠ざかっていく軽い足音を聞きながら、エセルバートは何とか立ち上がった。口の中に血の味が広がり、全身がきしむように痛む。剣を握る腕が痺れてうまく持ち上がらず、剣先が地面をかいた。

「女の機嫌を取るしか能がなさそうなわりに、粘るじゃないか」

　ザカリーは酷薄な表情を浮かべ、肩で息を擦るエセルバートを見つめていた。

　高位貴族の嗜みとして剣術は一応身についているが、ザカリーにとっては素人と大差ないだろう。

　剣を相手に掠めさせるだけ――馬鹿にされたような条件ですら、達成するのは不可能に近いことはよく分かっていた。

（こんなことは自殺行為だ……けれど、ここで引くつもりはない）

　エセルバートは大きく息を吐き出すと、ザカリーを見据えた。

「そういう君の方こそ、誠実そうな顔をしている割に小細工が上手だな」

　余裕綽々だったザカリーが眉をひそめる。

「小細工？」

「夜会の日……レディが君と騎士団長の娘との密会を目撃したのは偶然じゃない」

　痛みに顔をしかめながら、エセルバートはきっぱりと言い放った。

「王宮内で、誰かの密会現場を都合よく覗ける場所なんて限られている。君はレディがバルコニーに出てくる機会を見計らって、わざとあそこで密会したんだろう」

　ザカリーがわずかに身じろぐ。エセルバートはそっと息を吐いた。

　王宮の警護を任されることの多い近衛騎士団員であるザカリーならば、夜会の際にアリエラが休憩を取る場所など手に取るように分かっていただろう。

（そうやって……レディが自分から婚約解消に動くように仕向けたのか）

　アリエラならばそうすると分かっていたのだろう。何も言わず、ザカリーが汚名を被ることなく、新しい相手と結ばれるためだけに己の名誉も想いもためらいなく投げうつと。

「……そこまでして手に入れた相手なのに、何故、今更レディのもとに戻ってきたんだ？」

　低く押し殺した声で尋ねると、ザカリーはうんざりしたような表情を浮かべた。

「あんなに面倒な女だとは思わなかったからな」

「面倒？」

「扱いやすい小娘だと思っていたら、ひっきりなしに押しかけてきてはくだらない話にばかり付き合わせる。休みにはどこかへ連れていけと騒ぎ、そのくせ何から何までこちら任せで、エスコートをねだるわ、プレゼントをねだるわ……」

　よほど鬱憤が溜まっていたのか、ザカリーは吐き捨てるように言い放った。

「有用どころか邪魔にしかならない。女性とはもっと賢い生き物だと思ったが」

「女性とは皆美しく賢いものだ。君が彼女の良さを見い出せていないだけでは？」

　思わず言い返すと、ザカリーは「ハ！」とあざ笑うように唇をゆがめた。

「ならば貴様が相手をしたらいいだろう。この場を生き延びられたらの話だが……な！」

　語尾にかぶせるように、唐突に剣戟が襲い掛かってくる。咄嗟に受けた腕に鋭い痛みと衝撃が走り、エセルバートは剣を取り落として膝をついた。

「うっ……」

　ぼたぼたと赤い血をこぼしながら剣を引き寄せるが、まともに掴むことすら難しい。そんなエセルバートを見下ろし、ザカリーが肩をすくめてみせる。

「もういいだろう、じゅうぶん体裁は整った。お綺麗な顔にこれ以上傷がつく前に、とっとと負けを認めて立ち去れよ」

「……嫌だ」

　歯を食いしばり、剣を掴んで立ち上がれば、ザカリーは呆れたような顔になった。

「アリエラの手前、格好つけて決闘を受けざるを得なかったんだろうが、当の本人はもう見てやしない。これ以上続けたところで意味なんかない」

「意味はある。――僕が決闘を受けたのは、レディのためだから」

　吐き出した言葉に、ザカリーは怪訝そうな顔になった。

「……なんだと？」

　エセルバートは唇をかみしめてザカリーを睨みつけた。嫌味なくらい乱れていない黒衣の制服に、襟元には銀色の徽章きしょうが輝いている。

（分かっている……何も持っていない僕なんかより、近衛騎士団の団長補佐であり幼いころから愛した相手であるザカリー・ミラーがレディにふさわしいということくらいは）

　胸の内でのたうつ激情の正体は醜い嫉妬だ。アリエラから捧げられた無垢の愛を粗雑に弄ぶザカリーという男が、憎くて憎くてたまらない。

　今にも噴き出しそうなほど暴れ狂う感情を、かみ砕いて無理やりに飲み込む。

（自身の感情に飲み込まれるな。僕が戦うのはレディのためだ）

「……僕が勝ったら、誤解やすれ違いなんて言い訳はやめて、きちんと浮気を認めてレディに謝罪しろ。その上でレディがお前を許して受け入れるというなら……僕は何も言わず、黙って去る」

　血を吐く思いで絞り出した言葉に、ザカリーは驚いたように目を見張った。

「あのプライドの高い女に正直に言えと？　婚約者に捨てられたことを隠すために偽装恋人まで仕立て上げる女だぞ。伯爵家の婿と次期騎士団長の座を秤にかけたと話してみろ、俺を許すどころか骨の髄まで憎むだろうよ」

「本当にそう思っているなら、君はここへ戻ってこなかった」

　エセルバートは静かな声で言った。

「アリエラは聡明な女性だ。長年傍にいた君ならそのことはよく分かっているだろう。あの人はプライドが高いんじゃない、ただ……」

　言葉を切ったエセルバートは自分のシャツの胸元を一度撫で、挑戦的な目つきで再びザカリーを見据えた。

「……一途に君を愛していただけだ」

　ザカリーの顔に激しい感情がよぎり、荒々しく襟首を掴み上げられた。

「ぐっ……」

「あの女が俺を傍に置いていたのはただ見栄えがするからだ！　それでいてプライドの高さをくすぐってやれば、面白いように思惑通りに動く。聡明が聞いて呆れる」

　ザカリーは歪んだ笑みを浮かべ、まるで自分に言い聞かせているかのように早口でまくし立てている。

（本当は分かっているんだ、こいつも。自分が――レディに甘えているだけだと）

　そう気づいた瞬間、抑え込んでいた怒りが噴き出した。

「泣いていた」

「は……」

　煮えたぎる怒りのままに言葉を投げつければ、ザカリーが面食らったように瞬く。

「彼女は泣いていたんだ。君のために」

「……馬鹿な」

　ザカリーが愕然とした顔になって固まった、その瞬間――ほとんど無意識にエセルバートの身体が動き、握りしめていた剣を跳ね上げていた。

「あっ……！」

　我に返ったザカリーが咄嗟に身を逸らしたが、剣先に何かが引っかかる感触がしてきらめくものが宙を舞う。甲高い金属音と共に地面に転がったのは、銀色に輝く団長補佐の徽章だった。

　エセルバートは剣を地面に突き立てると、転がった徽章を指さした。

「……少しでも掠めたら僕の勝ちだったな」

「貴様……っ！」

　ザカリーの顔が赤く染まったかと思うと、鈍い衝撃が腹に叩きこまれた。

「ぐっ……」

　地面を転がりながら、したたかに蹴り飛ばされたのだと気づく。歩み寄ってきたザカリーは、うずくまるエセルバートを容赦なく踏みにじり、ところかまわず蹴りを叩きこんできた。

（くそっ、完全に怒らせた）

　続けざまの衝撃に飛びそうになる意識を必死に繋ぎ止めながら、身を丸めて耐える。

「くだらん嘘をつきやがって！」

「うっ……嘘、じゃない」

　思わず顔を上げれば、横っ面を蹴り飛ばされてぐらりと視界が揺れる。息つく間もなく固い靴を腹に叩きこまれ、もはや身体を守る余裕すらなく地面に這いつくばる。

「うるさいっ！」

　激情がむき出しになった声音には、はっきりとした殺意が滲んでいた。

（ああ――……駄目だな、これは）

　もはや痛みすらも曖昧になりつつある頭の隅で、エセルバートはごく冷静にそう考えた。後悔はない。むしろ、どこかすがすがしい気持ちですらあった。

　ふと、雨のように降り続けていた攻撃が止んでいることに気づく。

「消えろ」

　ぞっとするほど冷たい声と共に、金属音が聞こえた。目を開けずとも、ザカリーが腰に提げている剣を抜き払ったのだと分かる。それでも既にさんざんに痛めつけられた身体は、指一本動かせそうになかった。

（レディの屋敷を汚してしまうのは、申し訳ないな……）

　そう思いながら覚悟を決めた、その時――

「やめてっ！」

　叫び声と共に、柔らかく温かなものが身体に覆い被さってきた――。
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「ああ……酷い、なんてこと……しっかりして、エセルバート」

　アリエラはエセルバートを抱きかかえ、悲痛な声をこぼしながらおろおろと血を拭った。

（全身傷だらけで、こんなに血を流していて……生きているの？　お願い、生きていて）

　微かに呼吸をしていることを確かめ、ほっと息を吐く。

「どけ、アリエラ」

　冷たく言い放ったザカリーの手には、いまだに剣が握られている。アリエラはそっとエセルバートの体を横たえると、立ち上がってザカリーと向き合った。

「アリエラ。さっきも言ったが、これは婚約者としての当然の権利――」

「いいえ、ザカリー。もうそうではないわ」

　アリエラは握りしめていた一枚の紙をザカリーの目の前に突き付けた。

「お父様から今日、届いたの。あなたとの婚約破棄を認めるという承諾書よ。あなたはもうわたくしの婚約者ではないわ、ザカリー」

「な……」

　書面の最後、クロムウェル伯爵のサインを見て取ったザカリーの顔からさっと一切の表情が抜け落ちた。剣を握る腕が力なく下がる。

「俺よりその男を選ぶのか、アリエラ。そんなどうしようもないクズを」

　ザカリーの絞り出すような声は、初めて耳にするものだった。

「俺を愛していたんじゃないのか、なあ。俺のために泣いてくれたと――そうなんだろ？」

「ええ、そうよ」

　胸の奥が大きく揺さぶられ、アリエラは思わず目を伏せた。

「長い間、あなたを愛していた。あなたを失うと分かった時に沢山泣いたわ。そんなわたくしを、エセルバートは慰めてくれた……」

「そんなものに価値などあるものか。熱を込めて瞳を見つめ、手を握り、自分だけが特別だと思わせる――この男にとっては造作もないことだ」

　ふいに腕を掴まれ、顔を上げる。ザカリーはどこか鬼気迫る瞳でアリエラを見つめた。

「ほんのひとときだけ燃え上がり、夜が明ければ儚く消えてしまう程度の空虚な戯れだ。信じてはいけない」

（今になってこんなに必死に縋られるなんて、皮肉ね）

　痛いほど掴まれている腕を見やって、アリエラはそっとため息をこぼした。

「ええ、そうかもしれないわね。けれどその時に気づいたのよ。わたくしはその程度のものすら、あなたからもらったことはなかったということに」

「あ……」

「あなたはいつも穏やかで礼儀正しかったけれど……一度だってわたくしに熱を込めた視線を向けはしなかったし、募る想いを込めて手を握ってくれることもなかった」

　ザカリーは愕然とした顔で口を開け閉めしたが、言葉は出てこなかった。

「わたくしは愛を失ったのではなく、元々持っていなかった。……認めるのは辛かったけれど、受け入れるわ。今までわたくしに付き合ってくれてありがとう」

　アリエラはそっと腕からザカリーの手を外すと、小さく微笑んだ。

「アリエラ……もう、駄目なのか？　俺は……」

「出ていって。もう二度と会うことはないでしょう」

　ザカリーは雷に打たれたように大きく身を震わせると、踵を返してよろめきながらその場を去っていった。

　ザカリーが見えなくなると、アリエラは急いで跪いたエセルバートの顔をそっと拭った。どこも傷ついていないところがないほど満身創痍の状態に、眩暈を起こしそうだ。

「誰か来て！　早く、お医者様を呼んでちょうだい！」

　大声で呼びながら立ち上がりかける――その袖をつと引かれた。

　はっと振り返ると、薄目を開いたエセルバートがアリエラの袖に指をひっかけている。

「勝った」

「え？」

「剣が掠めた……僕の、勝ちだ」

　頭を強く打ったのかと青ざめたが、エセルバートの視線の先を辿るときらめくものが落ちていることに気づく。地面に転がっていたのは団長補佐の徽章だった。

「まあ……！　すごいわ！」

　一瞬、状況を忘れて興奮に声を弾ませる。エセルバートは横たわったまま小さく笑った。

「これで……僕はまだあなたのものだ」

　ふう、と大きく息を吐き出す。

「あなたの傍にいていいんだ……」

　薄く開いていた目が閉じ、指が袖から滑り落ちる。息を呑んだアリエラは、力の抜けた身体を無我夢中で抱き寄せた。

「駄目、駄目よ……あなたはわたくしのものなのでしょう！」

　迸る感情のままに頬を包み込み、額を合わせる。そのまま、言葉にならない想いを伝えるように、少し開いた唇に口づけた。
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（お願い、いかないで。わたくしの傍にいて）

　どたばたと駆けてくる足音を聞きながら、アリエラはエセルバートをひたすらしっかりと抱きしめていた――。
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「――死んでしまったのかと思ったのよね」

　エセルバートの部屋でソファに腰掛けたアリエラはため息をついた。

「正直、僕もそう思っていた」

　向かいに座ったエセルバートは苦笑いを浮かべた。

「けれど、まあ……あなたの腕の中で終わるなら、悪くはない気分だったよ」

「馬鹿なこと言わないで。それより、傷の具合はどうなの？」

　決闘の日から二ヶ月が過ぎていた。一時は意識不明となって、かなり深刻な状態まで陥っていたエセルバートだったが、目覚めた後の回復は驚くほど早かった。

「まだあちこちが痛むけれど、日常生活には支障ないよ。クロムウェル家お抱えの医者が優秀だったおかげだ、ありがとう」

　エセルバートはまだ傷痕やあざが残る顔で微笑んだあと、ひとつ咳払いした。

「ところで……レディが怪我を心配して訪ねてきてくれたのは光栄だけど、男性の部屋を訪ねるにはいささか不適切な時間じゃないかな」

　部屋の時計は、既に深夜近くを示しており、屋敷はしんと静まり返っている。エセルバートも既に寝る用意を整えており、ナイトシャツをゆるく着崩した格好だった。アリエラ自身も、ガウンの下はナイトドレス一枚である。

「そんな格好でいたら風邪を引く。他に用事がないのなら――」

「この屋敷を出る準備をしていると聞いたわ」

　エセルバートの言葉を遮って、アリエラは思い切って切り出した。

「荷物をまとめて、商会関係の店にもしばらく顔を出せないと挨拶に回っているんでしょう。コネリーから教えてもらったわ。……本当なの？」

　緊張と不安で、鼓動がドクドクと高鳴っている。祈るような思いで見つめると、エセルバートは困ったような笑みを浮かべて頷いた。

「聞いてしまったのか。……ああ、近いうちに屋敷を出るよ」

　はっきりと頷かれ、目の前が暗くなったような気がした。

「どうして？　行く当てはあるの？」

「当てというか、会わなければならない人がいてね」

　エセルバートの視線がちらりとベッド脇のテーブルへ向く。そこに読みかけの手紙が伏せられていることに気づいて、ずきりと胸に痛みが走った。

「あなたには改めてきちんと話すつもりだったんだけど……」

　きん、と耳鳴りがして、エセルバートの話している言葉が上手く頭に入ってこない。

（女性……よね、きっと）

　どこかのマダムから誘いがあったのだろうか。ガウンの合わせ目を握る手に力がこもる。

（わたくしを口説いていたくせに……）

　あの日、決闘の前に交わした会話の続きについては触れられずにいた。エセルバートの看病でそれどころではなかった、ということもある。一度だけ――ザカリーが近衛騎士団から辺境警備を司る騎士団へ志願して異動していった、という話をした時に、エセルバートが真剣な目つきになって何か言いかけたけれど、ちょうどコネリーが訪ねてきてそれ以上の会話が中断されてしまった。その後、ちょっぴりコネリーに冷たくなってしまったのは致し方ないことだ、と思う。

「……レディ、聞いてる？」

　目の前でひらひらと手を振られ、ハッと我に返る。いつの間にか隣に来ていたエセルバートが怪訝そうな顔でこちらを覗き込んでいた。

「ごめんなさい、ぼうっとして聞いていなかったわ」

「いや……いいんだ。もう夜も遅いからね、話はまた明日にしよう。部屋まで送るよ」

　離れかけたエセルバートのシャツを思わず掴む。振り返ったエセルバートの顔があまりに近くて、心臓が大きく飛び跳ねた。

　覚悟はしてきた。あとは、一歩踏み出すだけだ。

「……今夜は、ここで過ごすわ」

　声が上ずらないよう必死にこらえながら告げると、エセルバートは驚いたように瞬いた。

「レディ？」

「そう決めてきたの」

　緊張でこわばった手でぎこちなくガウンを落とす。薄く肌が透けるナイトドレス姿を晒すと、こちらを凝視したエセルバートの瞳が限界まで見開かれた。

「……これは夢か？　レディが僕を誘惑しているなんて」

　ぼそりと呟かれた言葉に、羞恥で全身が燃えるように熱くなった。熱く沸騰してくらくらする頭でエセルバートを見上げる。

「あっ、あなたが、出て行ってしまうというから！　わたくしのものだと言ったのに……傍にいると言ったのに」

「レディ」

「契約は終わったんですもの、誰のもとへ行こうとあなたの自由よ。でも、今夜だけは……わたくしの、ものでいて……」

　不意に涙がこぼれそうになって、慌てて俯いた。一瞬の高揚が過ぎ去り、自分がとんでもない醜態を晒している事実に打ちのめされそうになる。

（恥ずかしくて死んでしまいたい）

「ごめんなさい、忘れて」

　言い捨てて逃げ出そうと立ち上がりかけた瞬間、不意に強い力で抱きすくめられた。

「あっ……」

「あなたって人は……頭がどうにかなりそうだ」

　切なさが滲む声音で囁いたエセルバートがアリエラを抱く腕に力をこめ、首筋に顔を埋める。吐息が露わな首筋をくすぐり、ぞくりと甘い震えが背筋を走った。

「もちろん、僕はあなたのものだよ。今夜と言わず、これから先ずっと」

「でも、行ってしまうのでしょう？」

　知らず、声が震えた。顔をあげたエセルバートが額をくっつけて瞳を覗き込んでくる。

「ごめん。……でも、ちゃんと戻ってくるから」

「えっ……戻ってきてくださるの？　どのくらいで？」

　勢い込んで尋ねると、エセルバートは眉を下げて微笑む。

「……ごめん、どのくらいかかるのかは正直わからない」

「あ……」

　申し訳なさそうな表情にハッとして、アリエラは俯いた。

（わたくしが落ち込んでいたから、咄嗟に「戻ってくる」と言ってくれたのね……）

　ザカリーに投げつけられた「ほんのひとときだけ燃え上がり、夜が明ければ儚く消えてしまう空虚な戯れ」という台詞が胸をきりきりと締め付ける。

（だけど……戯れ言でも構わないわ。そこには確かに彼の心があるもの）

　胸の痛みを無視して顔をあげ、ターコイズの瞳を見つめて微笑む。

「分かったわ。けれど、行く前に……わたくしに約束の証を刻んでちょうだい」

　大きく見開かれたエセルバートの瞳にはっきりと情欲の火が灯った。薄布越しにぴったりと密着した胸から、どくどくと荒々しい鼓動と少し荒い呼吸が伝わってくる。

「そんなことを言われたら……あなたを離してあげられない」

「離さないで。わたくしが望んでいるのよ、……エセル」

　エセルバートの手がそっとアリエラのおとがいに添えられ、持ち上げられる。アリエラは深呼吸すると、エセルバートの首に腕を巻き付けて目を閉じた。柔らかな唇が一度軽く触れ、すぐに深く重ねられる。

「ん……」

　甘く貪られ、陶然として力の抜けた身体を軽々と掬い上げられる。

「ベッドにお連れしてもよろしいですか、我が姫君？　あなたを思い切り愛したい」

　心臓が高鳴りすぎて口から飛び出しそうだ。真っ赤になった顔を隠したくて、エセルバートの首に回した腕に力を込めて、肩口に顔を埋める。

「身体に……負担がないのなら」

「できる限り優しくするよ。……どれだけ自制できるか分からないけど」

「そ、そうではなくて、あなたの身体の方……！」

　柔らかなベッドの上に降ろされながら訴えると、エセルバートはくすりと笑ってシャツを脱ぎ捨てた。

「お気遣いどうも。けれどさっきから痛みは全然感じないんだ。それより、もっと深くあなたに触れたくてたまらない」

　しなやかで均整の取れた裸身が視界に映り、思わず目を伏せてしまう。覆いかぶさってきたエセルバートに顎を掬い上げられた。

「口を開けて、レディ」

　とろりと甘い声音で囁かれるままに口を開くと、すぐに深く唇が重なってくる。滑り込んできた熱い舌に自分の舌を絡めとられて弄ばれれば、注ぎ込まれる熱に頭が蕩けていくようで、何も考えられなくなっていく。

「ん、んん……」

　知らずに零れた声があまりに甘くて、まるで自分のものではないようだ。角度を変えて幾度も口づけを落としながら、エセルバートの手は器用にナイトドレスの紐を解いてしまった。薄い布が肌を滑り落ちれば、素肌が夜気に晒されてぞくりと粟立つ。

「ああ……綺麗だ、レディ」

　艶めかしい声で囁くと、エセルバートは首筋に唇を這わせた。濡れた熱い感触が首筋を滑り落ちていくと、お腹の奥がきゅんと切なく疼く。思わず震えた時、エセルバートの手が胸の膨らみを包み込んだ。素肌の感覚におののく間もなく優しく揉みしだかれ、甘い痺れが電気のように走り抜ける。

「あ、あっ……！」

　もう一方の手も降りてきて、両手でそれぞれの胸の膨らみを愛撫される。波のように襲ってくる快感に慣れる前に、エセルバートは片方の胸の先端を口に含み、つんと尖った赤い蕾を舌で転がした。同時にもう片方の胸の先端を指でつまんでくにくにと転がす。

「ひぅ……っ」

　強すぎる刺激にびくびくと身体が跳ねる。何もかも初めての感覚が恐ろしく、それ以上にその先が欲しいという欲望が湧き上がってきて目が眩んだ。

「甘いね、レディ。全部食べてしまいたい」

　吐息混じりに呟かれる声音には欲望が滲んでいる。熱くて、もどかしくて、切なくてたまらない。

「エセル……」

　半ば朦朧としながら手を伸ばし、目の前の身体にしがみつく。キスして欲しい、という気持ちが伝わったかのように唇が降ってきて、たっぷりと貪られる。

「……もう一度呼んで。僕の名を」

　はあ、と甘い吐息をこぼしながらエセルバートがねだる。その手が内ももを滑り降りていくのを感じながら、ターコイズの瞳を見上げる。

「エセル……エセル」

　ずっと、そう呼びたかった。口にしてみれば自分の願望がよく分かる。

「レディ……ああ、アリエラ」

　太ももに熱く固いものが押しつけられる。ほとんど動かない頭の隅でその固い熱の正体に思い当たり、かっと羞恥に頬の熱が高まった時、足の付け根に長い指が滑り込んできた。

「あっ……！」

　自分でもまともに触れたことのない部分に触れられていることに、反射的に身体がこわばる。アリエラの緊張を感じとったように、エセルバートの手は殊更に優しく秘めやかな部分をなぞった。

「大丈夫、アリエラ。……気持ちよくしてあげるから、僕に任せて」

　囁くエセルバートの指がすでにたっぷりと潤った熱い秘所をかき分け、一点に触れた時――今までとは比べ物にならないほど強い快感が駆け抜け、一瞬、呼吸が止まる。

「ん、あ、だめ……っ！」

　思わず首を振ったのに、エセルバートは小さな花芽を刺激しながら指を更に深いところへと潜り込ませてきた。

「ん……狭いけど、しっかりほぐしておかないと」

「エセル、だめ、そこ……あ、ああっ！」

　強すぎる快感の波に目の前がちかちかとして、エセルバートの身体にしがみつく。

「ごめんね、強すぎる？　もう少し優しくするよ」

　指がするりと離れてほっとしたのもつかの間、いったん体を起こしたエセルバートが足の間に顔を近づけていくのに気づいて青ざめる。

「待って、エセル？　それは――」

　ちゅ、と足の付け根に口づけたエセルバートが優しく足を割って、秘裂に舌を這わせる。

「いや、やだ、そんなところ……っ」

「綺麗だよ、アリエラ。あなたの身体は本当にどこもかしこも綺麗だ」

　ぞくぞくとした感触と背徳感に脳が焼かれる。抵抗らしき抵抗もできないまま、舌が花芽を包み込むように吸えば、快感が再び身体を支配する。

「エセル、怖い、エセル……」

「大丈夫。たくさん気持ちよくなって、アリエラ」

　花芽を愛撫されながら長い指が最奥に滑り込み、二本、三本とゆっくりと押し広げる。この上なく優しい手つきでゆっくりとほぐされれば、身体の奥に灯った熱がどんどん膨らんで、切ない疼きが押し寄せてくる。

「あ、ああっ……」

　ぐずぐずに蕩かされ、抵抗する意思をすっかり失ったころ、ずるりと指が引き抜かれて代わりに熱い昂ぶりが押し当てられた。

「アリエラ……ごめん」

　快楽でぼんやりとした瞳で見上げると、泣きそうな顔のエセルバートが覗き込んでいる。

「どうして……謝るの」

「我慢すべきだった。でも……あなたが欲しい。欲しくて欲しくてたまらない」

　ふ、と微笑みがこぼれた。両手を上げて、美貌の青年を抱き寄せる。

「わたくしもよ。あなたが欲しいの、エセル」

「アリエラ……っ」

　ず、と圧倒的な熱が押し入ってくる。思わず呻くと、すぐに顎を掬われて唇を塞がれた。

　宥めるように唇を貪られながら、最奥を貫いた昂ぶりが少しだけ引き抜かれ、再び押し入れられる。ゆったりと確かめるような動きが痛みだけではなく快楽を生じさせ始めれば、意識しない甘い声が唇から漏れた。

「アリエラ……ああ、アリエラ……っ」

　うわごとのように囁かれる声から余裕が失われ、身体を揺さぶられる動きが次第に激しくなっていく。

（愛してる）

　言葉にならない想いを込めて腕に力を籠め、快楽に身を委ねる。ターコイズの瞳の奥に自分と同じ色の想いを見つけた、と思った瞬間、ひときわ深く貫かれた昂ぶりが身体の奥で熱く弾けた感触を最後に、意識は深い快楽に沈んでいった。
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　――微睡まどろみから意識が浮かび上がってくる。全身を覆う甘く気怠い感覚にぼんやりと浸ったあとで、アリエラはハッと身を起こした。

　身体は綺麗に清められてきちんとナイトドレスを着せられていたが、胸元に散らばる赤い痕に昨夜の熱が蘇り、頬が熱くなる。

（昨夜、最後の方の記憶がないけれど……エセルが後始末をしてくれたのかしら）

　ふと、腰のあたりに腕が巻きついていることに気づく。隣ではシャツを羽織っただけのエセルバートがアリエラを抱きしめるようにして、静かに寝息を立てていた。無防備な寝顔に胸が甘く締め付けられる。

（結局、好きとは言ってくれなかった）

　昨晩確かに重なったと感じた想いも、朝が来てみれば全て夢の中の出来事のようだ。

（けれど……むしろそれでよかったのかもしれない）

　身体に刻まれた熱だけを信じていれば、気が済むまで都合のいい夢を見ていられる。

（あなたがわたくしのもとへ帰ってこなくとも、あなたの幸せを祈っているわ）

　募る想いを込めて額にキスを落とす。顔をあげた時、ベッドわきのテーブルに見覚えのあるスケッチブックが置かれていることに気づいた。

（あれは、わたくしが贈った……）

　ふと、体調を崩して眠っていた際に、傍らでスケッチをしているような音を聞いたことを思い出す。

（もしかして、わたくしを描いてくれていたりするのかしら？）

　アリエラはためらいながらもスケッチブックを手に取り、開いて――はっと息を呑んだ。

　そこには様々な姿のアリエラが描かれていた。真剣なまなざしで何かを見つめる姿、つんとすました姿、微笑みを浮かべて遠くを見ている姿、目を閉じて眠っている姿――どのアリエラも丁寧に描き込まれており、見ているだけで描き手の想いが伝わってくる。

（エセルからは、私はこんな風に見えているのね）

　面映ゆいような嬉しいような気持ちでさらにページをめくった時、挟まっていたものが滑り落ちた。床に散らばったのは手紙と封の開いた封筒だ。こちらを向いた封筒の宛名に、アリエラの視線が吸い寄せられた。

「あっ……!?」

　ハッとしてベッドから飛び降り、手紙を拾い上げる。封筒を裏返し、封蝋に刻まれた紋章を確認した瞬間、衝撃が駆け抜けた。

「……アリエラ？」

　半ば呆然としながら振り返ると、乱れた銀髪をかきあげながらエセルバートが身を起こすところだった。

「おはよう。身体は辛くない？　昨晩は――」

「エセル、どうしてあなたがお父様と手紙のやりとりをしているの？」

　仁王立ちで封筒を突きつけると、エセルバートは目に見えて狼狽した。

「えっ、あっ、これは」

「この封蝋……これはクロムウェル家の紋章だわ。宛名の筆跡もお父様のものだし、まさかお父様に何か言われたの？　だから屋敷を出て行くって――」

「違う、落ち着いてアリエラ。先に手紙を出したのは僕だ」

　慌てて首を振ったエセルバートは、気まずい表情を浮かべて何度か咳払いした。

「その……必要だと思ったんだ。当然、順序を守るならそうすべきと……」

「順序？　必要？　わけが分からないわ」

「だから、その、つまり……」

　エセルバートはしばらく頭を抱えていたが、大きく息を吐き出すと顔をあげた。ベッドから降りて、アリエラに向かい合う。

「……あなたのお父上、クロムウェル伯爵に会いたいとアポイントメントをとったんだ。幸い、少しだけ時間を取ってくださると言うので、滞在先に伺うことになった」

「行かなければならないところって、お父様のところだったの!?」

　あまりにも思いもよらない事態に、思わず声が大きくなる。

「お父様は国外にいらっしゃるのよ？　手紙ではなく直接会う用なんて、いったい何……」

「あなたへ結婚を申し込む許可を貰うためだ」

　一瞬、耳にした言葉が信じられなかった。大きく目を見開いてエセルバートを見上げる。

「……え？」

「クロムウェル伯爵の許しを得てから、正式にあなたへ求婚するつもりだった。その……卑怯かもしれないけれど、確実にあなたの婚約者の座を手にするために、先に根回しをと」

　白皙の頬を赤く染めながらぎこちなく言うエセルバートを見つめているうちに、じわじわと胸に温かいものが広がっていく。身体がふわふわとして、今にも浮いてしまいそうだ。

「馬鹿ね……まったく順序が間違っているわ」

「う……ごめん。何もかもきちんと整えてからのつもりだったのに、結局こんな風に手を出してしまって……でも僕は本気であなたを大事にしたくて」

　バーミリオンの髪を払い、背筋を伸ばして胸を張る。瞬くエセルバートをまっすぐに見つめ、小さく口の端に笑みを浮かべてみせた。

「わたくしの結婚相手はお父様が決めることではなくってよ。わたくしは――愛する相手は自分で決めるの」

　一瞬、ぽかんとしたエセルバートは、ターコイズの瞳をきらめかせて楽しげに笑った。

「ああ……そうだな、あなたはそういう人だ。僕が間違っていた」

　ひとしきり笑った後で、エセルバートは優雅に片膝を折ってその場に跪き、アリエラへと恭しく手を差し伸べた。

「アリエラ・クロムウェル嬢。心から愛しています。どうか、僕と結婚してください」

　アリエラは差し伸べられた手を見つめると、そっと自分の手を重ねた。

「返事はイエスよ、エセルバート・ボールドウィン卿。わたくしも、あなたを愛してる」

　答えた瞬間、手を引かれる。次の瞬間、アリエラはエセルバートの腕の中にすっぽりとおさまっていた。

「あなたは僕のもの……そして僕もあなただけのものだよ、レディ」

「わたくし、あなたにレディと呼ばれるのが好きになったみたい」

　視線が重なる。お互いの瞳にお互いだけが映っていることを確認して、どちらからともなく微笑みがこぼれた。

「困ったな。伯爵にすぐ伺うと返事をしたのに、あなたから一瞬たりとも離れたくない」

　額をこつんとぶつけて囁くエセルバートを甘く見つめて、アリエラは微笑んだ。

「それなら、ふたりで行きましょう。お父様に結婚の報告をしたいわ」

「良い考えだ、レディ」

　囁いたエセルバートの唇がそっとアリエラの唇に重なる。

　窓から差し込んでくるまばゆい朝日が、幸福な恋人たちを静かに照らし出していた。
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